
屈　･　本　館

鋼のMn-Si-AI複合脱酸に関する

　　　　平衡論的研究

藤　渾　敏　治



槌酋顧

回 僕

寥1傘M,-Sむ-AI複き脱駄における嗜鋼と雇酉軋生

　　　政吻kの早嫌?関径

目緯唯

1.2　軒カ孝的考象

　/,2j　膜酸生.政吻の迪量

　1.2.2/叫.0-S凶2-AhO3系徽jヒ.吻と瀋4諏けの

　　　　平雌1間祗

/.3孚樟1測衆喫､映

　7.3.1　喫､隙装1

　1.3.2･絨籾み政

　1.3,3　t紬141･|蔡

　7.3.斗紗莱

　1.3.ぎ　MJおよダS£0λの治量

　7.､3.Zj略桐申早衝醸禾潭良

7.4堆討

　7.い　膜雛反必ヽ時Kおける非准島々在吻の組政

　　　　如ヒにフいて

　7.与.2　MI､.-ぶ,-μ,i‘lを晩遥軋の廟勧栂l.IQっいて

1.5‘　糸昔省

支毒1え

-I-

f

今
　
4

ぎ
　
‘
″
`
v

2
　
　
9
　
　
　
9
　
　
　
f
l
　
　
　
!
　
　
　
々
　
　
7

/
　
　
/
　
　
　
/
　
　
2
　
　
2
　
　
　
2
　
　
2

､3£)

､32

32

r
へ
)
　
　
6

3
　
　
3

37



審2衆　匹o-ao2-Åむo3-Feo系スラゲと44岡

　　　　どの茅璋i

2j　樋省

2.2　喫､馬蚕汰丿者､

　2.2.1　劾;,刺の玲応`

　　(1)歓な4:1え列

(2) か攻スラゲ`

　2.2.2　曳馬女装厦

　2.2.3　寅馬貧季･ヽ|蕪

2.3　喪舌粟むふび`渚鉄

　2.3.7　斗雌i到達時聞

　2.3.2(M以)十Feo)-Sa)2-AおC)3系にぢける

　　　　　Aね03の3覆方g糸隻

　2.3.3　スラゲ政今の迪量

　2.3.1　M,ぇμ心4.およダAねこ)3カぐ薯4才る叉ラゲ`々の

　　　　　ぷ.02の遠量

　2.3.5　G･以4函.およダAねC)､3カぐ共4オゐスラツ``々の

　　　　　M以)の語量

　2.3.乙　Aho3荻4ス乃ワ``ヒ.平雌ilるjS4哨勧1底ヽ

　2.3.7　ケわal抜塩叉ラヮ゛成冷｡詠量･捷徊li権塞武

　　　　　について

2.4拷省

曳献L

ザn汁

1
　
1

4
　
　
4

4Z

42

42

4λ

徊

43

4ぎ

4y

々ぎ

々9

砧

8
　
　
9

y
　
　
ぐ
)

訂

7ど)

77



穿3隼　唖1戈利對汲皮におけるざ-4欠々のMaおよダ

　　　　sむ｡泳量

､3.1　楠省

､3.z　　喫鳥蚕少5気

　3.z.1　喫馬袈値1

　､3.2.2.楓.糾祚収`

　3.2.3　曳馬気か慄

､3.3　喫馬曳糸巷栗

　､3.､3.1　反必据､持時闇

　3.3.2.早樟1う藍良

　､3.3.3　咀儀亨樟μyヽi配比の3史t

3.与　篤努､

　3.4j　角恥吹雁1'里

　3.与.2.Fe　-　M,.-E系溶篇曳后4:に蘭才る外カ倖的

　　　　　J､?μ一ター

　　(､1)Fe-MJ恥

　　(λ)`Fe-E系

　　(3)R-M･-　S乙系

　3.仔.3　S'一剱沖の肖.､袁,に聞する熱カ¥的ノぞラ吋ター

　　u)　　どロに(s)お↓が`ムn,k(s)

　　(2)乙迄(s)お4ダ長rふ(5)

　　(3)　　dDs)お4び`友肖1(s)

　3.仙4　游看岡お4ダF4史申の兌の詞互作吊母イ系彩こ

　　　　　間の粕闇4生

　　　　　　　　　　　　　一隻-

妨

7ぎ

ワS`

75'

S
　
悩

ワ7

77

ワ7

O
Q
　
　
ひ
Q

7
　
　
ワ

ワ&

82

之
　
　
μ
″

O
O
　
　
Q
O

貼

S'7

町

9
　
　
/

Q
0
　
　
9

%



　､3.4,ぎ　Fe一吟､.一泥系におけるMa｡､ぢいり固泊､竿4了

　　　　　関4､の椎窯え

3.5'系合省

曳南元

皐斗卑哨或判斬5象胤における計4良のs心による

　　　　膜覇抜希績1

与.1　糸鳶省

4.z　曳馬良膏諸､

　4.2.7　1£刺作成

　今.2.2　寅馬艇殖厦

　々･.2.3　･虹馬貧寺順

　4.2.4　岑=吠浚､融､冰による固之平樟了冶･面己比り

　　　　　ま吏瓜の権者寸

々.3　喫馬今秘･良

仙4角象

　4.斗j　どoおよびfび(s)の決吏

　与.4.Z　S'-.紅吟におけるぢいこ&ゐ膜齢浄瀕了について

　4.与.3　4高嘸､Fe一吹-o系4tの4是園通緩における

　　　　　脱鍼冷垂カについて

4.右　結吉

支南£

寥き奪　咆.一戈-A埓tき暖葡軋利軸におよぼす4哨の

　　　　　　　　　　　　　　-y-

　9

7ひ2

1o今

μQ

□○

目∂

71∂

ず
ー
　
　
　
!

1
　
　
　
7

1
　
　
　
/

M､3

06

12乙

/之ぷ

al

aタ

73?

μμ



　　　　海11朝のt多曜

､タ,7　紬旭

ぶ.2　Mn｡-&｡-Å丈ネ隻赦晩S良t碗吻£隼峰iオる4咽の

　　　唱誰､早樟i蘭丿叡

タ.3　咄識茅婦15乱床にあヽいてM以)-s必2-μM)3　sa.

　　　叉ラゲと早璋i才るぢ-,赦庖ヽ産相.匍

5.4　糸各省

大　南瓦

総ヽ地

-V-

涛ザ

涛り

ず寿ぎ

叫9

/63

1糾

陥y



　鋼九寺に発現し智品の品賓を息し<名jゐ欠楊のあヽもねも

ののひとつどして酋軋杷吻薮非奎凰な在吻がある.　こKら々在

吻の量､耐攻､犬きさ､肝在択凡は姻噴に太色な勧曜tあヽ

よぼj瓦め､できゐ仙卦肴侍な如包丿弥繁jるように甥力之れて

ぃゐカぐ､私な高存な吻の童を越馮`することは今くの砕屯にも

刀ヽ訃約らずい,ヽなカヽ因靫､な順剱で`める｡

　このよ､うな赦化吻系か覆吻はその垠漕､かう､伺生妁なものど

外i妁なものとに匁別される･　1勾t肖ね東&嵐オr尨¥1の至た

る依漁どしては､眺維丿知の徨洲に忿ゐ1攻万らびに2太月t

赦生城胸バあゐ･タト生的な縁､兼ヒ.し7〕ま､頬錬､ヌ､ラゲ`､硝

火吻の奏･蝕､ならびに熾ヽ桃妁3疵Xに4=lゐもの､4渚岡の吼妬

酋良化Kよる這良化句なじが考えら飢ゐ｡一般,こタト生妁考因t･

糾因す5衣者風か在吻は造迩､灸杵を制御するこヒ皿よりかな

りの姪度まで軽馮1ゐことヵヽミでさるカ≒1攻あるいは‥2攻脱酸

良暇吻に起頒-4ゐ冷牡恂の麟j/iぢ`は連常の眺1隻4､おふダ左

タ‰詐､をとゐ根･j非隼,･Q廊蝕､であゐ｡

　この履故生概吻によゐ和在吻の超端に.廂勧な方jま､のがtつ

乙しt複含既愉､感､が応､<硝いられている｡複を騰匍tは島嫂

暁故瓦乱tえ蛙八よ.版かせて奏4岡に湊坑lして耽這1軋tむこtう

:れ気であり､この複台膜面t勧象の琉tは､暁函t柘｡複右奏

加による耽絨ブ陵羨の改善し､暁故t威吻｡波賎長枚｡偏

ヱ吠よるものlされていゐ｡複居朕潮じ刺LしてはM4-ホ靫

　　　　　　　　　　　　-ト



眺徊､刎がよく知られている以､Mt一亥岐始､{は既拍､牡に限卑

がめり､鋪1剱のスキンふ-}レロおxニ､jるにはなお万斤局である｡

ま良火tのシりり゛-ト系か在吻を今赴しや{四唯如がある｡

このたわ利レy徊れヽヽは迪弗A戈欣軸､こカぐ携憚之机､耳ヌ､兪高にお

吋ゐ･i敗紗耽翁､ゼ叫t､以､或による枚か欣翁､乞おこなう｡

　キ吸后液遷良の平纏引て､蘭jる核､象り糾軋をみると､λ穐八

よの眺哉隻t象が渚昶4肖t(､喪4才る嶋合の膜姉Jしにっぃて

は､前遂のM･n.一乱左休､けぼ`M｡｡-Aわi閣してあヽこな約れてい

る姓良であ･八粂も一粧妁力､つ童參と洛えられるM九一玄一城

キtな脱atにつぃての祁､をは皆惨､に寄しい｡

　ま牝､Mt､以､Atは栖いで一剱lに奄4れゐt表であり､

この鴻一准岡の械圭匹､打不る挙動を唄らヵヽに､寸るこヒは､烏､

徊4の包孔1睦札あゐいは馳火吻そづ回ワ`九よる鴻4凩の馮東

核払封気にっぃての如t包与えるこ乙にもなゐ｡

　-i､溶鋼と.ぶ一抜の奏噴(岐翁忙叡おlヅ執{)の4角秀

良吏にふヽ)鋼m眺匍遠燧八おいてい釣ゆるλ奥吐錐ふ成妁

必粕･虻4る攻象は､奏永岡が次ず瀬丿込之もなう辻よ､之吋る之

tのぞきない疫軋であゐ｡　　これらの2求眺紬､t取吻は淮上､

今鮎x-ヤ命の備ヽ兪乞与えられないため､兪屡高々在吻1して

絹迩待に何留j･る笥牝性が欠きい｡　さらtu疑喝攻｡4岡

1蛎冲に穫91ゐ氷産瓜れ松吻は､緊品にA､たるまで｡昶々の

贅叫援逝ILにおい-(ぞ･組島ヽおよy舛怒､t支化するこいく

よス知られていゐ.暖翁､t叔妁のこのよう4今勧を史量

姑}に=応4瓜寸るためには､湊永哨と測ご醜戈靫吻との乎糟i閲

　　　　　　　　　　　　　-2-



イ靫･みならず､澱｡佃枚の葡拓の参凪ヒ｡賎丿眺生叙吻ヒの平

樟訂

　方､石令屯･4このよう4堆1浪､力ヽら､繁昶い災良の准冶偏から馮1

循Ukのざ-4匁､冶ヽ厦にい瓦ゐ､Mt-ジーAI我后栽.哉kt喊恂

レ如4しの牛樟Dこ哺ズる黙カ原的植軟植t禍4うと15も

のであゐ｡
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第1隼　Mm.-ふ.-M枚今脱敦におlうる湊揃

　　　　ど脱酸生7な豹にズ)平衝関イ靫

　　川錫名

　嘆拶け)液敦通程に生叔し恚鋼咋に剱留し欠脱雛主政恟

は､掴･検械妁佐噴､電孔的桟賓､岫･9じ住なじに兆､彭零

乞およば`し綱の晶哺レt鴬化之tる｡　このか在吻の徳滅に

烏如なわき､のひヒ.つどして複赴脱赫､51､が広､く痢ぃらkている｡

　複を欣妨､は､刄披眺赦兄素と2婚臥jニ､槌､居tて嗅4哨に

湊ヽ加して脱結よ行なう方汰であり､どくにMt一以桟,4□従葛k

については珊屯郭､考')`/4)も印く､そのネt右雌酒虻勧莱の玉1

叡にっいてはよく知られている｡この現象､は､Mt口呉によ

布耽始｡によって生沢し気々在吻呼の以0えの廸{カぐM,､0･i

よって低下之tらk､&のMt巷t糊しが句j=､-4るどいう孚衛綸

妁參S､むよが`敗葡刄収吻カく或杖をない疑集しそjい瓦

めヽ洛屈4ヵヽらの冷･匯屹が恂上1るという香カカ学妨要因によ

つて比明之れていゐ｡

　叫.-む敗翁､は号循耽執､としては屑勧である以､晩価t能匹

根秀があリ徊Dもの叉キンれ-}レ乞幼エ1るにはなもヽ冴ヽ十為で

ある4)｡　ま瓦t叙'‘4ゐベンカゃンシリ作-トは朽`留々在吻ヒ

して徽も好ましくないA型和在哨ロこ嵐1良め､迪沸･もり延

痕いが埓痢されゐ｡　複后液斂の斗槽1に蘭1る斌.釆､の硝包を

見ると､2昶.以よの朕茜t禿裁が漆4凩内に衷各オゐ場なの月も

1軋旬しについて4､Mt-Sむを1參いてはMt-At　/幻に蘭して

　　　　　　　　　　　　‐今-



打な釣れはじヽめ気瑕､良であり､徽も一蛙妁で`童今と｡匙ヽ幻紅ゐ

Mt一叙-AL牒右Mt唇隻についス.の舶､告は唱豚に有しい｡

　またMI.､&､鼓はがいこ一舷K念まれる孔tぞあり､この淮者凩

の絃素に徊1る挙癈カ乞明らかにすゐこい4､5釦匯の空気峨t､

あるいは徊吹杓､叉ラゲyよる寓4哨の汚染紡丈徊数にっいて

の知tを与えることにもなると老えられる｡

　氷隼では､このような雇りL鳶､カヽらMt一以-AL裸庖ヽ脱嶮斥

お吋ゐ晩雖主尻恂と奏4岡どの平倖i開伍､について熟カ峰的

考歌および噺､紐L･両&から核付を行4っ良｡

　　/､2　柊力孝的考貳

/.2./　膜勅隻主ぢ吻･冶童

　海者岡ど搦L唇ti程吻閉の平樟i蘭係を考霖するにあたり､まず

･沁零ヒなゐのは､i晩i醸生叙句寺の右収游の活量であゐ｡M7L-

&-AHt咎ヽ脱韻tにおけゐ生政吻は一身μ肉にはFeo-Mべ)-

ぶ心-Aね03斗威勿荼を考える,火蓼カくあゐ｡　しかし消･4史

申にM,､ぷおよびALお`ある好嵐の遭庫ぞ4在jる塙右に

は､晩醜生､ぢ吻守のFeO渫良t屹ぢ知i.比赦して弗奪に抱

くなる｡　した力くって､ここぞは商肇化のためaoを鯉､泗Lし､

M､O-&02-Aね03　3政廓系として考瓶を進める｡

　この､3馬`奇瓶については､タもtr･.え　9uy紀zJむ-ぬと77t巾

による/6H)゜ごのM,ヽ､○の遠量包精､いては摩丿吏実､馬曼の報告

は升あ化らない｡

　タ反ノt/幻はこの3応`,令系の/6匹tにおける岑造･乗良咀を

　　　　　　　　　　　　　-S-



卑艮悒してぃるが､こ飢は州､○一以02およジMd)-Aた∂3痢

2収勿辰カヽら熱,カ喀妁に､複吏し瓦ものであり､G-Jむはe

(Mt∂･Ah03)はその湿准でヽは各机しないものとし一乙針奪

されている｡

　ここでは､､yもむr･延｡�凡沁4.む-ysのz/7jのM九〇の寄池量

稗庖包哨い､/夕ぶ∂゜ごと/6y∂゜ごにおけるtヽ奴0-S瓦)2-

Ah03　3収か系の志島ヽ命の連童を針奪し矢｡姑量･縁準攻

唸は1べ`て朝禅､統群応冷ぞある｡､3成々系涙咎悒ヒしヱは､

姜永妁にはMuぺ.｡,､y∂､5石｡-Jタ‘)によゐものを株喝した｡

よ1己の2っのj盈度を痩んだのは臥下の王里由による｡

　(プ)　J心ひ･,むむ　4･,､.y兄aんむry如71/クハでふリ/6､ダ∂゜どに

おける沈,､､o力臼則免之れている｡

(2)ムふn.,心7t　4,,､.y8ぷぶ叫夕!ぶtJ){こよリ/タあク゜どで､

況4oカぐわずかゼあるがj則叟されている｡

　(3)溶徊の叔回時にお吋る晩赦生ぢ吻の今船を知るうえに､

審蝸の淘l匍浪改に迫い温渡におけゐ寿池量丿匯姻が必季ヒ

なゐ｡

　軒庫劣浪は､J以αλ｡.お･レフご/)によリGぶ辰-Z)心し･tの

闇孫ヵヽらJぢ吾?1ミ,nっぃて導ヵヽれた“了沁すnズλたrc苧ズ･

戸y･･ご4乙y巴''ぞある｡　淀s″j　o2　の針庫の傷右についてこれを

示{ど.､ま丈のようになる｡
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ごこで刄M心)ヽ哭S£心､友メ1ね∂3はヽそれ梵``れMtOヽSL02ヽ

A込03のモール数､必Loい芯〕わゆゐ穐脊猿むrヽj.4織

できる楕紅昧ヒしては以02嶺包如の点粕線カく考えら鋭

列:i｡ュ=/どタゐのカぐ一収的ぞあゐ.この4含ヽぷ必鮑

加組応までの岳頑璃氷わたリ咆.0の活量の逓が,火季になるカぐ､

ざ{9,｡g-y恥以,yゐミ'りの石1=t軋てヽは高以∂z濃嵐鯖或

の5則曳は打なわれていない｡した以って､糠冷祖はっざの

;咳にして球支し孔｡

　ますこ　M,ぇμj右(Jμ203･　2S'£恥)の生収包逼工和レぞ一

カ､らMJ右左およびAね貼カく我作吋る状態､に.おほゐS£∂2の

池{を徊唯付る｡つざ`に哨tO-&022応`脊系に右ぃてゐ心

がこの功ヒ専しくなる紹.馬`ポ､を戻め､この,f､と､C/Mむ4がぼe-

μバ)3-5攻体赦化物]3期旅唇.瑞)自)泊湖4釦巳吻緬.収を示

-すj､どを､3政冷系攻恪回上､で必紋ぞ剱,U｡　このj糾ぶtヽ`

はヽ久s･ぱ)2は一赴ヒ.扨､支し､これ乞づ喰會1荻どした｡なあヽ､

M,0-&心2応身系の各政扮の池量ピしては､メ膳g心4､

ヱ)k･ぶ.ざ4-y凡2以,リ･ゐrtタ.)によゐ渉1支剃r集乞用いた.

　ここゼれなった迅王堅は左く･凍宜心りなも印vずざ`ないが､っぎ`

の護幽により､火きな‘扨;差は生じなしヽものヒ.名えられゐ｡

　巾　硝述｡残か猿右傍におヽけるMtOの零冶t緯､がほ

どんビ直碓に症い｡

　(2)(ブぇc)-sa)2-Aね03私においても､この寅痔で･ま

　　　　　　　　　　　　-7-



き核､に近いぷ込の場沈{命隻か吋及告されていゐ22≒

　了心五トノに､支南叉に寺&告されているMa尤&&の生或白由ェ､

ネ)しギーならびに､M｡ぬンaおよジAh恥共萍における

/6ぷ∂゜ごおよゾ/ぎ方yごでの洗9む心の含ヤ庫植乞庁､亨｡表カ`ヽ

ら日月らかなように乱stoユの功は必すしも複<一奴しているとは

省えない｡　ここではこれらのおよその争均埴をヒリ､/ぶぷゲd

においてa　gi.oz=∂.∠/　と.した｡　また/タぶ∂゜どにおける

必心0之は､一為如Q.安&ゐ紅､朔噴があヅかる帽体聞及沿では

jぷ2Qしなるので､MJぷ気の生双白1由工和しぞ一に温胤

次無雁､がないものと板叟し､この値から計聳したa9.=

∂.認を剛い長｡

況ご)Jぐ､こkら玲そ猿より矢きい嵩応iOぇj隻良傾城にお

ける胞莉1リについては､ヱ)幻嵯むむの2軋柳£27.)､

のtず勺レ
j吠)

あゐいはその沁､弓長によリ;匯討し瓦が

ム｡,tS必淘.

∧/s'μ)2=自

Q,ダ~他如遭胤の聞t漓瓦に表現tヽきゐ闇イ釦4筧tせな

カ`った.　そこぞ､ここではΛ/M､o/Λ/M2Q3　j;巳一吏におぃて､

∧/､m)2£∂･4における我ドG心一向が匹ぇのデロヽソト包

以02他如渫痕に4モ)ヽけるa心ぇ=Nで靖らカヽな曲緑で紗

ぶこいてよリ洗淑Q之を攻丸した.その川列を7=り,ト∩こ承孔

このようにし刊署られ化次C)ぇの延{絲､回を刺用オるこどにより､

徊勿･的にしお与tられていないMtOの治{緯尨沌袖`亀し議垢

全瑞2に拡張し孔｡

　愉ゼのtうに､/タμ)･ごについてはMtO-ぢぱ)2-A込(⊃3

紅のどヽの鶏ヽかの延董線姻にっぃても曳卸冲に観告がみられな

-8-



Table　1-1　　Freeenergy　of　七he　formation　of　mu工1ite(　3A1203°2SiO2　)

　　　　　　　　　　　and　activity　of　SiO2　in　liquidoxide　satura七ed　with

　　　　　　　　　　　mu]‾1ite　and　A1203°

jG;ullite
a　sio2

1　6　500C　　1　5500C

Cooperf　Kay　&　Tay10r　23)

ein　&　Chipman　22)

ANAF24)

Sanbongi　&　Ohmori　25)

uzukiタ　Ban-ya　&　Fuwa　26)

26,500　-　18　T

1,040　-　2.5　T

4,863　-　5.3　T

0.346　　　0.419

0.466　　　0.462

.494　　　0.511

/0.3(1　6　30oC)

0.31　(1600oC)

一?-
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Xハo メU)r,しむ-1.､D　a4/･　,λs,kλ兄£以pゐ肖パj)による

MtO-ぢJ)2.系における/6ぷぴどおヽよび/ぷび)?の淀MJ

の渉1祀余后集･Qよれば､尺丁ふ1.a､oどい-ヘ/肖o尹ヒの関に

はヵヽなリ祖い幽采t蘭疸が4狂才る｡　しかもこの直紐､･句1乙

は5鼠胤に闇せずほぽ`一史である｡そこで､いくつむの

∧/お)｡/へ/Aね03比一虻の糸且瓦に封してこの喘坂を流痢し､

/6N)゜(ゴのaト4､oの4から/ぎぎぴごの･え4.の功を4仮免した｡

な貯､この琢に･4で記のず一ター乞老息し瓦｡

　巾　MtO-ぢJ2-AhQ3系凩剱婬ピ)のMtOの我す目楕｡

　(2)　L心67t｡,.y召Jなマ右7リり,･よる/お･∂･どにおヽ

ける以心とAねC)3のモル比が約/.a'のMtO一瓜C)2.一Aも刀3

恥昧赦生.政恂申のMゼ)の迪量｡

　(3)丸祢仙心ゐ､/ぎ6ジごにお(うる斤eO一匹0-がュQ3

取池一量練悒｡

　Aねo3の遠量a々奮-4る場なには､Aho3舵如･織相株

包鋒を穣と.レ瓦関イ系ヱ､､GJぇバな｡疼在｡肩嘸につぃて複

徊ずら,私零がある･MtO-Ah03系の涙態,図は2､3報を

されていゐがヽ珊光翁によりかなりの倆逢ヵぐみられる｡阿吟,

肪aな･･､｡y/吋d縦心ヽ£社)･Qよ札ば`々えム如瓦の必角辱遠嵐

は/ぎ6Q°dゼあるのに対し､Qd5･e4　4･,~y片匂Mが･Zリりによ

kぽ/7之ぴごである｡またA/｡y･{んしむ右乙eオJ//八ふ

j数胤のt零によっべQa.jえμレな4勿鮮せずl　/aぎ∂土/ざ?に

おいて系,11､解jるど£張している｡一方丸瑞}/6･)はFeO一唯0-

Aね.03系の剱免においては､/ぎ6∂゜どゼ改むなバ右£が春友

-7/-



寸るどして､デー9-を四一遅している｡　ふ石升記においては､

こkらの糾集包今照してG以沁ぷQはデくとも/6夕ぴご冰下

の5蛋痕では雰支に咎政才るものと.してお奪乞速y)た｡

　匁石竹包で凧いたM,ぇむレ心tyゐ心mパ)によゐM7し0-以Of

Ah03系涙態図は､/ぶぎ∂゜ごでは印し&xj友4存在しない回と

なっており､この柳をについては禍ヽ正のヽ灸零以あゐ.　このたり

冴J4ふ&の生鮫白函エ.ネふぞ一の功包ヽ刄}い4るヵく､ここでは

丸端げ.),q､るFd)-M以)-AむC)､3系の建量紬1悒力ヽらで1乙

の斥応の/ぎ6∂ツの7.お吋る佃函エオJしギーを攻吏した･

　　MtO(ヽs)十Ah03(s)=MJ･μ203(s)　　(1-2)

佃如L和レギーの堪崖休捧姓､については､前述のMJ£た

の場后ヒー伺城に､これを黙こオ1しうるも｡として､ぞれぞれ

/､タ､勁゜ごおよび`/6タぴごにおけゐG-daxどた､Aね03戈參

ヌ､ラゲ申のMtOの攻菱が計珠される｡　これうはそれぞれ

改匹､.Q=£)./ぶ､応M､｡-･∂,/7である｡　これらのjく直ヒ.Mto

の涛沈量雄回ヒカヽら､Aれ恥おぶびG-aj4zた･友倆練を

倚正し欠･

　絹られ瓦お囁齢莱を､MtO-ぶ∂之-Aも∂33ぢ分系海迪

量組･姻どし゛Fな./心およジ戸φ/-ヽD゛示ヽ付.

/､2､Z　M･J-ざi∂2-A石03系敵九勿と渚ヽ4凩ヒの平4釘硝繊

　Mt-な-A埓tを脱齢｡は粕拷妁にはざ腔を系ぞ包由度がかなり

火きいため､渫良の席□1乞あら力ヽじめ詣:け､M心!Eの渫痕り如

カぐ/以冷岳且Kの溶金岡乙膜赦生芯吻との闇疸について考執

j'かこと.にした｡

隠-
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0.4

Fig°1‾2　　工so‾activity　lines　for　MnO″SiO2

　　　　　　　　　system　at　1650oC.
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and　A1203 in　the　ternary



Mno 0.2

/VA1203

0.4

Fig.1-3　　工so'activity　lines　for　MnO,　SiO2　and　A1203　in　the　ternary

　　　　　　　　　system　at　1550oC.

一痔一



扮寡に･沁孚な洛測1赦反むり無が和§)数緬J2)乞つぎ`に汀､孔

　M4十〇　=M40(s)
　-　　-

　　　　∠旧-゜=-Zもか∂十引.訂)T　　　　　　　　G-j)

　　SL十2.0=以ら(S)
　　一　　　一

　　　　j　Gr°=-/与らタ々.Q子ぶJ.ク9丁　　　　　　　(/‾々-)

　　2赳そ3QニAに0バs)

　　　　4Q°゜　-2埓,タ政)十糾.仏乙)丁　　　　　　　(7-y)

　　丈゜J右こ゜∂･∂/8゛〔‘沁S£]7仙Jら　右ぇ゛7

js七､f4､f4は､遺痕を童量ノヽ?-tントtヽヽあら釣し化惨猿寿

湊渚支を活{の姜.孝にとった備をの湊童同申の各放身の迭

萱悟数｡を示1.

　まず竣QのM･n｡/S‘JLにおいて､生収不引趾化吻糸良或乞右為寡

jゐ瓦め､つぎの反屯ヽを希える.

　　&02(幻十2M九二&十2M以)(ぢ)
　　　　　　　　　-　　　-

　　　　ベgs=沈お･･2ぷ｡/ぐ反迄･次おa)　(ト肩

μMsはo-､3)､(け4)瓦刎a迦エわしギーから友まる｡　ま化

SJ2およジMM)の橡導攻咎はそれぞれ純料唄彷､であゐ｡

刄M`/宍比に徊才ゐ沈ぷo/必匹)之を一計庫しヽFφ1-2ヽ

Fり./-Jの岑沈t軸t切を翔いて錐私吻射L収を戈めヽ3成`

勿教丿良相去虹盛よ､にフ･ロヽ吋-4るど.､Fり./-4､匈,介夕の

ようになる｡

　つき``にAh03､M以乱在およジGJ心泣.の各朝相およy

j良梱(Zあるいは3相以衣柘jるa斟ヒ物娃収について､早

オ勣Aむ農虔包計塞するど.Fり.7-6･ドシになる｡

　　　　　　　　　　　　一防一



Mno 0.2

/V41203

0.4

Fig.1'4　　Composition　of　liquid　iron　alloy　in　equilibrium　with

　　　　　　　　　MnO'SiO2゛A1203　1iquid　oxide　at　1650oC.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　([仙n]+[Ssi]=1)

-76-



Mno 0.2

〃A1203

0.4

Fiq.1-5　　Composition　of　liquid　iron　alloy　in　equilibrium　with

MnO‾SiO2‾A120
3

1iquid　oxide　at　1550oC.
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( [仙n]+[Ssi]=1)
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　Fり.7-ダのを曲維ヽに封してヽ塊ヽ雇両申のAわ当織裁との孚衡

関イ系左巣めるど､Fり./-7に示才秘･巣になる･司申のo印

は､1弛截tま府吻がA石ズ)3､Mむ心祉ら在､Gふ乙いJ記とおよダ

5後体耐yヒJ吻のうちのいずれカ､2池が衣斗状豚ヒ.万る塙な､

●印は3尨目ド衣ル我態､しなゐこ嶋かであるこヒ｡を爪す｡

　化しえばヽF依け7によれ1r､/yS'∂゜ど､M九/孔=/印7%Mt

yツ).夕/､怜仇≒いリ)の場な､湊徊L中のAむ隻良y`約2

叩tぞすご`‘゛A込C)3含包如どなりヽそ沁以よのAわ震良ではも

はそMlt､Sいお剱鮮赦舌渫曳に影曜乞およぼ之ねくなる.

-すなねち早一痩F拙i‘砧零翁による裡.后雌.蓉凱の4ヽ治､は徊りめられな

くなる｡

　　/.､3　竿檀i刄丿曳喫馮飢

　ふ火攻の但的は､諮簒硝火恟と,朱反応の膜1軋t応判をメタJし

の薗哉.葬佃下にトラヽソデするこどべより､面枚化物なを勿と5佑

4鴎組政との平撞i聞係分網べ､前述｡粘カ肇的考家糾r莱の

佗傾柱£煉吉守することにあゐ｡

/よ/　曳紬l装凛

　袋1は､Ar蹟裂装置乙反支好からなっべいる｡好はオ牟

我ざごを茫然休ヒする£{べwの托仇好であり､ゑ床綱節

は､妙壁カヽら兌杵体の晋高遁柳丿庄まで怖入し化杵電忖

(P尤RkJ%･P尤Rh2∂%)む咋良瑞として､PLD方式によリ

白彰制4･pjる｡　/タ趾)゜ごにおけるぅ蚤度か布は､土λ゜ごの

均一娼L良柳か0襄之が7むtでめり､濯り化神の5慕良の軋蝕

　　　　　　　　　　　　一持一
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は士/゜ご奴内'て``あっ化.　戸りパーδに反応奢雰柳乞1ヽj.　゛の

痕応毫抑は､曳馬曳にさきだち抒タトで妬｡支て､これと一更丿蛋

康に侈､たれているが内に坤入ゼきるようになってぃる｡反む

杵了攻試.納左急湊乍る時には､反必奢タH則のマ･し々ナ製の

鞘tのこし､言兆刺-のx.っていゐマルミす奢のみを妙タいy恥り叙

し々却可ゐこどカぐぞさゐ｡

ハ3.2,翁し粕作妃

　電解･金失(戸e.ンり.9ぎ%)釣以)o&をマ)しミザゐっぼ`(

Ah03〉り沁)にっり､År瓦丿軋申で嵩周唆錨膚カロ熟によリ

奏解1ゐ｡這嵐色/ぶ回?に保特し､Ar-トh(/:/)のj吃

唇がヌ､によリ約/時開痙瓦1ゐ｡その々含.怜弘の拍1ぢにな

るょう証萬Mt(う99,巡Z)およダ仇()吋?y)色添カQ

Iゐ.鼻ヴjo奏蘭Ar-Hz(/;/)5胞とカヽ`ヌ､気決沖で瘍侍

し瓦のち者風A見(ン幻.リ%)を地溜ロ付ゐ｡λ∂奇棟､jt

4昨左内祉6--の石僥管内に砥よ､げ火ヽヤ息禎jゐ｡この1=む

粕乞､卵摩し約たタしの長之にt刀耐rし､エ手)しマルコー)レにて

洗浄して曳馬飢に洙jゐ.

　巷艦緬.政は､M心1なの遭衆の如おヽ/ぶ;かこ4るふう1乙な

しt｡言£約申｡左酋虻素童および左A戈{は､1£刺によって恙

干装勧が`あゐゐくヽそれぞれ祁所-∂およダダ汐4Mの41飢

であっ気｡　ま瓦CはQ.oこ)y%攻下､ぢ､Pはそれぞれ∂.aQぷ%､

∂.ooj%攻下であった｡

/.よ3　曳馬吏か吸

　右萱1礼刺を一皐封じの?ルミ寸奄(ろφx　/0がX3･Q､

-2/-
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Fig.　1-8　　Schematic　diagram　of　reaction　tube　assembly･
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Ah03>リ‰)にxれ反心滝柳を組支ズる｡　奄内をかt凛

樟レ牝のち､心レミナ屯乞好内に､特7､し､飯炳の下糾は盛

為必､付ゐがよ､省yは惺彷､のまま朽ン卜風5涙が衣作1ゐふうな後

慢に七ット吋る｡曳剱こヽヤ輔覧Arを反た喩内外に迪して試粕

の紬L化乞牡色゛､所弘時閉孫椅し孔柚l､カレミ子堵を妙から取

り血レ瓦呻息詩洙ゐ｡

　妓刺t錆倣仰斡挑ヽによリ似t4ヽ1し､申luヽ辱也を4tヽ射む吹&tヂ

イヤtンドペース､トらいルぐフ研庫のオ匁､茎良拗漣軋羞t蒙tれな

う｡な征吻の㈹表的なものについては､E.　PM　A　によるM7t､

以､がおぶびFe元凄につぃ･.の史量々粕吃忖ない､価凱化吻

を.MtO､ぷ∂2､がぷワjおよジ尺いj,して､その濠疼を唯訟

して､計柾淘申の透如じ物赳を汰吏1ゐ｡

　楓粕洛扁妨糾7ヽにつぃ七4､ふ威与瓦胤｡化単冷縦を行な

う｡　瀞才片方落はつき2`のどおりであゐ｡

　り)M,　:　哨､光光匁味､(JIS″-(Ei/2/j)

　(λ)S,l　:　tリプデン賓唯光t胤浪(JIS一冴/2/2)

(3) ○　:引レゴこ/高t､糾佃1齢t量倆支りk

　　　　　　(ワーロヌ峠ヽソワ“○")

鋼申成岳のぞ柝用机か4漓剱､机い)かじ吻付辻から探耳火

し化｡この傾い

一曼々片によヽ八哨べ､化味か析砕栗に影耀｡4ごいむを刈L

ゼした｡各t妻の支量侈の再報姓lは､そ札ぞ心い,Qえ

%叫tヽ主∂.00与%次ヽ土4所'tO冰下て``あゐ.

　なぢ糾|`申のAL魂曳'4合折祁ヽ嵐劇り?天以下6なリヽぶ研

　　　　　　　　　　　-23-



凭では支隻包i吋色､し瓦｡

/,3.∠/　糾rl良

　(D　反能ヽ係特時傾:同一糸良成のを厦省£炳にっいて､反能ヽ

採椅詩順･おを良え丸一連｡喫馬飢t行tい､葡k舌う粟曳､

久肖.oおよジ沈おど)い7およぼ吋反む時閉の動嗜にっぃて横

べた.　この号備呟馮飢に&れば`､れ在吻カぐAhhにより4包勅

之れていゐ場赴でも､々振吻と哨､4岡間の平倖iは2なぃし3

禍哺ぞヤ毎疸せられゐ.　したカぐって､素曳馬虻においては者允

納の反必屠､特舛筒を才べて4鴎朗どし化｡

　(2)遠胤:永亥､蝋方迭の4庖ヽ､省叉納命乱版叫泉拓レて恙子

袁化吋る力ぐ､ほぼ/ジ､ダ゜ごであっ瓦｡

(､3) を柏一糸き集:1礼新感昂曳柳命の化厚永対障も一栗あヽよび`

々･在吻糸瓦双t　7k6心ダーλに庁､j｡M7むど次のj棄求の如がヽ

hノt%の粂件に蘭し-(は兜左に涵t-する紗栗に･4ならなカヽった｡

　(4)加振物:羞免報之れた今皇妁な兪在吻･毅希U胤

写真左7)心か,ダー/に爪才｡　これらか牡吻の降どんどは､1支

新のEPMA希飢冷4忖によ刈蚕血之れゐ固冰､算j]に奏をした｡

万お該徴丿免笈1軟では､この茸萄叫t循はほヒんピ利妬でき

なかっ牡｡　Aね03単粕の々在吻は､ほどんビのものがフラ又

ター涙(P心応/-/匹))であった｡　や垢によリ槙l威され

べいゐ今在灼の嶋合､振攻｡A603力くか軟亀t鮮､-さk牝

(?右,た7-7cり)｡　このAね03は角ばっており､　斥○､

M九〇あるぃばぷ心ピAtどの寥燥哀必によリ収晨し参もの

い痕燎されろ｡
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Table　1-2　　Equilibrium　composition　of　specimens　and　oxide　phases

in　inclusions.

NO. 亀Mn 亀S1 ppm　o oxide　phases

13-1

3-2

7-1

9-1

9-2

0-1

0-2

1-1

1-2

2-2

2-3

0.24

.21

.38

.76

.75

.80

.83

.89

.86

.01

.10

0.860

.725

.434

.168

.111

.096

.119

.042

.052

.028

.032

14

2

1

6

8

8

2

3

1

4

0

MU　+　A

U　+　A　+　L

U十A+L

+L

　十　L

　+　L

　+　L

A　z　A1 203″Mu　z　Mullite″L　z　Liquid　oxide
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i今･S1●●声こ心　　(a)A1203
　　,'゛　jr`､　　(x50o)
　　　　　　　　.　(a)

脊｡

挙
　心

(b)A1203

　　　　(x1000)

　　　　　　　　　　　　　　　　　(b)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(c)A1203(gray)十

泰　　　　　　　　　　　Mu1エite(dark　gray　)　　　9¨　　　E″　　　　　　　　　　　　(X　250　)

　　　　　　　　　　　　　　　　　(c)

Phot0.1-I　various　types　of　inclusions　in　Fe-Mn-Si-A1-O　system.
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/､よぷ　MtOおヽよび`ぢL02の冶t

　痢t乙のo-お､(/一妁瓦にし化カぐい､Mゼ)もヽふダ吹こ)zの

池量乞叉め匁｡　淀匹･-あヽよびaざふJiそれぞれ戈喪で表妁

される｡

a4oニK4.0･f瓜･f次吋低･Jこ･〔‘沁M(l･

　　　　竹:吋きづが,月･[xo]

淀心○之= Kぢi,｡.･討レ刊た･刀Djか[%ぬ]･

(竹:づ7'づゲ･パ･[以月)2

(叶7)

(7-∂)

k/4o､尽ざa)之.4それぞれ(f-3)､(1-4)此の反必の平葎i釦k､

ガは洛虚岡申の刄政冷｡相互作用伍軟を示j｡Ajh嫉載

のj粟.良は､Mtあヽよぷ`ぢi,の5粟嵐にし巳して非･俤{て祐こいので`､

　　､f玖､f焚､jが､j心､仙､パ≒7

乙してさしつカヽえ.ない｡　し化がって攻叉が埓られる｡

&M､o　=　KMK.0　'　fたづ之･ひりヽノk]･錯ゾに‘`･[如](f-9)

　　a　s,,Q之=Kao,･fjト右かr%s'(I･けぴ･バM%o]ダ(/-/oで)

万の計潅に痢ぃ化各相互作吊励･怖教をつざ`に示ち

　　d1=J,?/∂/丁一/.?7叙)

eな=一∂,/∂7

e政
〃
●-

j幻

-/,バりS)/T十∂.夕6¥幻)

己応LニQ,
∂幻

e?=∂

なおe応はe瓦切からつざ`の聞4を用いて1ヤ亥し瓦.

　　e皆こ/り､タ,･e玖ゾ岬g､十ぐ/叫,､-M元)/り初･/り肖｡)

/り4､MsいまMtおよジ以の辰手童包示寸｡

　紬嘆し乞月タ･/一タヽ戸Q,　/-/゜lこ示j.　回申の曳糸敗味ヽ
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Fig.　1-9　　Relation　be七ween　aMnO　and　the　ratio　of　[畑n]/[SSi]
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芦φダー6t褐ヽ･`反応`5■良乞/ヽタjぎ゜(ゴ'゛外祷し友訃葺値であゐ.

喫馬爽値ど省十奪値とlか畑翁ヽ一致してぃゐどみゐこヒが､ゼきる｡

　M以島掟およタ`Ah03が我各1る嶋必､適綻七吻申の尚心

はつき``の反屯ヽによって延吏され逼良のみに祉奏づる｡

　　3AねD3(s)十2&Q㈲゛jんむ£)J'2お心ぼ)

Fり.7-印にあけるj則吏俑は淀き心(s匹゜'μぞあリヽ机力

確鈎に丈め化,9.勃･(悩｡火ぞ紹いヒよく一仇ilる｡

/.3.乙　丿剱者岡申平蹟==r紬流5粛嵐

　5剱4凩組応`カぐLSMJ　4･　[SSむ]=ダ　におけゐ匹/ぬ比と.1飢裁

丿集痕Kついて諦滝引.た｡　豹宕乙のとおり､E%M幻申E%ボ]=/

の乖忖に蘭してな5あ瓦な斜i粟は得られな力ヽっ化灸め､玉めた

久ゆJ)およぴ`反a心乞用ぃ塊4岡糸瓦おtこの象杵t5高た才

ように糾i正し化.その扨良包芦り.ドノ/に斤ヽす.個呼の

喫紬Lは､Ah03あゐ川幻心jムaの薗粕ヵぢ攻浙に旅各付

る甜メヒ吻知-ぢ1゛対す6計庫樋でありヽF4夕./-?ヽ戸り･四∂

の冊育循に倆当1ゐ｡

　Fり･ド//から明らかなよう‘゛ヽM^./仇比がt;七涛支的ふさい

範歯においtは､/点､(M,､./､丸ニ=乙).29のe)'をj映けば省干

貧メあど噺馬灸糸台象は麻崇によく一恥レずる｡　しカヽしこの比が

火きくtかQし乍がっズ･､両名のずkは匁きくなる｡　この衣裂向

はFり.7-?およダFり･7-/Qにお`.べもみられゐ.　Fタノトリ

カヽら咽らかなように､M4/ぷ比カく糎犬jるにし化がい翁素濠

胤14ヽ島くなり､1挽剱主琢ヽ吻申･Fd)護泉も高く々ると烏えら

紅ゐ.私加免における科力喀的恚象においては私Oの存在､
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Fig.1-11　　Relation　be七ween　oxygen　content　and　[啄Mパ]/[1Si]　ratio
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は昧4免しており､ここれ片針塞捕と曳馬如凛乙のずれの斥侶の

ひと一つ乙考えられゐ･しカヽし計囁にあ矢って鉛､け化始4隻転

侍､後吏およがヽ冊鴬遥妊.における作@なピヽヽ｡省気tl考え

れば`､曳馬飢樋一胤と勢カ李的考象紬r象どの一飴こはかなリ良い

もの乙省丸よう｡

　　7.4　錬､お

7.4.ブ　膜i反反む鴎における牡産:蒸か征吻の糸乱ぢ曳化

　　　　について

　毫老の.1所包皇では､兜に戸?看恥削9UMじごいシyく非屡風刻`

良吻･指5片をg的ピ.して昌兎酉隻反必岑モfルを考え､このモやし

を喫糾L才る架1を組七てて貧馬曼をおこない､々在吻･進鋼カヽ

らの淳上分岫匹.聞jる池､4岡申川仇蔀幻Ltの藁差紬Lぢ々知或

乞進求した｡　そしt　M,.､S″心､Aお宸攻･如が始/J%

のj鮭座岡についてMtヒSもの4眉比と麦えt収1ゐ々･在吻の

紳我乙剱Lぢ･麦礼を者周べヽた.　その秘'乳より､5剱虚岡の平

均柚-ぢ6訃在恟糸且ぢg･の関徐を汗ヽjとヽFり.7-/2°よ

うになる｡

　同一Mt/S‘£比のものにっムてぼ､加在吻艇Lぢはいずれも

SJ),2コーナーに対して凸に5爽必1る-ふの5滑らかな匍絢上

にある｡回の刄5則史派はそれぞれお､豆･有払杓につぃて葡

められたものであゐ力く､ひとつの訃払吻力吋焉4同申を3;t上､吋る

にし扱がって礼ビ`る舶1お栗化は､およそ(/吋t∂十FeO)コーナ

ーからSLO2のふい疸L収乞糸tて､Ah03　u-す-に伺うもの
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MnO･Feo 80 　　　　　　　60

MnO　･　FeO　(wt°/･)

40

Fi(J.1-12　　variation　of　the　composition　of　inclusions　in　liquid　iron

alloys　at　1580oCf
Mukai　et　a1.
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ど角えズよい｡　Q｡o3‘沁A文乞含む端-4周ど早樟i-4る和在吻

相は､戸り.け6によkば`､明らヵヽに湊屯A込03のみぞあり､

この曳島飢で埓られ匁壮在肖ぱ斗璋iに遠.-4る途申･ものtいえ

る｡

　F小/-/2申の刃良株はヽFり.7-ダの1軋化妁軸Lぢをt蔓渫

良に衆楊レて戈め化笏Mt洵£比辿肩じを永吋｡Q.∂λ~∂.伺

‰A亙､Mt/ぬ=/.之~y.Zグ)5妬4岡岳1叙ゼ乱政する朽在吻

の碁高以025隻胤はFり.トぎの平尋晋系瓦威`と｡ほぼ`一飴吋る｡

ドらy.　/-yで`は脈キ免し化ハ○を考虔ヽjれは゛雨尨の-lkはさら

に兪くなゐ｡しかしこK牡辣｡か筏吻の勧L収はむしろ早樟1秘.

収仙糸気からはなれていくイ頃旬にある｡

　凡(ヲ･ト/2の計在物のまわりの`々いルソワ入におけるM゛-ヽ弘

5隻衆のEPMA棄気か折によれぼ､Mバ)含洵{力勺吸少して

ぃゐか5暇少い4じ`めゐ嵩MtO系瓦絞の壮な物では､和在角か

ら約2o片の誄一軸Lにわたっズペトリツツ叉のM心胤泉･り遜ヵo

ヵ列眺載され､20M址ヱ､はなれず=辻泄､てヽのバヽJレクのMtラ農泉よ

リ約2刀桔も胤くなっている｡しヵヽレSに胤嵐に闇してはこ

のようなt化は意1,ヽめられな力､っ化｡　sびぇが暴恙5胤胤に疸

-4ゐまで`の(MtO十FeO)の漓すはFeO4痢董り5恥ザにぷ:ゐ

ものぞあり､M･tOを肩曼の端寸はこれお､浚におこっ7ぃる｡

　岡一拡納吟の加在物を糾ぶ曲糸散･胤Ah03疹μ汝駒嗚に住

171ゐ組島`のれ左卿‘゛っいてヽ迫椿する々トリヽソワ夭のM7し5t

戌乞丿妬4岡ノぐ}しワ艇L叙ヽ｡ニ2.ワ施とみっtkばヽM･n./仇比も同じ

之2.7倍しなり､キ璋埓乱叔りの一今tはか4リよい｡
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　yメ､よlの老釈ヵヽら､肢励L生ぢ物はM､○おふジ斤eOのj舞鬼カぐ

胤い萍刀装月糸乱収から5酋雇凩守のMs/Sd摩衆比ヒー早撞iする柚､

政にむかって粟化し､最差次025農求に到痩した独jま､有良

物に也俘1ゐ々トリヽソ7ス申にまずゐMtのj良化Kより､

M,｡/ぬ比のよリ高い5愈4綱と.早検□'る剱､政にむカヽって象化

をっづ`け､ついにはAね03衣俘釦1島いi遂1るものと.考んられゐ｡

したがって､背在物に右棒1る々トリヽソワス糸且収と.早撞i忖る

省良化吻舶.叙ヽを考えれば､計狂､物希R叔の東イ巳は(嗚.0ぞFeO)

コーナーから出､発し､この牛葎i柚､収参紳メj斬血付ゐ曲糾し

と｡して永幻される｡

/.4.2　M7t.一旅-Ajjt台M兎酋凱の廟勧ノ良について

　M､-む-Å£辱簑台月tl良において塊=蚕岡キの月tit兄泰乙卒峰1

-4ゐ1板玉5胤良は､[･ンらM,1十Dにに]こ1で為れば`My､./弘比

どはほとんど楸閣イ孔に､2慰十3Q.=Ah03(めの反応ヽ･平

浄itヽ禰兜辻れる漣となり､月tit阻泉の竿偉i省4狛り零函に

よゐ政審知憚､が者芯めら奴ないこヒは以よ-り鳥霖.にふリ明ら

カヽであゐ｡枝庖}枕酉飢5去､･廟勧柱は､1仇頌凱tお鯛が雇雌､

反ら時に高我ノ包､ぢ長に赤与丿卵ななシリ吋一ト桑乱なt匁丿幻を

迪達-する､lしによりかなえられるネ辰佃1､教,改｡佃上､,こよゐ｡

　1祉酋恢tぢ吻が球を風肝在内どして4岡呼に宛値し求嶋居

色潟えゐど､M,､｡-ざい痩な削し西飢にょ､リtずゐyけ-ト系･･外在吻

は熱順加工硝に塹･趾t科左おこしヤ1ぃお巾乙rり　い杓ゆる

A型肝祉吻であゐ｡　M,､.一仇-μネt庖膜西軋によれぼ､fst

函飢反応ヽ叫にはシヽけ一ト艇L叙であっても､最絆妁にぼ軌筒

　　　　　　　　　　　　-3ぎ-



劃]乙によリ勿柑｡装冊をおl之ないAh03哺))(ン吼壮在吻と

なる.　M,､.-ざ£一以キ奮庖l延過凱は､jt留々在吻岳乱叙か5み

べ,も為刺な珂吏西恢5瓦であると.いうこ乙ができる｡

　　/.ぎ　糸若　名

　M･､t-SいA叉冬1咎l悦S隻にお吋ゐ喊丿飢生政吻と｡哨,准岡との茅

桶号関イ系についてj痍1寸し良｡

　M,､.-Si.-Aえ粂t必1扱1隻による乱宵!=吻は､｢ヽ気C)､SLO2.およジ

Ah03に1って雌il取ヽされていゐものと鳥え､/6夕ぴどむよゾ

/ぎジ)･C!,における3布盾私の烏政為の廸{4匁回乞他カ確的

鳥象､によヽμt播した｡

　こグ)岳き象に隻き､Mn｡ヒ.ぢい7)5家胤･如]が/ぶ僕垂且4･渚･

昶拉｡､MJ)-ぢLOぇ-Åむ03糸1隻化吻ヒの芋樟f蘭イ系､乞針

狐した｡

　7==1-Mt-Sこ-Å1-○系におけゐ盛高咆､4kノぎtと.面飢化吻系

々松恂ヒJで)筝樟了関イ系t､メ引レり沸馮ま､5昌胤､約ノぶ∂ぷ･d､

におい一い則吏し化｡月免a良生靫物はメタ)しの咄j:柾卑&下に

喩簒恥欠々勿の汚染乞うけない我態､でヽトラヽリフ･さ奴.ゐ｡

　曳島爽糸忿粟は､よ､1乙･針庫衣老栗ヒ.かなりよい一枚包万､し､

熱カ峰的慮象刺1栗の41かトiがヽかなり高ぃこと以石在槌ヽさ政

松｡
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第2乗　M仙-Si02-Ah03-FeO系スラゲと

　　　　5賂鎖との竿倖i

　　2.7摘恕

　丿略徊μ)Mt一訟-At桟な脱酉厦に関吋る石竹包はかなり恥びツ

その屑勧性カヽ4をめられぺいる｡　しカヽしながら､この喊.酉1t

砂物1'なわちMd)-な02-　Ahら一戸e,0系スラツヽヽ守の刄政

をの迪董に関1る石苛屯は､これまでほとんじ孝疫告されtぃな

しN｡ わずかにSも.r･ta｡a･,･J尺jぶ以z･y､5･ク72ジ‘)ヵぐたくみ4オJ､

でM､○一仇02-Aね03及における/a'∂o(ゴのMJ⊃の詠量

乞頌り史していゐにjぎない｡

　寥1粂におヽいて〕‘4､M九〇-むo2-　AむQ3系の各政々の泳董締､

悩t､塾カ洙的考象によリ5史曳し､こ｡揃一莱にもビザき､盛

佃昨月尭面隻生ぢ妁と.の竿漣了聞係を席家した｡　そして､lt

函旋崎における連常の漓4岡々のんU象良のもとでは､岸4鋼申

の脱6厦瓦奮乙早痢才る函気妻凛支14､2ゼ+j辺=AねQがs)

の7Si､むの平樟iで糎吏七

妁乖相による次毒求カ果は者氾ヽめられず､Mt-ぢ£-At複巷月t

6tの廂お･趾は､膜巷良良旅ヽ吻が膜at瓦か時に高吼赴､以碁

K愕斟毎なシソ吋-ト緬｡咸`瑞:乞通通萍ゐこtにふりかな七ら

れる湊良詠表,欧の佃上によるもりであるこし乞庁､した｡

　客奪では､Mt､肌あ4ジAえを逸扁タる5鳶-4凩ど､MJ-お)f

Ah03-Fec)系叉ラクヽ`ピ｡の平瓊r蘭伶を/お゛∂tゼj則軋レ､刄

昨なの迪屋につぃ七昧討した徊順しについヤ暖沓jる｡

一々/-



　　2.2　喫馬灸方丿去

2.2j　･右か粕の作成

(1)雇史居登省攻1吋

　愉隼と同攻､電鮮4吏(Feンり.9､ダ仙)をマ,しミ子るっば

につめ､畠周浪省秀導好を用いて虐一角4し､Ar一出いリ)r)

μし巷がヌ､ぞ逢瓦したのち､所赴量のMs､&､Aえをぶ私荊1し

ぺ.邨叙-4る｡

(2) な政スラフ``

　MtO-Sd)2　-　Ah03系吾政スラツ゛sj､奴でのようにして作収夕

る｡　MtO2､を胤M､､ざ£∂2および`Ah03の刹ぼ､5屁合杓

のタアレヽソト4勺/M)∂,をタンーマン奢(Aha3>9?%)にっめ

ゐ｡発斬4､乙し･焦参Qるつぼを伺い､高周珠者奔噂好にて､

Ar気5札中でj略角乖吋る｡約3Q々帰り6･と)･どに躇､特したのち､

好の電5良乞幼り炒堵才る｡これを彩;｡.べ.々乱のふ肖ら時い

たもの乞喫馬虻に俐いゐ｡

　独､哨した辰がわ4臥下の乙おりであゐ｡

　　O　Md)2;　Mむ･c充　2むむrメ1心む今J･&

　　2)兪集M,:　電角辱Mt(M､ン99.96仙`)t粕石皐したも

　　　　　　　　　　の

　　3)SU)Q.:特糸k舎え峯嘸jく､鎧､St(Sば)2ン99.9%)

　　O　AねDJ　:　ガ又クロヌトワ``うフ･1哨マ}レミ寸

　な政ヌ､うア徊1収は､MtO-な02-μz03系吠態回匹お

吋ゐ/かn)゜dの､Ah03､　M,UムンQパjAね03･2sd)z)､あ

るいは(ヨr以'えx£瓦(Ma)･Ah03)の誰丿佑糸曳tのいくつ･カヽの

-々2-



糸良旅ヽ乞還ん矢``｡

2.2.2　喫馬気装1

　殖循は痢奪乙同おいlヽヽあり､PエD方式の白勣5濫衆省周脊莱循

付き仇ご抱4礼妙乞唄ぃ化.菜奮の才既參tFり.2-い゛系j.

反む外器には､一瑞l封じヽの了)レlナ誉(/2わ(/ワφXダど)Q,

Aho3`7　99‘沁)t痢ぃ化｡好の5&度一綱脊喝ド､が座か

ら赴替4の象畠丿象柳漉血にまぞ熱t忖(険奴ぶ･かμRん

ぶ)y)が姉7･､されており､之らに抒内の含礼刺-化庫･温息乞

別の柊覧忖(汝尺んぎ%･P幻枕2∂ツりにより唄ヽ1吏才るこヒ釈

ぞきゐ｡　51匁々寿は､/タ幻)士2°ごの均一温｡胤=柳冷の晨之

が7c･しであり､j如t考のj象胤の食勧は土1･ど収内で`あった｡

2.2.､3　曳島綻か雍

　貳述･よう,1レ1:祚成したな応ヽスラヮリj･を､フルミナ斥応ヽ

奢にλれゐ｡　奢内をArで14粂し化のち､/砧‘∂･ごに制肴μ

れていゐ好の均黙壽べ乱心ヽ嗜を祷x吋ゐ｡　叉=ラアが喧為曳

したのち､合参銘,列左少董ずっな針∂らりり､､4る｡投x

糾･1萌をもっぺ綬胞朗々包椅蘭どjゐ｡叉ラゲおよダメ･タ}レ

は一支時閣得､椅し､斗樟訓こ疸tしめゐ｡　この蘭､辰必喩

俐には/匹cc/-λ､好む沓内自4､ぶ匹cc/｡ぶ｡t｡j札圭で

頑瞥Arをjtし奴,耕の姻娘､化乞財きヽ`､また･絃耕･早傾1剥疸

をうながす良め､JO合闇縞ぞフルミ辛j=拳によリスラワヽヽあヽよダ

メ9,レの備辞色くリカヽ七-ず｡手撞i違訟練.､辰必塔を好か

ら剱､ヽノ必､し水冲にλれ･祓新乞危ヽ油ヽ-4ゐ｡

　埓ら紅牝尖ラワヽ`1応封については､左私､Mt∂､砂公か
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よびAh03の､ヽメ､りレ紋,炳について4､M九､広おふび`○の

戈量乞おこなう｡　を戸e､A八Q3は亘DTA湊弘5友幻､

M心)､ぢJ之は隻量まフハiよる｡フりりレの為哨r泳､は愉希

い司功､であゐ｡

　なおスラゲ申のFeは聡奪に越丿粟嵐であり､1べヽてFd)どし

llあつカヽった.　メ引し々のAむ胤痕は冷片祖痕数即9t八万ど

なり､曳量乞噺一兆ヽし化｡

　刄ブ､ラツヽヽ政かの祀曼廸の再1壌性･4､それぞれtQ.7ZMJ､

生∂.8'%ぢJ2､土£),7XAね03､士∂.a6%FeO以で､メタ

jレ々の各応`脊の支{功の琳j:彫ト生､は､土∂,oZ%M,,..､土∂.,,μ

%Sに､土尽叩40幻､下であった｡

　　2.3紐粟およダ角象

2.3.7　早樟T到左吋間

　斗槽i到達叫聞はつぎの橿､にして決tした｡同一柚､咸`の

母き奮および`居応ヽスラゲ釧吏朔レ､孫梼吋聞のみを粟えて-

虎の東､島麦含行なった･この持莱から､メ9ノレ冲のM7L､広

およダC)り壕胤g将ヽ梼詩間゛の聞係吃1°゜ツトjゐと-Fり･

Z-2になゐ｡徊Kよれば`､4叫閉｣.ヽ人掩丿割1ぼ`一支のjヽタ}レ

糸且咸`乙なっておリヽヅヽタJレとスラゲと.の竿樟Tは4綺間でほぼ

速せられる｡　したがって､八後の喫馬軋てヽ`は疾む4､特時閣

をjべてぢ時咽ヒ.した｡

λふ2(M九C)十Fd))-ぢL02-Ah03系における

　　　　AhC)3の淑｡鎖糸軋
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　を辰`ヌ､つワヽ`布良政(加すM糸a戒ヽ)と.､裳馬匁練ゴ)ヌ､=ラデ徊1成ヽ乙

の順測ミを芦呼,え-､3に氷吋｡　ここでは､叟馮今辣.りスラブ冲

の八〇のj乖激は､3　7yし良%八下であるので､(Md)十FeO)-

仇○ぇ-Ah03條曼3政脊栽ヒして示､し気｡姻申の喫岳飢は､

Mべ)一炭ゐ-A£2£)3系状豚図8)かう妨葦にぢぃべ4畝叟し化

消､前陣軋である｡　突馬貧41の糾1尿ヽは､励りふう1七阿斟l紐賞

から袁化している･　しヵヽも､皮Oz5巣衆が越.いス今アほど

Aねズ)3尨ぅ策康丿則への剌,行が奮喪葱であゐ｡

　MtO一公02-　Ah03　系状怒咀j)は､糸り/3郎゜(八ヽλ下ぞの

5剣記糸右集?)と､この3ぢ加斟包剌k政･る堆λ成今系､の冰､

唸仙乙ヵヽヽら才佐｡ヽ茫これ化ものであり､喫1秋に本石笥軋の資馬影瓜

曳也ノ庫におぃてj則宛され化ものではない｡　レかも､こkらλ

政`か系､こビ.にMtO一Aね03系のj叉剱咀は､石行妃羞ドよリ

かなりの銅逢カぐみられゐ｡した回って､この3涙加系状魅､回

のj攻4:自衆甑力ぐ衷の祉慮から今ノyずれていゐことは十勿に老丸ら

紅ゐ｡

　触朗如1双ヽ色Aね03の誰､錨糸気ヱにレっ牝スラデのj易な､

(/＼/ゆ､.o十八/FeO)//＼/おど)zの比があまリ亀他していないりに

徊し､M｡ぬしなあるいはGむ64必!の消､栽陳象､jこにネ刀肯月組X

ド位凛-する叉ラデの塙なには､こ･比ヵヽごAh03共4-々蚕=威のオ

向へかなリ索化している.　ふヽ宋島飢においてぱ､象虎ヽ鳶導に

マlレミ于考乞網いて有リ､茅々豺に刳尤すれlf当弑叉ラフヽ`は

Ah03衣呉､糾1ぢしなる｡　刄ぶ有免においてはスラワヽ`呼の､a紅柘

物ネ邑の岡軋は好こなっていなぃが､牡乙のような玉堡由により､
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Fig.2-3　　Chemical　composi七ion　of　slags.
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ツ､ラゲの(/､/肖､.｡4/ヽ､/9o)/匈sむo2比の寅馬憂妁刹び)曳化から

みゐ乙､ぼ50°(いこおけゐAね03共祢ょ政は､この比がおふそ

と).ぶ~/.7の々恥宵に邦､られるもの乙膏え.ら紅る.　したが`って､

この比カぐグ.ワふヽメ､丈になれは゛Gえ右4μむ我存-､赴に∂.め,リ､1=に

なれば`M,U友心共柘の冷裁璃?ど々る｡

2･.3.3　ヌ､ラゲ政奇の3舌t

　フλ&&2づに早オ徊疸蔵ヽ冷kのjタル1式糾の奏柏汝t集tふ

吋｡　この徊1･栗から､(2づ)､(2一2)式にしたがってスラワ゛

ヽ･ヤのMd)およyぢば)2の池･曼t或め参｡

　　t虫し十息==M,｡○(s)　　　　　　　　　　　　　　ぐ2リ)

　　塩　十2Q=　ぢ£こ)バ幻　　　　　　　　　　　　　　(2-2)

ここぞ(s')は池t･刈t吽状懸が湖44屯吻噴であるこ乙を

恥す.(λ-り､(2-2)両式の伽由工和しギー埴匹は単樟椎

債ぺF°)乞採哨し､リリレ申の必ヽぢなの伺互玲痢劾係叛と.

しては下書乙のものを伺い良｡

己后==　∂,37タ゛)

已た｡=-∂,Q4£ぷ(〉

cた=,∂　/o)

eび=一∂,7∂7向

e7ごニ=-∂.∂27仇)

e/ま`'.=･∂/o) (λ-J)

F4･　2-今ぢよダFり.2-D゛ヽM以)ぢふy泣02.の迪董どそ

れぞkのモ.ノレ屠峯どの蘭孫､をj=i､1.咽呻lでj=､し忙悩差疵.

邸4､蘭係ダ4る爽奏の奇仙一省咲査よリ刺t支レ化巌刄鍼灸を恥オ｡

　蒐名14病奮において､M以)一広02.-Ah03系における

Sもむrx,tおt.必凡心GrみgjつによるM心つの地董の瀕q支イ漉

カ`らヽSc心心jしL゛゛む/之)り“7辰9匹尤＼ふ必″`C゛/μ戸M°£みぴ♂

-4?-



Table　2-1　　Chemical　composition　of　metal　specimens　･

NO. 啄Mn iSi ppm　o

26-1

9-1

9-2

8-1

8-2

4-2

4-3

0-1

0-4

1-2

2-1

3-1

5-1

1.22

.15

.09

.88

.80

.93

.89

.73

.74

.88

.76

.46

.18

0.043

.041

.040

.057

.058

.150

.145

.209

.218

.235

.415

.623

.269

44

9

9

3

4

5

6

5

5

9

4

2

5
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により､M,0　-　以02-Aね03私の各政身の寄延竜棉､徊乞涙り

化｡　毯申の曳布隻14､AtzOバ覆畑緯､£､のスラア絲｡収について

この,始'粟乞瓦し札ものであゐ｡　Md)､s″M)ぇのいずれの4を

IQも､冷1支絲一泉は針業一膳ふりふぃ姑量埴を牙､していゐ｡し

かし Mn.0の塙をは淀4oく∂.ダざどぃう循丿者量舵匍の埴で

あり､計奪功の･鍼tを考處､jれば､5則虻岫乙の乖一玖はそK

はど1尺なものぞはない｡

吹ozの=鳴勿は､a5u)｡-A/s,ユの関イ系tぅ骨らかな伯4叔ぞ

表jっ-4こいまS華佐であり､5割吏瑞1の万一吾虻の雁侶を針鼻漣

の鉢貳のみに戈めるこ乙はぞきない｡ つき゛に
`}

心 の脈因Kついべ

菊軟してみる｡

　又ラゲ知ヽ殺t気したヂり･2-3からわかゐ4う1゛ヽ岡一后収スラ

ツ゛乞梱い牝曳為気が加'槌､かあゐ｡　これら刄4良の喫馬･參j･灸.･スラ

ワ``佃､有は､岡咽のAh03コーナーからがいた歯紹じLKよくのゐ｡

状怒妬の辰i里力ヽら明らかなように､Ah03の5扱詣刹1ふヽ畑X則

の柵L虎のスラワ``は､砺捧のAねこ)､3と､こk乙夕ノ{ラノ1ンぞむ吋

ば`政るj机;掴4瀦､1ニクり岳良ぢり哨メ集西隻化吻と.のλ粕荻捧の雇態､

乞ヒゐ｡オなjっち､S吟の大ラゲ掴｡域`は､純粋なjU糾S釦し

物の糸1叔包万､1もので`はなく､痴4､Ah03をもなわせ化早均

糸痘､政乞斤､亨ものビ.みるこ巳ができる｡　角-タノ1ラ.インj乙のヌ､ラ

デ14､(yM､o十/ヽ､/Feo)/Λ/m)z比が|引l゛同じ`で`あゐt淘5こ

ヒ.μでき､反4.0ち`よゲasa)zヒ.この比との蘭イ系tl周べ`る乙､

芦り.2-り)`よび尽y.2づ(7'4う‘`ヽなゐ･　これらをヽ芦り･2倅

打ふヽyFり.之-ヽ夕k.比軌すると･ヽ冽支植は頌らヵ`な曲を軋ヱヽ

-S､3-
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に4､くのって.いるこ乙が`わかゐ｡　ま匁､(/･､/M,､.oキNRoミ)//妁泣z

比力ぐ£).､タ~/.3の喬乱政て``は､況M,､.oおよダ久ja)2はともに

/戻闇数妁に麦化する｡なおヽ､素甑馮軋のスラワ``･あヽよダこれに

進い組攻のスラゲについて､危ヽ涛汰/3‘)によゐ攻相剌U&嵐り

丿則軋11允み良が､叙L炳t粂差2Q椅閣一軋51嵐に雄特し･も､

Ah03の祈甑､4卵･のノ傾如乞g馴屎に判断1ゐlどはできな

かった｡

2.3.々　M以心l左およダAhD3が泉咎するスラフ`冲の

　　　　SむOz｡迪童

　M以私&およびAhO､3以衣昏才る状態､におけゐ叉ラワ゛呻の

心aの咄董は､式表｡系島ヽの斗撞1閣イ祉にふヽ以1包さkる埴

ど.なゐ｡

　　､3Ah03(s)十λs£Q2帥-3Aねの･λS泣J)　　ぐ2吋)

2･3.え'゛通べ`た3厘由にまリヽ芦り･2-3にお`'`てぢぱ)2j震痕が

最も胤い但ヽjのふたつの叉ラフ゛が､[Mむ4j左尨.-AねQJ-j亙.イふ

西祉化物]の､3鮪l我柘疸1政に揃当し(2-4)丈でヽ媛.祀されゐ

洸sむo2の遥を爪1ものと一處えられる｡MJムaのt応ヽ白由t

キ}し希一について14ぃくっかの和､感があり､これらから貳め教

/ぶジ)゛ごの呪以∂2と,ふ寅馬貧去を粟どを比剌iしてみる｡了4&

2-2にこれらの躇t斤､1.　亦､石冊免{･Qよれば゛､況心)z≒∂.々2

であリヽc凹芦らK卵‘肖y7石μと)'バ幻の誦{゛一番此い･

　一念､-ア,しミナるっぼを用いたぢ順t酉良曳馬嵐において､収紬､

刻添ヽ加洙､昶4通ヽを表峙蘭一良湿4jμ冪､椅することにより､

潟4哨組布から寡ま､吃れ化ぬQパ)廸tが/以や･まで痘下
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Table　2‾2　Activity　of　SiO2

　　　　　　　　　mullite(　3A1203

in　liquidoxide　sa七urated　with

‘2SiO2 ) and　A1203

asio2 OC

This　work

ooperf　Kay　&　Tay10r　14)

ein　&　Chipman　15)

ANAF16)

anbongi　&　Ohmori　lフ)

0.42

.419

.462

.511

､/0.3

1550

550

　5　50

550

630

Sakagami　et　a1.　18)

awawa　&　5kubo　l)　　レ

Suzukiz　Ban-ya　&　Fuwa　19)

indskog　&　Sandberg　20)

0.26

.29

.31

.33

1600

600

600

600

Si-deoxidation

n　alumina　crucible

一S7-



吋ることゐぐ籾､告之れていろ゛)'8)`2呪　　これ,4､ゐつぼ`釘の

Aむ03と賤.蝕.生な吻と.の反丸ヽにより､M以ム石.μ生､ぢjゐ匁

わであゐと.釧し明之れていゐ｡　レかレ､履酸浄檎iより針脩し良

どUiloえのノ値(了心4　2-2八1､MJれ左の生収翻4エ利し

ギ`一から貳め匁4よりかなり政い｡したカぐって､Maぷ乙なは

共柘せず､次眺看軋t4杓はAね叫目Q湊糾レてAhOμ.ぢ.

どレて祢在しているものと.湾えら紅ゐカぐ､この蕉に傾してはなお

々権の無､妁･乞季-1･ゐ｡

2.3.y　GJa.xふ掟およ:ヅAねc)3が浹作1ゐス

　　　MJ)･j含量

〃
フ

フ゛中り

　病墳ロ司抜､恥ムぅ(成およ仏4ね03が`表拓jゐスラゲ'呼の

咆｡oの池tは､ま故･反沁の早禰1閣必､によリ幾皮される｡

　　匹○(s)十Ah£)μs),MJ,ÅむC)3肉　　　　　(2-幻

このj:葛をには､そはり2.j.2のEI厘函により､Fり.2-3にむいて

ぢむQ25粟衆がリ番4い順い)3つのスラゲか`､[G･μ1x必.一

Aね恥一消､体頂斟ヒ杓]の3価旅各剱Lあ呆個怒する｡こ軋

らの岳巻栗から､況M以)≒∂./ぎ(ぼ5'∂゜ど)ヒなる｡

　G以副(j左の良政包也工利しギーに蘭1'ゐ舷､喩はみあたらな

し`X｡ しかレ､丸4胤2/)は7QO-MJ)-AIょ∂､3裁スラワ``の1所

免Kおいて､/､タ如,どのスラツヽ冲･ふ取か嫡凱化吻の､3収冷

系嘱:池量棄悛初乞尽し1:おり､この紐栗のMJ一叔J32叙

屠系t･&J沁に4の迩柏秦虻上､･疸L政にむけゐ次4.お

よ:ダ反んho3カヽら､(2吋)£の早揖1軋数｡ぶ粉庫できゐ｡た

だ`し､浪は或彷､托物嘆t池tの緯､嘩状略にしっており､唱

-5?-



体隻導の遠tに.橿寞乍る･‰乖があゐ｡そこぞを均嘆の進趾外

およy為t､弟､とレて4軋によるべ直､M以);Q｡ワkcJ　/t｡ぞ､

□ぎ∂゜ごおぶびAねC)3:2QKc以/7toぞ､2∂3Q°どを吊いて

権聳-4るど､印必レx必.お4:ダAねQ3失ぢ攻態におけゐ

必,､oは､/か以)゜dで∂./£tなゐ｡　こkは､本曳馬灸釧順ヒ

の/ふかo°ごにおける∂.ノタとよく-1丈嘩ると.いうこtがで!る･

2J.乙　Ah03灸各スラフヽ`ヒ.令捧ilるj参昶掻良収

　愉奪においで悳旭は､戸e-M｡-S£-M-∂系4匁な參の進励;､

湛まにおヽ串らj剱4凩糾L或ど.月免葡､生成ヽ勿粕と.の蘭.傀を報恚し礼

丿象求は/幻､ダ゜ごであソ､j俗雇岡糸良靫はMtど皮のj象泉の初カぐ

/ωぞ仙であった.その姑粟より､迄4風呼の6t泰溝求ビ,111t

綿lt叔物相乙の蘭孫ヽ乞爪゛化のが前庫のFり･7-17で`あゐ.

ヌ隔詐乾紬･集t､〔%MJ-･-[S仇1-いQ榛蛮レ､詞オ軋に回恥

゛4る(Fり.2岬).　私突馬飢はヽAh03衣各の象埓下t`

おこなっtおり､粧カ喀妁な計豪持栗の､AhG粕k式怯､

翁t化吻粕とをへだて耐知t気ビ_一号丸1べ芝ぞあゐ｡　しカヽし､5則

史趨はこの辿希銑よりか々リ或.体函t化物ノ廓匹入っ刄どころにあ

り､[･沁M,]/r沁仇]比ヵぐ犬きく4ゐにし牝がい､函t豪丿粟泉は

針葺4のような指数胡軟妁な良化14せず､ダ皮蘭敷｡的に

楯jQ-4ゐ｡　この柳1匈は痢奪｡7ニり.トロにおいtもみられ､

その,軟におヽいて両灸馮吏Mr粟は一奮!(1る｡

　馮,咀乙丸鴇げえ)t4､/めμ)゜ごにおけゐ5落4哨湖の旋-M九-0

隼樟Tについて省鴫べ､一史のMk濃度･)もいこおける漆4岡申

の旅-0の平尋↑関係を尽し化.湊､曳馬女釧r栗匹ついtも伺

　　　　　　　　　　　　　一S9-
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繕ヽ゛)咽が錨咋る(Fり･λ-?).

　AhC)3ざ衣参1ゐスラデの璃をにも､jぽらの刎r粟ビ.岡オ釦)

加褒恂乞もっことがわ力ヽる.　才なわち､-tの吹5象曳にあヽいても

熹柘-するMd策泉がふくなゐにつれx早倖i糾湊汲良43禽ケj

る辰､吹丿東嵐が昌くねゐにつ虻てM,t.･勧集は､ムさく4り､4后

月む政勧栗がj琢少4る司!仙包尽してぃゐ.たすt``しヽ4良-らの始

祭にスらべ､叉うヮ゛にA戈バ)3カぐ加わったことKより､岡じ`Mh｡お

↓ジ皮偉匁においヱも=徊對1る紬丿私5胤胤心かなヽμ色くなゐ｡

そして､この勧集はぢに隻胤カμをいほど蓼負鳶であゐ｡

2.3.7　ケノい1隻通1スラゲ政游の迪量のj:t秘μ佳､聳丈について

　奥恥､ケx面t4以､力手才ソ､痘象t･函軋=ヨ駄?二才ソ､ぢ4y

誦LノRの氷老之のシりげ一ト4省?4j'ン1ヽら鴻il瓜ヽtれゐXすン姓､

j外拙､であゐこ乙は応､く吉むめられべいゐ｡

　Ma.s97tびJ73)24)は､シ゛戸r-ト4省フニjンの4衡徨t

明らカヽに-4るこtにより､MO-SJ2型魂､高φ､スラワ``々の収奇

翁jと吻MOの兌{が肴良取り蘭勧こビ,しt省ヤ寡ぞきるこピを尽レ

た･良忙し､4軋らの少浪ではsa)2の沈{乞漉棒針庫1るこ

乙はできなぃ･　政り,･or　a●t瓦Fra叉辰.リ2幻2り､ム応以rぴ7.)

もまた､MO-ぢJ2雙(r)魂ヽ高t､スラデの鴻L造tiりレに蘭して

湊柘く攻･石升覚t付なっていゐ｡

　棟川と,丹羽゛)はヽシリケートの哭心t必･t　M｡ムμ)yヽ4,7toゐ1

に璋粍ヽ子琢呟ご乞遡絹し､糸屯冊力喀的にMO一吹Oz私｡

MOあ`よゼ゛sば)之の活t包‘針葺し気.　さらに､才軋らはこの

獲4粂包Mエ0-MM)一仇02j叙4系､にまで屏胤迂七tい
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λ9)

○

　しカヽし､仇oぇヒ同おkに岳踊我オ気｡麦の蚕暫了エ=オソを1今旬才ゐ

Ah03が`浹存寸ゐMO一孔o2-Aむo3今､透知ヒ,吻馮良抹の辱

彰は､いまぢ明らかに｡はされていない｡

　ム｡･u必s/゜･)は､これらのシリり--ト411ニ1ンを鳥丸札lt

名剱と.は裏酋リ､酉祉.蔵フニー才ソヒノカ今オンヒカヽらなる4衝荒t鴬

t､正9ヽ□略5祀tア}レで､FeO-　FeOz.ぶ-ぢ£02　J政冷私の各

恥かのj含{｡が表わ辻れゐ之と乞牙､した｡

　藤佃ど礼端゛゛)は､L｡,ts･ぶい｡同株､Jヽ1湊九乱和kてヽ`

良o-M以)-ぢd)z私の馮､取ヽ奏の池{包胤わした｡

　Bd£J･d.∂/)は､これらム,,uゐ･t､膳り1と丸才柘のかむ=胤包

もヒーに､さらに包新･曳馬厦吾昔聾､t加えて､良o-/叫o一皮a-

A戈○　/.s'　4　収毎系におけゐ/タ叔)゜(D)アeO勿ふヴMJ)の徳萱

.弧数.を下1乙の(2-ぷ)､(λ-ツj)瓦で表わした｡

　　1りΓμo゛‾/.之A/ja-o.゜ヽタA/ぶ,Q/･ぷ

　　　　　　　　j'　/.　Q　A/M,､｡･A/お∂｡そ∂.かぷノVM,､｡･A/,4μ)埓

戈り収以)
〃

〃

+∂,2ぷ/ヽ､/おQ之･々/U∂/,ぶ+乙).//

-2.2肩孟o2　-　Q.6Λ/石みぷ

(2-ぷ)

　　　　　　　　　-/.0/`ヽ､/Feo･∧/ぢia2-Q.ぶy　A/Feo　･　M4£∂/.1

　　　　　　　　　-/,3八/ざa)之･/ヽヽ/μの.､ダ　　　　　　　(2-ワ)

これらの表守の葎丿数L乞角4オ片1'るこtにより､ら･£o2についても

伺方tの撹M靫(2-i)沈乞薦くこtが`で1ろ｡

　　尤゜Jrらμ)z=‾/.2A/λo　-2.2/``/よo

　　　　　　　　　　-/.タA/j∂な-j.¥A/　Fec)･/ヽ､/M,to

一ぷ3-



-

2.£ぎ∧/Feo　･　A/Aμ)z.y

､3月　八/M以)･∧/ん£こ)/.t (2-幻

　太曳馬軟絲集とこ札ら3故乙を比乖虻してみる｡ただし､これ

ら･丸ゼぷ､され乍遠{征kは丸核､基璋を1っtおり､片量｡

;練嘩我弩､のt填が灸零である｡　心がJJ.･4MJちヽよ

が`む函の渚高り目由£かレギーにフいて,4明浮､レてぃなレいりて``､

M以)-Sぴ)z系にあヽける仔以)゜ごの/な叫回涙詞維､粒ぢ(

へ/M､｡=Q,幻)から(2-ヮ)式を.用いてMJの感勘､仙由エ､

剌レぞ-を豺庫したヒ.ころ､j俘よ｡=/.なjμ'cJふジ(/､タぶ∂‘ビ)

ビ.なり､K必ぇs･心wJ光乙JJμ)り/.48゛μcJルzジ(

/ぶタ∂･(ゴ)ヒ､Sc心t4d心おj)の/.Q々μc以/肖d(

/ぶなパ(1)どの吟関のメきtなった｡　仇Oz｡5略丿咄､白函エネ

}し¥一と｡レて･4乙4心必4j°)の岫を.朔い乍｡(2-ぷ)~(2り)

礼のえ東柳近によリ針刄辻れゐ治曼し､喫丿則功t･闘に･4､

Fり.2-ノ゜゛芦り.2゛/2　‘゛示jょうな対ぬ`び絹られ化.才

な幻ち､Fり.λ-/£)における省キ寓淀R.oぽ)はスうヮ`41酋から

(2-ぶ)孜によリ埓られ気ふ4tであり､艇む庫由は､このヌ､ラツヽ'

と.倅諦i々ゐ濤4司申の酉隻t力ヽら針庫tれた迪{捕1ヽ･あゐ｡

為おヽふ貧､斜Lによゐ次,=eQμ)の針雀には､摩掻､拍L漿値/゜)t哨

い化｡

　孔oの嶋赴には､桁育功い覚冷1福乙はほぼ封応1ルているカぐ､

MJの場吾には､必八〇力句､之く々ゐにし友がい､1なわちタ£政

漬洙がぶぐなろにっk一(､豺寡功｡ガが曳唄ヽ1掻より犬きく4リ､

柾い対沁は免られない｡ また､(λ一幻葡から皮心の浪粕
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糾し包枢tオると･､MtO　-SU)2-AhO3系ぞ∧/5･J2が`a.7ぷ､

下の命1収て``吋でK.必ざ£Q.z(s,)=rとなり､M以｡砂,tお､yQざ&)rj)

の状態個で浮ヽ･されるような､M以)一訳公にAh　03　がわずかR

加わるこり1よリ名ヽこる危､j穀な以政の4餉苓良の裾カロの雌句

はョ&､j叱でt‘ない｡　これrま､ム･,,tざ必4の考え.牝t予``jレが`､曳

1象のヌ､巧ゲの4鳶-逢と.為ヽわない良めと.名えられる｡

　このよ,うに､M以)-&∂2.-Ahこ)3-Fd)系ヌ､ラク``の方収奏の

姑童を､シリケートスラワ``り雌i.速tfjレと.む1ダつけて､右こ

式,豪忿､吋るこUIでtな力ヽっ匁のぞ､痢乗11､おいて(Eμ砧j-

&ん以.｡.･1.,･t.の蘭.係から奴め牝M以)一吹ひz-AhQ3系の池

量4厦咽を､亦､吏馬t糾･屎tもちいて沁岑瓦才ゐにりむ`めた(Fな.

λ-/3).　Aね03､G･J%如在およダ河,以&在の5.涙粕綜,は､

か載島飢｡芋璋1久ラツヽヽ知｡烏ヽ(7==な.2-J)カヽら決丸し､漉破丘

4吹で尽し乍｡　また､吹02.り岑活量4良14､助奪におヽいてほ

とんビ`j肆､tヽ1)ゐど針寡之れ7おり､Ah03りj紀徊棄軋l=.にむ

吋ゐ泄､ピ｡､M以)-SJ.z,系匹あヽいべこれl.S(:0ぇのj含量が笥レい

糸良戴軋ヒ.乞直釧1でむ1んだ｡

　ハとのよう･て.､MO一SJ2雙の2政冷恥シリケートスラワ``り

成ヽ々函むヒ.吻の勲-カ栄妁丿看tい妬マ･｡オy｡禰丿壹ふ蘭-する

技玉の知軋は､これ乞3勿身或tのやお層私ヅ､ラツヽ`にまで稿､

弓幕ご4るにばなお冴馮な漸､が句い｡今誄-のこの奏針におけゐ

訊軋の差/k乞巣4屑-jるものであるが､本刷t軋,蛉聾､は叱の

嘉石t的噴やは万るであろう｡
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Fig.2-13　　工so'activity　lines　for　MnO　and　SiO2　in　MnO'SiO2'A1203

　　　　　　　　　　system　at　1550oC.
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　　2岬　吾咆尨

　反必俗器にマルミサ喩乞用ぃ､Md)-S'£心-んねら一戸eC)

系叉ラゲ々ラ導雇岡ピ.の茅樟iを/砧'Q°ごにてj則吏した｡

　叉ラデはAね03共作舶!応ヽてヽヽあり､FeOj薬度はふuぞ%奴

でであった｡

　メタ}レ艇L咸`カヽら友めたヌ､ラフ`呻のMJ)おヽぶヅs″£乙)2の活看

は､(Λ/M以)十/＼/Fao)/∧/ぢ,j)2比カぐ∂才･ヽ●/.jの蚕猛叙にぢい

tは､この比に封してヒ.もにj糸蒙蘭.係乞ふした｡

　Ah∂3あヽよダ/吼dむ在共作のスラゲ`呻の改血心び.)･4∂.42､

AhQ3およダ&ajμノx乙疫共4のス==ラク゛守の淀心o(幻は∂./夕で`

あっ匁｡

　Ah03が旅奏-する凩態､のブ､ラアと.斗諦牙1る4泳印限べに

ついて旅丿才し乍｡M,､.とざいりj農嵐の如が7　･J　Z　の糸良収の

奏秘いヤのキ伶r醸素凍良乞友め牝ヒころ､岫卑の寅､昧紺失

ビ.よくかう持象吻り聾られ良｡

　が曳馬如時粟から､MJ)一泣心-Ah03　3成か恥にあヽける

/tぷyどの､Aね03､MJ右在およダG,U砂x応.の攻湘軸む

t求tレ､妬膏･･c､おいて粘カ障的鴬象にふヽ}埓られた､MJ

およダSJ之グ)岑丿含量糸集凰乞糾気し化｡
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第3奉廊我果衡温度におけるみ扱呻o

　　　Mい忖ダ宍の治{

　　∂.ブ,絹ド忽

　梱申に祢泳する麻奮集有一在絢は､製晶に灸ゐまt``の姉L4の

外6雄遡赳j(よりその岳乱成およジ卦剱を良払jゐこと-が`

知られべいる゛)｡　な在吻りこれらの挙勧乞明石tにjゐ化め

には､.;妓凶洙の4哨申にな洵される敗i酸元裁なビ`剱瓦寡なら

び`に加拡物の熱カ単的柱噴を史{妁に知ゐこじカぐ､k嗜べ`あ

る｡

　俤1舞おふダ審込鼻では､布岡の/ヽ仙-ぷ-M系楕.な膜遡凱

において主硲jゐ月t萌tま､政妁について刻軋し､その格力岑

的住痍を咽らかにした.　その剱莱は4岡の)疑肺胤に知する

な在吻に奴しても漣哨できる嘆利のカヽどつ乙なゐ｡

　一劣､如休歓申の別む面虻兄素が晰力単的柱噴にフいズは､

ごは別ど.して､j絡翁､にくらべ`てその寺良巻はさわめて少ない･

　か粂においむ4､､j妬冶珀の月t雑叉素と｡してなく渇ぃられてい

ゐM,u巳応乞どりあぶFe-M,､グぢ£系な蔵について幄粕ヒ.1飢

畑の聞の漆賞の加西己牛操it滓丿軋し､加西も比ど組匁･蘭

屎ヵヽらざ-4衆､守のM･いおよダ皮に闇jる餌カ呟的,､･ラメータ

一乞汰史し牝｡

　､3.λ　噺馬蚕訪渉､

3,ふ.1　栄､紬l像凌
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　食紬L柴1･4察1奪乙同繕ダむヽ為る｡

a.2.2省t刺作収`

　寥1葦乙伺4集､亀角44欠tマル:lするっボ(Aねのン??幻

に入れ､ぷ咄浚吉舎備加軒にょリ溶為ヽi､し､Ar一心いリD1

なカヽヽヌ､気5鉱で7特胡月t酋軋し化のち､所支董の電糾M,1.およ

ダ厦萬ヽsい1.誦sヽ加し1を座:t奥製する.　こ軋乞石表屡角に

り&ルゲ､火申に恚湊して者尤新乞作覧し､乙φx別)t-.の吋

洙にμ上.げ`ろ｡かを廠a政は､心ズ2%､Mt<之.乙‘%であ

る｡

､3.2.3　喫馬吏呼ヽヽ庫

　集1卑の嶋右む昨枚にレt､朝詞-j瓦相間の湊官､紬も

孚練it瀾Q叟し牝｡

　なt絃刺を一丿稿豺じヽのア八.4ザ喩にへれ､反必嗜柳を組t

べゐ｡奢内を蜻製Arぞ藻璋レ牝のち-ア,に寸者t好内･心

坤xレ､含兆糾･ヴ獅は奏融dるμよ.柳は癩4､のまま婢リ

遡づ挑卸旧カ゛旅奏1ゐような疸凛にtツトーすゐ｡栄馬凍冲顛

繁Arを尽必誉内外に連レて省t粁のa軋化を紡き゛､所吏苛咽

洙辞レ化昧.言式,刺t対かう乙り忠､レ永､申匙湊-4る｡

　埓られ化鉉.封t頬吸棚断4輦ヽにれ)岳綻釧リし､利り軸を

含む維.毬斤&をjぐフ研摩ののち､叙.糾刄榔･M,および`玄り

5象良乞丘PMAによリ更量為ヽ木片jゐ｡さらに､1尤糾の奥融､

=抑々にっいぺ.は刄政奇t象の永単々析を行なう｡勿析が

j表､はつざのしおりて``ある｡

　(1)Mrし:　ロ乱光光良泳(JIぢ-G　/2　/3　)

一%-



(2)

(3)

S£

C)

S
祷

一
一 £リフヽずン貴妁､光光痕汰(打s-6r/λ回)

フ,しコヽツお､輛冬台勧t童浦支汰

　　　Cワーロ叉希ヽソク“∂″)

　£PMA鳶､房折によリ辱られ牡省瓦炳のj象良デロフ･{一ルに

よれば`､薗浪罪瘤也諦の場莉中(東湊､鮎､徊)の奏賓渫攻

ドほぼ一吏の々知匁は軟tミでヽあっ化ため､固迦徊奏｡イ巳単

奇枡は打わな力ヽっ矢｡

　　3.3　戈馬爽徊ljし

jふ7　反必埓､侍時聞

　同一系瓦政のか友技納にっいて反必珠特詩咄のおを胤£た一

蓮の賓馬虻色れない､丘PMA虻量加仙べよリ薗雄｡外瘤｡舛玖

おぶダM,いぢしの圖淑.か@乙比の喪化を鋼べヽ化｡この紐菓､

外面外攻カ仙1ぼ牛班乙なリ々此t沁も一祀誦と.なるためには､

一試封をぢ時闇X象将lkl了寸かぞあゐこ乙以確訳ヽされた｡し

たカぐって反直ヽ4､折時聞はすべヽてタ叶関しした.

ふ3.λ　孚撞↑紹L胤

　£/=･/ヽづAを刄｢によ･打犬史された拭新申の乱波蓼疸の政賓乙

炒内の浪羨か寿どから頂]j良罫面･5t戌乞貳め､これt似釘

落羨tし化｡この争糟竹}胤尤e(゜(バ〉と哨L詞維政乙の

蘭泳乞1哨べ`化どころ､我Atヽゑj蘭.仮が埓られ良｡

　　尤以゜い-/ぎ､持一享刀j[SM以1)]-μ･ダ[肩に刹]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(jづ)

火如ミ.の斥-M,むおよジ良一玄両ニと政奇系我鯵哨によれぼ､
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良摸･｣の5在洵桑虻のそれぞ`れの勾駝バハ汝叔石ふ友J-ぎ参豚)

は､ローO喪のメ系数iどカヽなりよ､く一蚕15〔l吋る･　し化がって

Fe-M,t　-　Sy敷か厦のj友す岨糸気5急嵐が､Fe.-Mt､Fe.-な

両λ政寿系縦態咽の5夜側糸軋｡勾函むによリ也加J､的に表わ-さ

れるこど.カヽぐわかゐ｡

ふ､3.3　薗浪､早糟t柘紀比の汰吏

　奴刺助･痙1･匍汰ク辱面抑奈の虚方atよダ訥､瀬々りM,む､s″M

j,象良咆.EP/りA吏董ダ祈IQよヽハ則灸し､これよリ唖1治､茅瀕i加

配叱､ムM,=[い気(幻]/[%M以幻]､ム5･ド6袁削〕/ば

ぢり幻]を妓tした｡E/=='/ヽづA冷豺｢イ直(太柚£)ロヒ參奏折

功ビは一玖しなぃ好､両恣の比はか石竹吃の矛1虹範回内ぞ･お東

屎tU吋i､tすヽ弘しており､雁牝比の汰良には幻==･/吋A冷片植を

そのまま根哨レ化｡ま化丿粟泉の縫対磋ヒしては､j祝胡組なと

レtは化砥如昨値を乙リ､症]湘飴｡鳥い4立詣凛庶にな飢比を東

し;`て汰軋し牝｡　JΞF/りAを片禄には=t今Sの相封核隻カぐ准まれ

tおり､浪虻したか西乙比には徽火玄Sぶ､言長差が`みこ

丁辿ム3リに

fe-Mいを厦に

は乙もに

糾-栗t示j｡ 長から1月ら刀ヽなように.､

まれゐ｡

Fe一衣､

Mtもし乙はぢ乙力ぐカロわるこヒによ.リムざ乙､∠-/吻.

火きくなゐ｡ こ紅よソMyしとぺnどの間には載丿互か｡用

が斥在吋るこ乙が迪L泉される｡

3,与烏粧

J.　z/.　7　　爾恥計｢屎玉t

　　威患にい七ば`本系はみ-M,t-Sこ-C)4砂脊瓦であゐが､

-7y-



Table　3-1　　Equilibrium　distribution　ratio　be七ween　liquid　and　solid

　　　　　　　　　　in　Fe-Mn-Si　alloys.

NO.

Composition　of

　liquid　1ron　a110y

Distribution

　rat10

te(oC)
Mn(i) S1(亀) ○(ppm)

LMn LSi

K-15

-19

-6

-25

-10

-8

-7

-23

-21

-22

-13

-12

○

.26

.32

.43

.47

.52

.64

.67

.01

.56

.62

1.990

.967

.660

.762

.582

.432

.431

.690

.237

　9

9

4

3

8

0

0

4

9

9

0.77

.75

.74

.74

.74

.73

.75

.71

.73

.70

0.72

.73

.73

.76

.73

.68

.75

.74

.77

1　5　1　7

　5　1　5

531

524

529

534

532

527

523

534

527

526

-79-



7必ム､3-匹気-すように点詞々の葡歓素濠胤はかなリ冶く､因畑

申の逝淮素濃泉はこれよリ･さらに抱いも･)ヒ.潟えられる｡　よっ

てここではFe.-/り,t-ぢレ3絞を系どして伺命埓をおこなう｡

　良-/或一於系に忖し七朝丿良平瀕↑に蘭付る4-牒の叱祗

がすンシ々･レ喪ヵヽら堵カ､紅ゐ次火t差哨-4ゐ｡

ムf(孔一丁)

　R･石･丁

〃⇒

四 ム｡
へ/a(幻

-

∧/FJり
(j-2)

　　　　　Z-ゴ:純参火の渚､晶(執(cJ　/,,t�)

　　　　　尺　:　気4､支教L　　/.リ7(ゴ以/~-ど･X

　　　　　孔:　托4良の溶徊り差羨　　リ//K

　　　　　A/4(s):　ぅ乱良ア阻)における回匁1叶の4軋の

　　　　　　　　　　t･レか奉

　　　　　/VFc{剃;違匁丁(1く)にぢける三汲粕申の4失の

　　　　　　　　　　モ.}レ庶参

この式包朔い､屯ふ&､3リに泉吋を5剣虻遥カヽら揃丿吹のj參

為4､斬を友める乙､

　　ムj　=　3£与C)土　?引ヮ　　c以/XQj

どなる｡この諮iは∂r,-｡ty　C{y肖｡･,む幻が`戸eの柊力単的

闇翁こにおいてキ飢哨し牡功33匹士/以)C以/ぺQjヒ-かなリ

よぐ一数吋る｡

　つざに尺-Mt一支長にっいてj良詞冲のMtμ)と.回粕守の

M心ざ)ビ.の竿坤引k湊えゐと.次表が取生jる｡

∠XGj､M,t.
-

　　尺了

〃

〃 k
μ,Jぢ)･八/MJS`)

ら4し副･へ/MJ幻
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　　　　j俘j､M､:　M,り瀋滴嗚､包也工奔,しギー象4し

　　　　　　　　　　　　､3ヤM)-2.引TC　CJ　/tM)3)

　　　　片,J幻､ら,J幻:　回1粕呻おヽ↓ダ5皮冰g呻の/ゆ,.り

　　　　　　　　　　　　　比竜怖香丸

　　　　/V/ゆ.(幻､へ//､ぽ):　悒旬呻あヽよダ5戻揃呻のMk(り

　　　　　　　　　　　　　七)レ令奉

り-3)式において､比量の1敷孝状鯵は､5攻j:回呼のM~の場

居にはj夜往肴屯M心､朝詞の嶋なには癩体刻り/kけ)乞ヒる｡

　球Js)およダゆJ疋)に封してレt/り7延r4)によゐ厳闇の

一次進和メ､t撞哨才る乙O-j)丈はつぎの1うに々る｡

A司
四

　　尺･ア

　　　　/ヽヽ､/4り)　　　　ゆl(s〉

ニダ兄ニい　←バ兄Tぷう

十と芯(ぢ)゛Λ/~(s)-　と之則･へ/MJ幻

　　　　　キと昌m･岫ぴ)一昌い幻･/ヽ､/いj)(3-4)

こにおいてどプはi-j兄素f荊の相瓦作哨争バ系恥こ､nグは

‘ylむ赤丿奮魂々吋Qおける(1允参の沈量径数Ltヽある｡

仇に蘭しても0-与)瓦ど朗繕､｡蘭イ長が政り立つ｡

△俘;､sこ
-

　　R･丁

〃

-

牙

jk

辰

ぐ

/＼/れ(幻
-

N式出 う 十　友 ぐ

nい9
-

岬い幻

と(s)･A/5ツ幻　-どjい幻･ノヽヽむ汗り

j

十　£皆ぴル/V4凶　-と腎哨･/＼/4凶　り一幻

j斥j､次

1
蓼

ぢい)咄､函t､白迦エえ)しギー良.ィb

　　　/え//0-7./どT(CJ/カtM)J)

こ

旅

なお叉呻の省已号はMtの鴻7かに導ずゐ｡
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　これら(り礼に核t知り軒カ確的,､?うメーター｡功を代入して5則

史揃'軋を卸り弁吋ゐことによりざ一雇支呻のM,し､ぢいこ閉-4る帆

カ牟的パうっいターの樋を擁jトすゐ｡(3-4)､(3-タ)£に

おいて､l竣在まぞのところ衆知のノヽ?ラj一ターは塙こ凶､ど応叫

おょダど忿(s)()どた(s))でヽある｡

3.々.2　Fe-M,一玄系魂､薯1ヽl､かなに閣jゐ柘カ噪的,ヽ?分-

　　　　タ'-

　このj洙では､別梱の備ヽ1吏で塙られた今くの･林力季的ノヽ?ラ

メーターの躇t冷1虻樋乙紬Lなせて角隼妙｢乞対うため､各おこ

堪の痩机Kは十毎注免ヽ才るぬ零が`ある.そこでまず如泰乙

なゐ熱カ単妁jぐうj.-ター刎幽･女奇り直･辣､省4乞似.升た｡

なお匈互加用母ィ釦数Lら`､心およダ拗4毒丈已ヱ､G詞良

間の曳頑､には肴溥ヽj差4刄において将られるつかの胡イ系､t桶

い牝｡

　
一
一

･
心
f
″
り

　
巴 (Mj　//心)･心+い/2祁)Dぺ恂//･に)}

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O-O

　　乙よ=　230(Mi,//心e)･己よ十モ/-ぐ/哨ゾ/巾e)}
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(､3-7)

　　とよ=とで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o-∂)

ここにお``てヽMぇヽM､/'およジMFeリtそれぞれ八jおよが`

re元素の辰斗量ぞ`あゐ｡

(7)戸e-Mt私

　鴻ヽ､融､斥-/ヽをか趾に蘭可ゐi籾､告は了λ&&､トえに示､jよ

うに､刀ヽなりやい｡この系は刈レ収ル裁開の袁1瓦作頌力伺､さ
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Table　3-2　　Activity　coefficient　and　in七eraction　parameter　of　Mn　in　liquid　Fe'Mn　alloy･

lnvest19ator r;n(1)1600oc rZ:(1)1600oc Method

K6rber　&　Oelsen5)(1932)

urkdo9an　&　Pearson6)(1953)

anbon91　畠　Ohtan17)(1955)

hipman　&　E111ott8)(1963)

ult9ren　et　a1　.　9　)(1963)

111ott　et　a1.10)(1963)

hipman11)(1964)

chultz　et　a1.　12)(1966)

chwerdtfe9er13)(1967)

ult9ren　et　a1.14)(1973)

teiler　et　a1.15)(1973)

anke　&　Fischer16)(1976)

rita　&　Pierre17)(1976)

　1

　1

1(1590oC)

1

　1.38(1590oC)

　1.3(1590oC)

　1

　1(1538oC)

　1.2●

　1.33(1590oC)

　1.47

　　-

　0.667

　○

　○

　○(1590oC)

　○

0.64･(1590oC)

-0.5･(1590oC)

○

　○(1538oC)

0.3●

一〇.571(1590oC)

〇.7

0.786

　7.3

Deoxidation　equ111brium

Deoxidat10n　equ111brium

MF

Estimation

stimat10n

stimat10n

Estimation

aPor　transport

MF

Estimat10n

apor　transport

MF

apor　transport

t　Estimat10n　in　this　work



ぃ化めカヽ､護愚迄体､正偏科あゐぃは債偏妁乙すべヽり)場

ををなんでぃゐ｡

　これらの槌'1軋にtれば､良一匹崖波を玉･怒ヽ洛4､どしズ1丈倣

うこども遡えられるカミ､ここでは塊蛙しうる5則定系含集の今くが正

幽姉を余才いりヽら､H以{F9.JJバ/タフお 岬の椎啖

植色繊哨jるごどにした｡jなわち狼らは虚為t7ごe.-Mtむ蚕

を正劉浹-4ホ､ど｡してあつカヽっていゐのて゛

　　ふ､.にこ側　=　ぷj//ア　　　　　　　　　　　　　　　臼づ)

　　(ごにぽ)=-/心z/ア　　　　　　　　　　　　　(3-/･)

(2`)戸e一皮ゑ

　溶滴まFe-&合登に蘭しては､粂回t､ド3に示うように今

くの才象沓がある｡一身気に､この系ゼはメ圖々の珊寛患の濠1支

値のぼヽらつきにくらべヽて､j則宛老聞のはヽ`らつきが暑し之､垂丿史

廸の長統相,差が火きいこピーが塘加(ぞある｡

　労琢.堆受植3幻のもとになった他備､君11司､泰λ22)によ

るど畏岬の禎は､仇のものにくらべてカヽなり火きい｡丹羽

られ)は､この糎ヽ蝕乙して彼らの揃･采匹は副反良ヽによゐぢJ

生なの影響が`あるヒ迷べ`ていゐ｡*

　従良の女南以泌の攻かい4今くの人,Qふって行われていゐが､

比庫支的顧-しぃ乙ころぞはMノ心jらy.｡ty£払必友社)ならび`に

宋　的備らによるKk===[%ぢこ]･〔Zo竹は汁勿傀糾できる｡

抜らによるK　s･J　こ心い沈jからK宍t貳めゐ塙をに14､抜

らによるノリメヽ-ター£用ぃか沁零なぐある｡
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Table　3-3　Activi七y　coefficient　and　interaction　parameter　of　Si　in　liquid　Fe-Si　alloy･

lnve●t19ator r;1(1)1600oc f:1(1)1600oc 鈍ethod

Gokcen　●　Chipsan16}(1952)

anbon91あOhtan119)(1953)

hipman　et　a1.20)(1954)

htan121)(1955)

atoba　et　a1.22)(1959)

Chipman&P111ay23)(1961)

Syu1　Tszen-?zsi　eta1.24)(1961)

hipman暴E111ott8)(1963)

hipman&Baschwitz25)(1963)

urkdo9an　et　a1.26)(1963)

iwa&Shinme127)(1963)

Smith　&Taylor28)(1964)

chwerdtfe9er&　Enge1129)(1964)

uraka頂1　et　a1.30)(1967)

oolley&E111ott31)(1967)

Fruehan32)(1970)

akao　et　a1.33)(1971)

ult9reneta1.14)(1973)

7.7　×　10'3

.3　×　10°2(1520oC)

.2　×　10'3

.3　×　10'3(1540oC)

.1　×　10'2

一

.1　×　10'3

1.25　×　10'3

.26　×　10'3

.0　×　10'4

　　　-4･
.5　×　10

　　　-3t
.5×　10

.35　×　10‘3

.75　×　10゛3

.32　×　10'3

一

.4゛

211540oc)

7

36

7.8

3

4

10

13.2

.3

7

12.7

.8

9.1(1560oC)

8゛

Deoxidation　equ111brium

MF

A9-Fe　distribut10n

MF

e゛S102゛H2/H20　eq゛111b･1四

Fe'S102'H2/H20　eq`1111bl'1`s

vaPor　pressure

Estimat10n

9'Fe　distribution

A9'Fe　dist‘　&　S13N4　equ111♭rium

stimation

9‾Fe　dist°&　S102　+2C　°　S1　+　2CO

EMF

9°Fe　distribut10n

eat　of　mixin9　&estimation

EMF

Fe'S10‾H2'H20　equ111brium

Estimat10n

t　Estimation　in　this　work



阿以4F聊tJJフ幻によるものがあゐ｡　必)Qj今/･むy£ぶ必ズ'

は､右身らにふる5昆を林の冽定禎t㈲八て･･､関数.にふる整差

t竹ない､つぎの岳な狐t孝及洽している｡

　　ム.肖Dj)=　-/､タyj∂/丁申/,μ/　　　　　　(j-//)

　　と会(幻=　4.M)o/丁十/Q.乙　　　　　　　　　　(J-/2)

まただ以今,･9.dJ.は､応2(刻にっぃtはこれ乙ほぼ同じ`功

を倆ジ奨していゐカぐ､乙忿(幻にフいてはやヤふjいノ値包どってい

る｡最也の戸ハe心4　j2j)ならが`にj心んQ　d7Jツ幻の功カぐ

こ純乙よく一致してぃるのは住意りべヽきぞあゐ｡

　審石竹支では､G2(4)についてはM八)Qj&y4･･.yF尨ふ茫j/j)に

4刎歯､ま牡ど拓幻にっいてはM心屈y｡�Ej心が一万らy

にざ心以･eズJ.お)によゐつざの値t娘,用寸るこ乙にし化｡

　　&ざ1(幻=　?.ブ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3づ3)

(3)Fe-　M,t一咬系

　･j､島らお)おふジハ/む心良必心?ツ4)は､Sd)2会包如ズラワ``

乙良-な-M,.-0系丿鮭扁良舷店金聞の早雌i5則支を行4い､

その海栗からe賢ぽ)乞瓦め､それぞ政･ワ,え幻(/仔a~/訂直)

および･).Q幻(/6回゜ど)を屑た｡これら･功を乙詐㈲t7娩

庫jゐど･､)j､島らの岫14　6　3.　ぶ､八/む,乙なd以'.の値は//.6

じなゐ｡　一方､仙杵と.内佃″礼4c&aj　c心｡.辰y･　｡et心y

にふリ感加､4丈合差守のM,tの冶量任恥こにおよほヽ`1寥､5元素り

影雪乞冷1支し､e忿出6レズ.次此･緯･集を埓礼｡

　　e政(幻=一/g3g/丁千Q.μ4　(/伺害･､./心Q･ご)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3-/4)

一混-



これをべ沁)に埠庫寸ゐ乙

　　己次ぱ)=　一λ/26E)/丁十//又.∂　　　　　　　　　(3-は)

ピ.なり､心島ら{リヽ､/の･a瓦ば'αj,の値に対して負のふ之な･{直

(/6oo　°ごtヽ`£宍(乏)==一/.仁)ど.なゐ｡

　スラフ゛-メいし聞の斗雌了関征カヽらe応巾t友めゐ璃履は､

利循の呼吹ぞ将られ気dいぇ)､dμ)､己び淘､e今ほ)など､

今<の5則定植の無凌の累傾‘t烏胤ヽしなければならない.　こ

れに徊しで仙修ら社)の者浪は､5則支まが直体哺哺なた幻､

このふうな1呉蚤の入る赤､刈!.がノ1ヽさいゑで吋ぐ紅忙方丿表と.いえる｡

す゛``に刄携ヽと址ノt`9゛)が詣補しヽヽS‘り‘回ば£9ty　ZELがふ首J?)

カぐ攻境し紅ように､£宍ぽ)･lc)に吏い値が今沓なものと鳥え

られる｡　球丿乙のこと-を恚胞､して､乙次μ)の功には佃丼ら″伺

廸(3-/タ)式.を後用jること｡にした｡

∂,4.3　ぶ一歓呼のM,､皮に蘭tる外力肇的ノぐラj一ター

(1)　ど次に)およyム汀`仙js)

　Fe一匹λ勿冷系の淑ヽ1支値に徊しllO-4)瓦を漣哨し象參

-4るど.(3-4.7)えとなゐ｡

　　玩a1(s)十ど;た(s)･/ヽ､/,4(s)

　　　　　=-　j　G-i.4/尺子一ÅズΛ/4(j)/Λノ肖副)

　　　　　申　石しにいぇ)十　ど,な尹)･/ヽ､/4山　　　　　(j一抑)

(J-々.7)虎りあ辺は､審石劈吃のj則史功おふダ1叱知りz叱?.匹

ならダにO-9)､0-/o)式が防カ単的ペラメーターを痢ぃれば

豺庫が司舵であり､､z･功と/ヽ､/4回)どの関イ系ヵヽら乙次L(s)お`

よダム汀`μし(ぎ)が`友められゐ.　Fり‥3-n゛この蘭征t苛ヽ･1

　　　　　　　　　　　　　-87-
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が､この系のj則支徨は幻?､､ぞ､両翁の蘭待､を剖L針的必Jtによ

って反めゐこどカぐぞきない｡　そスざ､lこでは低丿東泉の参､を逍ヽ)､

ふj粟羨りえ瓦の申関を連る漉希曳ぺヽ`近メふ-ずゐこ乙にしれ｡こ

れよりつき゛の功が`鴻られろ｡

　　と之(s)二ー乙),夕(土之)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(j-/O

　　ふj応;哨=　Q.々ダけづ.aぞ)

こ･紗莱にふ政ば､良-Mdミか厦はぶ一叔匹おいても感高ヽ,1､貳

豚り鳴をい司征に､認､梱､進体からわずかに玉に痍柿する

こい自っ刃ヽる｡

(之) 乙芝(s)おょダム仙いj)

山の塙をと同堰｡O一今)式.ど装動し､

　ム汀応哨十ど政㈹･A/j･いj)

　　　　=　乙(E禄ノ4/尺了　一ふ.(/ヽ/4,j)//､/4陶)

　　　　　十　ムムr`汲ほ)十　εた哨･Λ/~μ)

　　　　　十　ど政(幻･万5い幻-　ど之帥･∧/4帥　(j-タ.2)

(7)で軋め気0-/幻者のごに凶=-a.　?　を吊い､7=e　-　Mk.一支

敗の瀕ヽ1支糾一凍､乙徊し知､のz叱IM､､0-幻､0-/0､(3-/ぶ)

式口ヽら(3-々.2)叉･右辺t計雀レベ(Å仙い幻,tどな哨･

へ/s7(s))を敗めゐ｡この禎とツヽ､/､yぴカ乙の胡丿私乞ずロヽソド吋

ゐ乙戸り.j‾えのとおりであリヽ最ふ包東丿瓦‘゛ょリド欠遮でM'

剥下才ゐピ.つt`の値カμ辱られゐ｡

ど〕瓦(5)=一/j　ぐ士2)

jkGかs･)=　Q.　4　z/　(土a.,杓

ぐ 3づ7)

kらいj)の4は痢迷の(ド/0允心色とふく一敗ごすゐ｡

-籾-
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(3) Uいs)おょび`ム応Z(s)

　8-4丈沖の皮の治量に廓して14､1三MF冰､によゐS心&.α

｡�回k｡淑7恥)の/即Q~/竹∂゜(ゴにお吋ゐ5則え乙､先に､

当刻友包でおこなった吹oギス､t匈ヒ詠乙才ゐ化確早雇iを利

俐し化石野ら゛/仙/りa~/幻ぶ゜(いこおける冽吏水外K靫を

はない｡

　&咸む)｡�Fjな｡友一如ハQ1れぼ､汗雁呻の皮のj古童徐

勿こ俘バりは

　　ズリむいざ)=(一加7o/丁　子/./U

　　　　　　　十(/LEμ)Q/T-Z.如)/､/心･幻

であり､本史馬飢の早均jL走/μ7･どコQ外持゛する乙

　　ふ､.俘ルぢ)こ一ぶ.お)､　どが(ぢ)==&･?

乙なゐ.　一方､石寿ら叫に↓杖ぼ`

　　句樗む(s)=(-32Jo/丁-/./､ダ)

　　　　　　　十(之jダoQ/丁-&.ぶ7)/ヽ､/S£ぱ)

であり､同じ`く/､タ27°ごにタH今司ると

　　ム.応2は)=一ぶ,7y

と.なゐ｡

ど託(s)-9.97

(3-ほ)

o-/7)

o-y)

(3-2/)

　雨研覚糸者巣を叱勅ゴゐど､G7(幻に剛しべはかなりり旅が

あるものの､乙頁(s)は浄l史者洙ダ求なゐにもかカヽわらずかなリ

よい一枕包示していゐ.　そこで素ヽ石竹軋において5則丸し乍支

の哨点斗諦で訥-乱ttニカヽらぶ-ね､申の咬の分{径収JL椎庫し､

これらの報尨乙じヒ涛紀侠討を訂なっ化｡

　匹の璃吾乙同枝に､支･朝j,飢句§乙利針トこ関すい心夕)

　　　　　　　　　　　-9匹



式乞攻近のように変舒して糾折tおこなう｡

　　j･7t肖ys)子dいs)･々sJs)

　　　　　=　∠x俘j､s乙/RT一ふし(へ/sぴs)/沁yj))゜　∠1叱f､S乙/K`1　-Jい､/＼1ぢぴsJ//`

十　ふいrヽ包ほレ十£:い之)･/､/む山

キ　己賢(幻･μ肖｡(1)一と賢(s)･/ヽヽ､/肖夕.)(､j-ぶ.7)

ε究(s)に.は(2.)で友め牝(､E?-/刀近･ど次(s)=-/3を刹吊j

ゐ｡端4岡申のなに関付ゐど衰ぽ)と.しむ4､先,こ屋んだ`

防d今y　a,｡y£必沁淑ツ/)の･4直乙ともに､sJ9j)､戻､むみ｡

4�　石もkジ3)に4る/ぷ紅)゜ごにおけか値､と瓦ぱ)ニ?j､

を用いすご遍庖についても炳隼才灯をこころみた｡　なおヽM/心丿今ダ
a･,､.y　E或必友-は応汗幻をλ攻までのノヽ?ラ7･ヽ一ターを哨ぃて粂

わして｡おり､この嶋かには(3-ぶ7)£｡応瓦にはλ皮9ェ挺

吋い幻･/vj副カヽ;`カaわゐことになゐ｡

対い幻ニ　3?いQ/丁-ムフ
∂/j)

(j-2え)

　ふ曳馬曼の摩丿吏福お4､y既知り軒カ琴妁ノぐうj-ターき.Q-ふ1)

式の石丿辺に代入して求め丸(ム.応;け)々dt(s),八/5いs))乙

八/お巾゛の聞イ長は芦り.3-3のぷうになゐ.　この糾'粟左薇､

j､包東Jま､によリ/吹瓦で鮮刈吋ると-､ご包(幻乙レて必｡ムぬダ

-�£ぷらZ右Jりの埴を用ぃ九塙ふ･には

　　O-タパ)一W-E

　　　ムバGI(s)=　一ぶ.9j(土∂.aお

(Σ1乞(s)=　ノダ.j　(±4.ぶ)
(3-2j刀

と.なり､S心を心)､/ぐJ)･-､y石右4.お几パ慮乞朔ぃ化場ふ

に､は
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　　0-ぶ./)一S一K―工

　　　ふt応2(3)=ー乙.a3(tQ.o8)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3-23,2)
　　　　　　ごれ(s)=　パ).与　(土々.7)

と.なる｡

　したがって､ど牡u)どしてど`ちら｡功乞哨いても､絹られた

ム肖Ds･)の遥には差力くなく､石獅ら軋)の5則史必舌集-z,将

と.ふく一紅才る｡　dレs)の璃をには､刹珊したdtば)の

埴･達いらいバ等られた抄集は戈きく裏なった後となってお

り､剌用づゐ討汗り叫直によっべは欠きた該差を生じヽゐ可舵

,トtのあるこ乙カくわかろ｡　ヽ､S`,;しむa)､/くUム)おtyヱタも瓦∂ヽ陶K

よるど畏ぼ)t用い化=喝尨-には､屑-られ化とjl(s)は石對ら幻

｡(3-2/)迩およダ`ぷJu.｡｡�Eぷ£･友.゛り｡o-/9)式･乙

省笑差範唄内tヽ一政しており､か飢験フ糾一集を冴恚なく4t明

で色ろメj乙してば0-J,2)攻の徊ド気乞株｡網レな巾Kばなら

ない,

　しかし､Fe-Mt-S`,13収合蚕におヽけゐぢM圓丿良平功i々西もb

カヽら友めた上1乙の系き巣にはかなりの1灸友がみこま紅､本象なら

ば`汽-aλ叙`冷系にあ`けゐ兌の薗丿夏平席i方S乙比りj東度メ瓦

奔往ヵヽらぶ一叔､申のなの4t径数戈磁.東jるのがよリ朴まし

いこしは言うまぞもない｡

　了k&&J-4は､∂.与.3においてこのようにしてオ可られたぶ4丸

冲のM,dyよび`S乙に蘭才ゐ熱力改的ノぐラj一ターの値を一桔し

て武j｡
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Table　3-4　Activity　coefficients　and　interaction　parameters　of　Mn　and　Si　in　ぶ-iron.

　Eq.(3-16)

Eq.(3-23.2)

Eq.(3-17)

Eq.(3-17)

Eq.(3-17)

Eq.(3-23.2)

心(･)

11(s)

aj;(s)

77(s)

117`;n(s)゛

11　r;i(s)'゛

一〇.9　(士2)

10.4　(　!　4.7　)

13　　(士2)

13　　(!2)

0.44(士0.08)

6.83(士0.08)

心(｡)

11(s)

a1(s)

77(s)

-　0.004　　　　=<　1.91Mn(s)

　0.086　　　　s<　1.41Si(s)

0.12　　　:心0.61Si(s)

　0.057　　　　z心　0.51Mn(s)

　心 0.72　(士0.06)

.70　(士0.06)

脅
Standard　state　z　Pure　solid　manganese

膏★　Standard　state　z　Pure　solid　silicon



3.与.与　5弥身同ぢよが`ぶ-4矢守｡ぢい姻互作凧毎イゑ敷哺の

　　　　詞蘭性.

　良乙-5践斡)は戸e-/ヽ､/-j3sヽか系進体にフいて/μジ乙

りeふ乙/之匹゜ごあるいは/∂ぴ)゜dの才一又予ナjトにおける

それら･乙ヵぐ窟換型元素jに蘭しヱはきわめてふい直4胤関禎t

辰1こと.t免欧した｡一方､水オ才と.斌疋幻)はsJカ゛ス､t媒､

4ヽレtる比単竿雌でiを刺凧してF4矢寺の洸のj舎量lこおふぼヽj

フェラメト生叙ヽ馮燥,t兄蔵x/､G､M｡お4ダW･勧響t

昔哨べ`､片凹゜ごにおけるど良(sj)の.岫乞丿叉支し孔.　その善な

吏によれば､端4同(/μ)o°(こ)とF湊矢(/如フQ°こ)の閉り

乙kには､ある赳.胤の相関性の巷払力ぐltヽめられた｡

　そこぞふ糾覚におぃて屑られたど之(s)おょダどいsj)とそ

札らピーを比教-してみる乙芦り･3-々のようになる.またs゛)竹

八/s`3)タ4)およyCお)M‘)に関しては､力ヽ`又乙の斗諦了にふりF4支

申におヤるふ瓦希･冶4:11おふぼ了公の果多場が酋両べヽら

紅ており､これら刀ヽら庫出､し化乙良(s)乞同咽にフ゜口ヽソトしてみ

た｡測免温_胤に知4あゐものの､比枝的よい詞閣性を泉

していゐものと.み心こ乙カぐで乏ゐ｡

　£ら“ハ4､參3兄素jが置煥望元表の塙尨-にはき妁めで

胤い個関闇仮t氷吋が､接入型瓦胤のごはこの圈メ系かう

犬きくはずれると.迷べヽてぃる｡　Fり.､3-与には望煥型､.イ曼

xtの叉え方の届が4まれtぃゐ力ぐ､このようなj咳伺は明1映

匹は言むめられない｡　ま化女糸えの乙k(s)､と畏(タ)の功には

哨匹.1乙xできねいほどはす`政茸もの(　乙k(s)こ､夕J.ろ心)､
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Fiq.3-4　　Relation　between　in七eraction　parame七ers　of　Si　dissolved

　　　　　　　　in　liquid　iron(　at　16oooc　)and　in　ざ-iron(　at　1400oc　).
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&乱くs)=-?27タフ‘)ネもあゐ｡　　F弓‥3‾∠り゛fヽした相蘭拾ヽ

の被討に蘭しべは之らに与刹Uデし9-の羞丿養を章jる｡

3.4.y　Fe一匹-a系におヽ吋るM,t､&の周淡早衝関孫の

　　　　椎貧え

　､3.与.3ぞ涙支し気ざ一敏.申のMJ吋び`Sいこ蘭忖ゐ無力確的ぺ

ラり･-ターを剛いるこどにより､超息の1ヽ仙､ざU粟痕における

Fe一匹-S乙系･匍胡け一歓)一点詣問｡孚層i聞俑を攻宵

-すゐこどカヽ々能である｡　jなわち攻式が咸ヽ立1る｡

　　叫パ)=匹(s)　　　　　　　　　　　　　0-μj)
　　一　　　　-

　　toパーk°　･oパDμな(s)]/[z匹(川)

　　　　　　キe次(s)j%MX(s)]-e忿ほ)･[沁M心戈)]

　　　　　　十eた(s)･[%む(s)3-e次山･[%s″ぃj)]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3-バ.2)

ここにおぃて､ム‰J4遵胤包童量げ一七ントで表如した無報赤

肴奏旅乞治{の奎璋にとった場をのQ-μ.7)式の早尋襖丿穀､

eJぐs)､eyほ)はそ飢ぞ紅因詞およダ5良才a呼におけゐ刻互作用

勤X疸教Lである｡

　SいこついべもM,､..乙同繕､の蘭･俵丈が靫立jる｡

SL(え)
-

£oa

〃

〃 SL(S)
-

(j-2ぷ./)

乙s　l･3(じ支(s)1/[y;J)])

　十eれ(s)七μに(s)]-ペいぇ)･Ey気(川

末　庫1倫支申の戸り.ざ(リey(s)゛‾ど.゜之を屎めとrぴs)に

煥庫レ心
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　　　　　　キe皆(s)･[s匹(s)]-e之ほ)･[‘ン副以幻]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(､3-2ぎ.幻

　(3-4)えと(､ト24.2)差､o-か)えヒ(j-2ち-.え)差との対必カヽ

らそれぞkつき``り関孫力ぐ攻立1る｡

　　ム｡ム昌==　乙G{.4　/RT　十ふd以Jj)

　　　　　　-　k以4(s)　　　　　　　　　　　(3-パ.幻

　　jk　Ly　こ　j9j､ぎz/F

　　　　　　-　ム〕r次(幻　　　　　　　　　　　　　o-パ.匈

こ敗らの瓦に本刷曳の岳杏梁を代入吋れば1､

∠ふ,､.二二　･:).?λ　(土ど).∂ぷ)

∠.k　==　∂･7Q　(士∂.゜乙)

(3-λ仏4)

0-妨.0

したがってふ詞互作用剖イ系数｡の植を(3-μ.幻､臼-2ぶ.2)え

に代入jるど.､そ執ぞれ(j-2々.タ)､(j-2タ.ダ)えとなる｡

　　血∂E%Mh-(s)〕゜‾0.叫り十丈oJ[%M`(幻]

　　　　　　　　　十Q.oo斗〔‘沁M,(s)]-0.回/T)〔μな(1)]

　　　　　　　　　キQ.　72　E　%汎(S)]

　　　　　　　　　f(-/a3忿/丁十∂,?沁)D回J!)]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(j-μよ)

　　ムa[沁咬(s)]゜‾c)'/ぢ2十j9[%な(1)]

　　　　　　　　　-∂.Q粘[%就(s)]十∂,M倅[知児出TI

　　　　　　　　　十　Q.Qぶ7〔%叫.(s)j

　　　　　　　　　キ(一?､3ツ.乙/丁十∂.々?句[沁M以え)]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3-バ.幻

　　　　　　丁:j6姦手痩哨1良(K)　　丁=ニ叉e十2?j
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　こ政ら八ヽたつの丈乙早雌i浪度椎茸え(､3づ)乱ヒを柚｡をtるこ

と-に1り､待ものMn.およy&j農息のFe-MyL一支疸溶喬匁､赦か鉦

と.早衡付るぶ一故守｡Mcおヽよダs″に衆泉が訃崔でさる｡

　これらの羞に↓れぼ､尽-M,･し2攻ノ外系におけるMa.の同点利針

毎着も比∠｡gJ4　Mり)j胤度に関七才l　し気が`って5蛋胤に祐尽し

なぃ-む`､ムMt=ぺy乙Zでほば`一定であゐ｡　これに徊して､良-

Sむ2攻身系におけゐムs･£は､牡どえぼ∂.タ%皮μ)で乙れ==

∂.7/ぶ､7%Sい幻ぞ乙式=∂,72す､λ%ざ汗りてヽ`ムsい==∂,ワ幻

となり､s口農度に推奏して厦九jることがわかる｡

　4痢呻匹な産元氷どして､あゐいは冴政吻としてな為される訪t

象･偏祈14､叔1牡品唯に悪､勤雪をおょぼすため､ふt貳｡染

片秩良り詣裡エなゐ薗消ン附れか配,比に関しスは教今り)報告

ドあゐ｡ま化孚倖i涙怒回の因祁蚕笈t水方回乗釦との廓示恥ヵヽら

も平連T壮適乙比の庫肢ヵぐ{能である｡　2.祢ダ恥蝕身祉にあヽけ

ゐ叫｡およぴ`皮の回5良:靫糾々私比についズ､本軋峠L紬一集t吹卸ミ

の通と乞比車虻するし乱6血3一ぎのようになゐ.ム,ヽ.ィむの傷か

はH゛゛ダμ゛心々゛.y召ぬJり≒ク)/‘)おふダ戸z3`cねタ゛ty
芦9e゛)の功に､ムおの嶋をはaちdむ涛tr“)の功に宜い･

　表によ紅ば`許加片汰なビ･古汰によづ埓ら飢た攻賂回カ､ら針

庫レた判彰加乱にに比べヽ､z,7む£mJ右叫浪にふる5則吏紆

更,4い心ぐん火きめの値となっズい私雌恂が免られる｡　し力､

し､　M,u､､5‘いこ閣してはzo花らtむどf吋話､によゐj則吏逓カぐす

くないこと｡､ふ研吼若によリ測更糾一巣にカ､なりの胡tヵぐみられ

ゐことなどのま墜函によリ明石変には廊T史ぞ老ず､このが､に関して
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Table　3-5　　Comparison　of　solid-1iquid　equilibrium　distribution　ratios　of　Mn　and　Si

in　binary　iron　alloys.

X lnvest19ator
DistrU)ution　ratio　of　x

Slope　of　liquidus

line(゜C/亀x)

Method

LX

亀X(s)

Mn

Hansen58)(1958)

111er59)(1959)

ischer&Ubero160)(1962)

hipinan&E111ott8)(1963)

Eniott　et　a1.10)(1963)

ume-Rothery&Buckley61)(1964)

oka　eta1.62)(1968)

ischer&Frye63)(1970)

etals　Handbook64)(1973)

This　work

0.123

0.15

.80

0.90

.768

0.734

0.85

.73(:t0.04)

.627

.72(to.o6)

○〃0.4

-

.76,0.771

-

slo

jv5

.1t

.042〃0.22t

〃4.5

･v1.9

-2.2

4.82

5.19

5.16

4.73

Phase　diagram

aken　from　phase　diagram

one　meltin9

aken　from　phase　diagram

Phase　diagram

herlnal　analysis

one　meltin9

Zone　meltin9　of　alloyed　stee1

hase　diagram

Solid-1iquid　equilibrium

Si

Kurnakow&Urasow65)(1922)

Haughton　&　Becker66)(1930)

sawa&Murata67)(1940)

ansen58)(1958)

iller59)(1959)

ischer&Uberoi60)(1962)

hipman&Eniott8)(1963)

11iott　eta1.10)(1963)

Obelacker68)(1967)

offmann69)(1968)

ischer&Frye63)(1970}

etals　Handbook64)(1973)

?his　work

0.66

0.67

.81

0.60

.7

.85

0.83

0.607

0.756

.80

.77はo.o4)

0.834

0.70zy0.74

　　　(:t0.06)

○〃2

〃3.4

〃1.2

-

.01,2.03゛

-

〃3

/v2

.004/v　5.1●

.83〃3.81●

〃2.5

〃1.5

-11.37

14.0

11.7

13.96

11.37

15.83

11.4

Coolin9　curve

hermal　analysis　&Quenchin9

Thermal　analysis

Phase　diagram

aken　from　phase　diagram

one　lxxaltin9

aken　from　phase　dia9ram

Phase　diagr`"1

Balance　ma9n6tique

Zone　meltin9

Zone　meltin9　of　alloyed　stee1

hase　dia9ram

olid-1iquid　equilibrium

｡lnitial　concentration
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第,4乗　回浪早衡温度rおけるF4良｡

　　　　泣による脱葡気平禅了

　　々､1絲吉

　参哨9延回遥娃においズ､息参岡乙ぷ一赦の漆帑O岐紬L兄載

乙維玉)の濤一鮮度｡羨にふリ生t;ヽゐ脱綿j□ぴ召の新出､は､5俗

･鏑が,沁ずタ妓薗をピ.もなう牡よこさけるこどのできない追象であ

ゐ｡　この鏡象､乞叟董的匹杷援するためには､5外如押におけ

る限赦.早糟↑関イゑ乙ともに､た赦申におけゐそれを如ゐこどド

･沁零である｡　麿在岡の脱紬ヱ蘭しては技吏数今くの別免

カぐ行われており､その竿尋i蘭仮に蘭レ1:もヵヽなリ今くの知見の

集権がみられるり　　しかるに､ぶ-4虻やこおける陵紬｡年樟1

乞直榛浄丿吏した報念は獲牡までの乙ころみあたら4い｡

　粛､隼においズは､埠痘挙ま或痩系幻友･j汰乞必哨して､因

湊sJ2共葵状昧におけるFe一皮一乙)系4丈か七の喝雄早喰r

乞濯9史才るこどにより､ざ一潅軋申のs″いべ)の孚衝潮捨､乞ま良

し化｡

　　4λ支駿方浪

μ､λ､7放妁作収

　電解征(Feンタりぷ幻をマゲ湊シ了るっぼにっめ､柘痢浪

桂導加外にょリ湊趾レ､Ar-H之い:/)浚をがス孔丿瓦で脱

政レilil隻{j鳶度を言周靭レかyら､所史童の者萬皮(心ンタり

Z)を湊加レてを蚕乞番髪吋る｡こ政を内洙ねttの石灸
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奢内に緩上げ'7k今に匙禎して言ん刺を作なし､7.7わに2釦-ヽノ

ぶ)0,ミ･tの寸汰1以幻乙げゐ｡

4･.2.2　裳､紐L巣厦

　喫､蝋装影4ぷ期浚茫泳柑ヽおょダ辱き岑梢ぼ膝高曳抒カヽら

なる｡　　苓城丿隔水ヽ好おふび加外Jわ1･の価.寥乞FQ.4-川゛

斤､寸｡ふ剛5軋発捗jをは､を屎周汲数J?幻く吻､血カノz

八,yであり､ザぐラトt]ンによゐ塙丿嘉愛圧制雌?方遮t掲い出､カ

4哨整Lをれなう｡省t釧拷べ7,7幻に14内堰､ク,1~7,9,,り

茅こ直明石炎沓ヵぐかぶせら血べおり､加敷コわレ乞上方に封勅さ

せて苓鴻回蔡痛まヽをあ`こなう場合､湊晶気岑乙石湊筈ロバ椿角咳ヽ

才るようになっていゐ｡

μ.2.3　突馬曼か價

　痢迷･よう,こしt詐ら`レ化酋瓦炳lこ内蛙7.ぶ~,ク.9.t･石表

誉をかぶせ岑=吠湊高幻冲内に隻烏する｡八挫ざの試妨を

既-s£-o系省え刺七よぶ｡炉内の空軋乞奥包かンフ･によリ

/o‾≒t-t吻址下にまで`排瓦したのちヽゆ卵､の寿カ``スぷ峠凍緯

製斐厦包連レて精賢レたかを漆入ル蕩樟j'る｡　貧馬虻申､

Arの炒内瓜カ包欠孔よリ数xt求並仙丿胤く徨ち喫､験終非

で一史奥童ぐ約かaいこc/心tバ軋もkうにした｡拡刺万

柳を.回転1るこ,乙により､加杷柳かが史永に奏細､して､順こ

と.乞遂奴レたのち､佃軟を乙め加然コイJレを上jに-えt良

い.2~/,,プ心.ご)で妁勧か吐化｡カロ熱コわレ乞所丸

の距粛L柿動させJのちヽむ牝に胤痢汲電冴ヽを徊リAりむ董‘

乞増レて底､湊した｡
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Fig　.　4゛　1　　Schematic　diagram　of　experimental　apparatus　･
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　これ白4　S゛匹ヽ比舷.の九めヽ枢西t表丿粟衆o玄えか1(4o叩t冰

1)にっいべ石蔵優乞力ヽぶせないで俘游洋丿匁丿剱高曳曳馬飢tおこ

なった｡牡緩この省式刈t良一支貳省瓦者舛と湊ぶ｡曳凛羨.の

か嬢は良-ぢ£-0系言え刺の璃赴七ほぼ同刮け.``あゐが､この4

なにはH2零回瓦下で曳島虻乞おこない､端､高虫､岑の々吏をはカヽゐ

ためおし糾下朽を八埓r片aで回彰ヽさせ化.

　洋べ端､高鳴､今kり奴,刺･策さ者咄の濡､吸濠,7tな4はた喀冷1粕こ

4リ巣め化｡脊豺牙浪右よびふ£集･)軋量埴･再現柱j4万拓

の乙おりぞある｡

　巾　&,:　tリずヂン希吸光光胤禄､(JIS-G-/2ノ2)

r
ー
ぞ
ー
t

%ぢ£≧乙).ブで土∂,aQ4%

%ぢ乙之∂.7で士∂.∂∂λ%

汽
ー
ー
､
'
ー
ー
ノ

アルコヽヽン､紅解白唾カ電量痛吏法

　　　　　　　(7-ロベ斗ヽソツ“び')

　{{いr-}

(2)　○

lた一名yの省え刺にっいべは､最秘ヽ凝｡厠柳およy嗅.為4､寺榔乞

4堤剌リし､獅1堵Q姥.羞1貳およダEFMA々オ片をれなっ化.

々.2,々　考咸溶高虹去､にふゐ順5軋竿漣iな配よヒ･5犬吏4､り

　　　雌Lj･=Et

　Fり今-2'゛表之か゛略おヽ帯を一史速曳jで振kxだけ妁

4カ之せながら帯埓湊勘､をした場含の湊噴の渫床ぶ布飲繊丈

的に爪才｡唄丿良茸砧では､湊噴の痢5jtか1じいらま､ずるう略

嘆封かと椎鉢と.,こよリ牧飲焼蓼層ぶカぐ生ずゐ｡

　尋塙に外靭､汰･心関jゐ征矢･近論匹忿れば`､ヽ岑蹟湊高曳

り3-
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Fig.4-2　　Distribution　of　solute　during　zone　melting(　schematic　)
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汰によリj咎官･順丿良孚功丿奇萌乙比L=G/Cム｡t玄める加裁

にはっぎ`の3連リがあゐ｡

(･)ス､タート峙の芋坤1蘭イ私によゐが5靫

帯1攻忿集気ス9-ト時にはGo=ごむ=ご｡であり､ス

　
　
ト

　
　
　
一

゛
　
　
々
/

必塊のJ以剛相5粟度G｡ヵヽらム=G･Q/GにいJjヰ平衝か

配比が針庫できる｡しヵヽレ､感勘､ネ刀翔には汝為K尊が系キ

え七あるこど､固詞漬戻Gの最も束化のj軟しい徊汝で凛凍泰

柏'乞朽4うため､劇りを.が`生じヽヤすいこいiどべよリー硲ふばこ

の含建､{4吊いられていない｡　ま札､亦､研免においては､旋公

茅樟iの漱件£馮た才ために晨叫間､豪i色1娃L･端､系曳乞-する

旅乖カぐあり､この方汰ぎ剛いるこど.はできない｡

　(2)　　　哨詞内渫度かキカヽら友めるお者､

　　　　遁`勘ヽ岑/回連通粕ヽの哨1涯油濠泉か亦はヽ戸り.4-λの1む

馮を哨ぃれば､

ふt()一G/ご｡)こ　jtO-ど)一ど,X/£

　　　ど==G/ご'乙　:　曳知ふ西乙比

(4リ)

に↓リ与えられヤ攻迷の(4-2)丈の閣征力ヽら早雌i奏巷乙比ム

乞雄支吋る｡

(3) 基L糾ヽゾーンのか6乙闇捕､によるラr5玖

　湊融溥の妁勧が`十冷遵れレ､湊勘､寿I心対する奏寥のjん入

およ(支出､速度が一紅レ乙軋憚状昧が`ま烏けれゐビ､乖L哨葺

面の汰敢複辱層内･吻賓収支カヽらつきヽヽ｡8,ぇakJJ汗)

の姜カぐ政主1ゐ｡

　　jkい/∠ブーO　=　ふい)/ムーO-､ヂ･ぶ/z)　(4-勾
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　　　　　D:　5剱噴の位数メ恥靫｡

　　　　　ざ:依肴虻竣裴層の屡さ

　戈奪涙態に也っヽヽくまで斤奏j:征紬洵感勘､を打なっ乍辣.､5砦

高ヽi茅を急､湊して今翁Γするこビ.によリ系咎端獅｡cs､aヵヽら火

勧々配比だを汝め､(今-λ)弐t心いる茜維佃帰カヽら早葎i奇飢比

ムを推妃付る｡

　淳遵苓魂jL鮭副4欠申の浚婆廃手の却亦に闇-4る火痢ら゛)の莉

凭によ武ば､M,t.のように峯必速庄がカヽなリ丈きい兄豪のj=馬なtて

は､オ吏矢の偏豺Fの好を考慮､レた(4-/)式･闇捨ズヽはlt順

でさない紗栗と｡なり､虚詞内の湊嘆の濯洙か寿ヵヽら14奏喰の癩

5良々a乙比乞双吏嘩ゐこど-14できない｡　.卓ヽ石竹喘作れいこ､泣乙)2

の忿溥,斂専へのj娶鮮あるいはSd)2.｡生4ヽ反必･おこりうゐ暑侍

でにおける辱嫡ばむ融､覚馮支,7おぃマも､ヱ1乙･Mtの==鴎4乙

同枝､哨伺俐の端､嘆の護度奏岸カヽら回涙かa乙比乞泉めるこ

乙はぞきない乙恚え.られる｡　したカミって､;私ぷ=哨いごまに四丿哺私

僕の諸一窟濠皮の立ちj=､がリカヽらか乱比を友めゐ(幻の方爪

乞球｡用司るこ乙にした｡

　　4.3　実､験括莱

　等成忿融､後の尺一皮づ系盾え炳･淵池剖ゆ獅し敞徒観幕に

よ紅ぼヽ妄欠で約λ糾超良りシリカもしい4yリケート乙影られ

か1ヽ々4征看帰匯化吻がどぐいk羞免象ダされた｡　これらjべべ

カ心昧俯峙,心和在､物ど.して歯粕申に乙リこまIK牝もの1乙して､そ

の參積李カヽらぢぴ)ぇを征史レて溝求乞椎聳したが､j客解葡虻

-1貼-



素および洛斜乙のかれ捕におよぼず鮎愕4曳馬虻該厦の砿

湘内であった｡　j俗晶i､苓一徊についても､冰瓦歯柳と詞刺L良り

量のシリカもしくはシリケートを羞SL蒙し化にどと``まった.

　浚､融､岑おヽよダその進峰のEPMA史量ゲ新に4:奴ぼ､省式刺の

廊滅

の拉屎ヒ.一紅.するこじ政石雇吉tヽされた｡

　岑造渚融､汰の以一心-Q系拡料o襄さ方如･湊噴雇良分

海の/イ列乞Fな.々-Jに示1'｡　回のように､SUモはび`C)痢t

肴乙もに､j俗扁曳関袷琢､3~4cヤしぞ今新祁差範屈内でほぽ

一吏渫ノ袈ヱなり､定索状態に速していゐものとみゐこしがで老

ゐ｡　こ･距偏1は､j參噴5象胤の杵ヽ嫡,｡主ち上がりから求め

られ幻酵洙の匍丿捉か函乙比包(4リ)近IQ代入して贋ら叙る､

支常戻鮭に達才るのに'刄零な漆晶叙狐粛l(Fり.4-3の嶋か

で約7cxj)に比卓いμ之ヵヽなリ妨-い｡　これは､&函.の扉歓

への番解遠度ヵヽ休きくリ岑t或進裔曳のネ刀飼に石灸沓ヵヽら盛

高曳考へのざ£0･』者僻が起こり､史常涙態､への到恚1侃レ

ていゐものと.考えられゐ｡

　み一乳系鈷.刺につい-･lも､約4ご･tの5略;融､ぞ史佛貳剱に遠

しtぃるこしカり准1･むされた｡　ま化､八-a系､言叉卦1の乖t湘柳

の翁{i棄良はぃずれの者か吋り焉かにもa~/り=･/･べであリヽ絹

らヵヽに岡じsじ策胤の良-5'£-∂系言瓦者苛のそれふりもかな･パ色

いものであっ矢｡

　Fり.与-4に八一趾-Q系言瓦粕の5t為4ヽ抑と`灸糾`)践磁勿の

細L孜の蘭イ系を示j｡咄に4れぼ刄Sに東良のカし-デの街､
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点刎

&4.r石7むぶJ.之)によゐ(4-λ)式でこの齢粟を翫E哩レじみる.

　肌のを飢比ビ4馮曳岑静舎力速度fと.の聞繊を尽∂･与-D゛私

-す｡　j容為曳岑のぢ£濠虔(xs″乙ぽ))カヽり)./S以万･ものについ

ては､々折錐差(1で広j)が犬きく明確な蘭係は糎られな

ぃが､応-ぢ£-∂系1叉粕のむのふ乱比(fに拉俘せずほぽ`

一良4ど昿てもよいこどカぐわかる｡

　Fe一瓜系省4料の場をには､糸冬煥の瓦ちtがリカヽら凩め良各

測虻値は負の勾西乙をもつ乍舶匯よによくのり､進馮t滞科勧迷

良植奔,匯.が表釣れておヽリ､園雄｡客初においてBgrt･むJJパ)

の£で表わされるような追ヽ賓の喋化殯.象カぐ生じヽているこヒ.が援

蕨される｡　この凛1虹の勾1乙からぶ/£)が玉4るが､その4は

砧ロ).ブ｡λ/ttであり､漆4矢ゆの泥り粕互昿漬k仙数が

7)､5･£=3~享×/∂づcJゐヽeごj)ぞあるこビカヽらぶを塞肢jるどお

よそ2x/y3(]ミヒ.なる｡　ぷの遥は強い嫂4キ乞打なった時

/o゛勺t､弱ぃ遂糾をお§っれ時/y/･り･良乙ぃわ紅て.むりヤ

泰実馬衆にあヽいてはカヽなリ恒い痩辞ヵ対賂高曳岑にま｡じてし,るsと

がわカヽゐ｡　ま化咽り刺此尊由の切肖から求まる凡一皮蔽におけゐ

反の箇波早雌1加酋乙比には濠胤征杯性が盾芯められ､S£凛良

の胤い方が寿西己比も欠きくなっていゐ｡　これは前奪り柘象

と.よくー致吋る｡

　Fり.4-6‘゛fヽした酵.素の4かにもヽ公と昨橡吾6乙比はぷ史

馬飢の蘇回内ではJに尿捧ゼ.ず愛丿吸41兼内で一幻直どなって

いる｡
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　臥上の峠粟より､Fe-S£-O系の場なには■5抜雰&における

湊融､帯中の湊賓･j釦ヒl割1ビ.んどなく､4融､岑｡山り砥ぢ

乙茸&の系乱収とはほぽ岑しいとみるこビ｡ができる｡

　つざlこ､波相糸瓦域について皮ヒ｡○と.の早樟1蘭捨､を1噺べ`ズお

る｡　ふ系は肌によ｡ゐ墳･凄岡の月t西隻反齢の差か系であり古･く

カヽら今･くの膏瓦をがあゐ｡　瓜による哨､昶μ)陵S隻疾必ヽは(4-j)

式で系され､その早雌1叟獅こは(与-4･)最1ヽヽ斤､されゐ｡

sむ02(ヽs'o友y)=む十2Q

Kぢぴ幻=&ざ£μ)･淀o(幻之'/as'£Q

(4-3)

(4り)

ただし改sい幻､a｡(4),4おのおのs乙と.0の5粛痕乞一隻量/ぐ-セン

トぞ表わした無憚希丿奪4或乞差噂乙した迪量であり､また

心むQJ刹g4ぢJ2を詠量の樟俤状恕にと･った｡ふ曳島飢で

は､5略融､帯ヒ.石気奢2.を侍糾､させていゐので､asむo2=1とj

れば`(今-4)えは(4-､タ)えヒ.なり､ぷぶよゐ晩醇ムの塊匁権14

(孕-ぶ)瓦て゛示､される｡

　　K以(幻こ=況sぴ幻･淀o陶2　　　　　　　　　　　　　(4-ぷ)

　　Kk(戈)=EMに(4)]･E%0は)?　　　　　　　　　　(4-z)

か吏馬無における以の5農度齢囲においてK気(t)|割割が-えぞ

あるどしてF匂.4-今の喬合粟から或j)るビヽ匈心副)゛-ヽ夕./今

と.なる｡

　手衛叟数KJj)は唆度のみに冰各する関数であり､浪胤t更

め奴ぼ組応`に&らず一定循と｡なゐ｡湊凍丿味方法ぞは瀋あヽ曳考

の娼L求を直椿珍1茫jるこい4咀超べヽ`あり､客別覚においてlt

j則温含バなっていないのて゛､糾弓力ヽの者冰､で温皮包椎良-する,処

Q3-

｡,-､/



零がある｡ふ曳馮剣k埓におヽいては､吹､練這嵐はa-&-o系

舎金りぎL或早雌T遺嵐ビーなり､組なに冰4し･c今少灸化jるも

のビ.考えら紅ゐ｡　痢章によれば､R-M･し-む系ふ虻の薗誰冷

槽t遠庶ヵ゛R-M,およジFe.一心両2政命狐状略､咽の4始命気

の勾函乙によリ吏加､的に東わされ£こと.カり寵槌さ飢化｡Fe-

a-∂系におい･も明淋､の蘭孫が叙生1るものど1ると.､堰痕

は波匈申｡泥と.0.渫痕･Qよリ(4-り此で表わさ鋭ゐ｡

　　丁(K)-/∂//一//,4〔S泣(4)J-μ.列:%0ほ)]　　　(4-7)

Sい心:る奴り妓厠這度侍下李乙しtは輔奪の鈴栗を､また

綿､奪にフい･は革舒らク.)の糾一栗を唄いた･參軋馬如隋集に

つぃて(4-7)£乞迪痢してJL康t計刄する乙､/お/~/､タj7°ど

ど4リ(岑均で/､ダJ､タ･ど)､この剱煮の爆皮良勧ならぼほぼ

寄噛凍馬虻であゐビ.みなオこピ.ヵぐできる｡

　手璋1定数.心ポ)は､4量を詞互作吼係数.乙濠煮で表わレ

整握クり(.ば(今-∂)丈k｡なる｡

　　恥戸くsぴ4)=句{〔%&(1)〕･〔%o(4)?}

　　　　　　+希り雲田　+句,､以4)

+之{向μ･4･+ゐけ1‰} (与-∂)

か貧馬兪においtはS`乙およ･び`0は比軸l的花5粟嵐で`あり､刄詞互､

斥呼μ振数Lガは旬亙詐哨勤,ィ系躬こぐに&リ

　　戈o∂Jよ=ej･DdJ
と.表わされ､(4-&)414(与-/Q)此となゐ｡

　　絢向い幻=･吻{[sSa4)]･E%o(e)]‘゛}

　　　　　　+{eh(4)+ぇe.を(4)1･[%sa4)]

-/24-
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　　　　　　　キ£e瓦(4)オλegば)}･[以)(幻3　　　　(4　-/o)

　　en(j)に関しては今くの靭浩があるが､病奪のョ1:奮4,に4;リ

&λα.･JJ.゛)の埴e託ほ)=∂.a744包哨いゐ｡

　eを(1)と.しtは､妁=4らタ)およダC応戸奥9.4･,JRぷ?･'゜)･ま

H2/H20耳樟?建､によ.リそれぞ収-∂./∂7､-∂./ぶ､句心,

Ts9,t.-7Ts　l乙a　J'.　″)･4:　5匁4矢のな月t6隻恥1針の唄ヽ1丸よリ

-∂.ノ2ぷ､&石･,1.c逼JJバ2)はCO/ごQ2茅雌lj良tこよソー∂,/j/

いりノく塵t勿羞してぃる｡　､S夕y｡ぶ,む4,,･､.jFμ£｡友'陶は

CO/CQ2孚倖i法･こよリ瓦められ友S･c4,t.cλ以J.｡今津植

を.椎.焚し11おり､J4･,t.&4･,tλFぶ以む･吻もまた巴を1･りと.して

14-ど)./3t刺虻喫していゐ｡　し良がって､;4;;ヽ万升屯にiyいても

ヽぢ4a.cλ必Z　4j.　゛)liよる　巴を向=-∂･/3/を同いる｡

　e灸(4)は(4-･･)瓦t痢いてeyは)から栽め､ejぴ幻=-∂.23

ヒ.した｡

巴瓦 =ぺM以/M｡)･巴を+o　/23o)･{/-(岫･£/M｡)}

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(与-11)

　Msこ､M｡:　それぞ政応および○の原ふt

　巴g(ぇ)と.して14､琉£u友野心による乖lt撞乞ふ餐馬虻良

痕Kまで外祷して凋･られたd(4)==-∂.之/を.噸いる｡　なお

刄喫馬麦において刺眩黍は比車虻妁汝湧L胤であり､d(4)の燥4

齢測Lし･.t純栗に勤響はない｡

　薯衡支軟絢洵四)はヱれの島姻互作用息μ系紅を俐ぃk,f貧

馬斐樋tから軒峯ぞき､

j.9Ks£(j)=-､S`./1　　(ほぬ(4)]くa.4)

-72ぷ-
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ピ･なる.戸り.与-4の泊一粕緬.賑`に対して取した喫糸繁14ヽこの純

栗にも乙っ`゛いて計肇した次と.0の5輩皮･闇丿至である｡　これ

t杷の騏t名の始集ピ-比勲河れば`Fり.4-7のようl゛なる.

かM免における勺心･‘4)お4が`j･7μ1ぽ)は今くグフ石苛免m°)

僕)哨2°)のタト特植乙ぶ.く-11･こしており､こ杖よ.リj妬為i､庫はS£0之

と.の茅盾i槌徽になっているもの乙邁えられる｡

　以tの裾菓によれl式Fe一皮-∂系1式.糾･岑4ヽ岸高曳･軸期

に14､石灸奢ヵヽら建-､融､帯へのSU4び〇の袖抽:カぐあり､4融､

4々の劣賓漬度乞&o2　k.の孚葎r組ぢ`にま一(゛渫化さtゐこ乙

にょリ祀弟祉態､への到疸を及レ､祀索杖態､刳まtkは､咽5机

外葡の波側依靫痩尊層恟における湊嘆･潭化乞s乙ひ2のt

政乱必によっズおさえ､嗜,勘､寺の,りレワ｡奏賢り恥虻t痢或辱

柘の讃皮乞|訓ず岑しくしているものと一椎.萩で芒る｡　11なわち､

Fり.4-仔'゛票ヽし化Fe-ぢ£-∂系徊し糾の冷1吏岳呑莱は1べ`てヽ

咄体公政泉柘涙態,において乎瀕i･る圀詞(ぶ-4欠)おふダ

成詞組ぢt尽していゐものとみることができ､し化が`って倒虻

の勇痔仙･には濯ヽ1吏去咎栗をそのまま刺用1ゐ｡

4J潟敵

4,.4,1　乙およダj■(s)･攻支.

　Fe-ぢ乙-Q系にぢいて､海奴々の翁濠○(4)とJ一奴守の綿､載

0収)と.の竿禰UりS丸ゐと.戊式が政11る｡

　　どaごα｡(s)/a｡(t)　　　　　　　　　　　　　(4-/3)

ヘ

心 こI(おいて､ど｡はj匁舷.と.5‘-4K閣のi雛蔵のか面己に蘭jる

-/2乙-
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乎糟i衆牝であり､ao(s)およダa｡(幻は濠衆を重量ノヽ?一乞ンドで`

羨わレ化讐根寿濤ヽ5奮体乞基導にとったぶ-4知おヽよび5參勿沖

･西虻奪の迪量ぞある｡3含{t相互作網径彩こE潭度で来わ

嗜し(今-/3)弐は(4-/幻£1なゐ｡

　　戈･祥な　゜･匈∠,.゛和戸石s)゛叉9f訃s)

-{j9μ(1)+j,りf釦1)} (今-/幻

　　　　Z-｡=[ZQ(s)]/は0ぽ)]:醵蔵の延]或早揖i柚l己比

丿弥参支については病述のように向がμ)は餉§互作翔励係彩こ

弓'･4)によリ1攻喪で進加

　　一句∠ゐ=･句Z-･申J･戸沁)々ムバ釦s)

　　　　　　-{G･t)･[%oほ)3キet(4)･E%ぢ£μjn　(4-匈

　捧獅ら7･)｡ぶ-4欠の葡良棄5略斟胤に蘭才るヌ;苛軋･こよKばl

Fe-0系､における1§隻棄･癩点孚撞仙一私比は赦素濠胤によら

f　し松がって湛瀋jり家疼し`ないで一吏である｡　この関･洽

包(4-/タ)式に代入吋紅rれ

　　j･j£な-j9ム=希戸?(s)-e沁･･r以)帥]

　　　　　　　　　　　=coフt､sゑ　　　　　　(4-/刻)

とノなる｡　ここでj9jご(s)にっいても

　　ムJゴj(s)゜eg(s)べ以)(s)]

と迩加

蘭イ疸カヽら

　　巴μs)-　e§μ)/∠.｡　　　　　　　　　　　　　　　(ダづぷ)

･なる｡ ぞこぞ(4-/z)£に､d(1)=-Q.えド忖　6=∂.∂%タ;)

乞仇入してtキ貧し乍ヒ｡ころ､本喫馮免条仲下においべは､(今-/幻

-12y-



礼にお吋る{∠≒fj(s)-d田,[y)山]D)項･影濯は寅馬飢

4灸差に比軸ヒしてはるカヽに,jヽjく､(与-/タ)喪はつぎ`のように崩隼

に也抑､ぞきること.がわ力`っ牝｡

　　j,9∠1)=μ戸｡･十1守Jジ(ヽ5)-elり){%ざJ)]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(今-/7)

巴石 ぽ)として前述のどおリ&叉･t&ん&Jy2)の植､-∂,/3/

を使用l.てヽ戸り･4-41゛氏した劇宛結果を(4-汐)え'゛代入

し1針葺レたと.ころヽ{ム句乙一今戸万(s)でyとtバ尽タ･4-j`

lり吋持栗カリ埓ら飢化｡回申盃tヽ系し牝無差範翁は､蘭･(系

jゐ放今の加祖鯖虔よ･)権史し化碁欠省灸暴乞尽才がヽ､唖｡弩

報メヒ乞さけゐため脈麦妁な測吏禎についてのみ萍､し化｡比軟

の化めに､函nlら之/仙Fe-○一瓜系における潮釦漉にっいても

朗攻の針葺tおこねい朝嗚匹冴､1.咽のよう･こ､{勿乙-

句ゴで(s吋は回湘申のぢa寡皮[Zぢas)Dぐa.　1　ツ｡までは危､

j恥こに4カロ1ゐ｡その4kわずかに増カQし､ついでj澱少`のj頃

仙t瓦1&うになるが､省帆差t涛廣パれば|刮t一似茜乙おゐ

べ`1であろう｡　咀の紺.軸と.の友j､よ･九句乙が`がまり､こ軋

と.急ヽ〔zぢ乙(s)3における仁£リ乙一希7f釦s)}の埴口)差゛`

i=トヘ戸`y(s)ヵぐ貳さる｡仁句乙一右7f釦(ロロ:sぢ6(s)]

に蘭1る/戈尤で迩拡jるこビ.はできないので､L‘X良陶]!叫

まぞについてえ攻式,で吏紅jると.､

我戸ゐ==一〇｡72ぷ(乙=∂.//9)

･匈､バ‰)=-りHyに(s月十ぶ)Dぶ(s‘)]之

　　　　　　　　([S成(s月£∂.7)

-/29-
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Fig.4-8　　Relation　between　£1･gぐ-1･g=ぐ(1)}　and　silicon　content
in　solid.
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と｡なった｡

　妬･qら゛りり溥ヽj丸X濾カヽら14､λ哨どo-･-/,/2(ど｡=Q.Q　7が)､

λ゜JJ石s)゜‾フ'4£詔μs)]カツ零ら紅ヽ乙'゛蘭しては本創免

の方カぐ吹きなノ(直ヒなってJゐ.　ムJJ管(sn゛蘭しておれぼヽ

ふ軋凛浹における[･M£(s)]が`a.∂72zと乙).c4S･3則史嘸t

幽扱進加､レt埓ら軋る句酉乙･4対ヒ,なり､ほぱ同妹皮の犬き

1さであゐ｡本釦映から塀られた∠ゐ･4､痢遂･護1によリ

1==e.-aえ叙奇系におけゐ西貧裁の痢丿攻平尋1か配比ムoと.寄し乙

なゐ｡そこで､a-o2政を系におけるat気の歯jt孚蹄↑奏西も

tニヒ,に関する技集･唄ヽ漬丿廳ヒ｡あ曳馮爽始･粟tt比庫良してみると

気&&卒-7のようになる｡　ふ裳丿映秘栗は面哨ら之/)の植ふり14

火きぃが､八/J&jヽ2幻カく､刄丿以､s･　4~どGo充おげりによるぶ-4矢

の1隻素丿昔角4度の唄り吏拐･集ビ.､フ辱ゐr｡�凸り,｡.aj?址ょ

る沸赦の齢凛湊鮮皮･j則史績菓ヵヽら晨め糾幽､a./ぶ々1リ

はちぃさく､両尨の11ほ゛中間の功となっていゐ｡ふ寅為釦4る

昌カぐ〔S5‘£(s)]ニQへのタト祷福であるこど､ならびIUヒ奉6勺

捨酸素渫虔蘇明(迩相剃の醸和東良カ勺加/=?-以y)に

おける濯ヽ1史槌粟で軋るこヒを考え合わせれlざ､オむk｡り渉1丸値ヒ.

の一致jtカヽ4リよい｡

与.4.2　6゛一奴申におけゐむによる雌.酸jり勣についで

　一敏に､暁葡気瓦妻Rヵぐ鯉､キの1腺濠t反必して鏃メし吻尺｡Ot

£ま-お1る反齢の手浄rt角える1･､噴ヽ.斂冲および盾体赦､中に

ついて吃れぞれつぎの昶ごな蘭狼1ぐ収■1る｡

　　尺xこ)九==t尺(λ良)十乳○ぐ,k政)　　　(与心･))
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Table　4-I　　Comparison　of　solid-1iquid　equilibrium　distribution　ratio　of　oxygen

　　　　　　　　　　in　Fe-O　alloy･

lnvest19ator
Distribut10n　rat10

f　oxy9en　LO
Method

?111er22)(1959)

ischer　et　a1.23)(1960)

h1Pman　&　E111ott24)(1963)

111es25)(1964)

Hepworth　et　a1.26)(1966)

usano　et　a1.7)(1968)

oka　et　a1.4)(1968)

ischer　&　Frye27)(1970)

his　work

0.1

0.02

0.02

0.184

0.059

.076

0.091a)゛

.144b)゛

0.1c)

0.119

?aken　fro扱phase　dia9ra重

one　l暗1tin9

aken　from　Phase　dia9ra皿

stimet10n

Fe‾H2/H20　eq゛111brium　&　estimat1○n

O11d-11quid　equ111brium

one　meltin9

a)f=0.2　mm/min　b)f=0.37　mm/min

one　meltin9　c)f=0.16〃0.49　重m/min

Zone　meltin9　0f　Fe一S1'O　a110y

｡Est1皿ation　in　this　work



　　　　K尺μ)゛　α尺陶゛･沈o陶゛/αβ｡Q,t.　　　　　　(4-21)

　　　　KR(s)=　a尽(s)゛･況o(s)`/沈β,,tQt　　　　　　(4-22)

化だし､a尺､淀o14ぞれぞ政尺およダ○のj農岸t垂量尺一tン

トで豪釣した蔡殯寿5奪湊4t集噂ヒルた4量ぞあり､

必尺､o､1刮匯群尺t.0九乞籾1導状態にtっ友4{である.

ま牝(ヽs)､(j)はそれぞ`れ回休･蝕､およ心`魂､昶呻の植であること

ti=f､-す｡　ま良Sj机早樟1遠凍に.あヽいては､Rお4心`Qの痢喚洵゛

1ひQ蘭して､々aびRお免劇(ど凡､∠ゴ｡により承さ飢る(4-2∂)､

(4-　/3)£の聞･係が収立1る｡

　　乙゜尺=&がs)/4尺(幻　　　　　　　　　　　　　　　(4-23)

　　∠.゜｡-淀｡･s)/沈･μ)　　　　　　　　　　　　　　　く4-/3)

(与-22.)礼に(4-2/)､(今-2j)､G-/3)攻,t代入しを3埋オ耗1が

　　Kg(s)=K心幻べどR)゛ぺど｡)`　　　　　　　　　(4-2¥)

なる聞孫カり専られる｡　この助掻4､哨斑｡利斬5良胤における

薗加･昶いヤの尺による胤1厦茅雌1良勣こjく尺(s)乞､j粂初1呻のそれ

よリ椎｡庫-すゐこtのできゐ一身い

　尺が瓜の場4-には､尺,n.0tは瓜02.ヒ.なり､したが`って(4り4)

£は

　　パs£(s.)=Ks£(4)･どs･£･(6戸　　　　　　　　　(今-お)

ヒーなる｡　､sい園浪.脊翁平樟1叟敢,Gい4､前庫の緒募,tよ

敗ぼ

　　λ9どs,l　-　-　a.　ぱλ　　　　　　　　　　　　　　　(々-2ふ)

ぞあり､ま化匍識,早蹟i5藍嵐における3落4丸守のs乙既看μM計t

教.向げりおむ9ヽ``S隻素の与葡己孚4i祀敷.ふは､痢述｡t･ぉヽり本

-y33-



喫丿味紗粟よリ(4-/2)£およy(4-･9)£で与七られる｡した

カち1､匍或茅4豺5盈犀におけるざ一血冲のぢ£による液葡UR耐飢

敷向£(s)4､

　　λ゜Jμs£(s`)゜々沈s£帥゛心(♂`‾タ″/?　　(4‾゛27)

　　　　　　　　([%ぢ£(s)]!　Q｡､S゛)

と｡なる｡

　(4-27)ま14､4量を旬tみ網係岑kと.j粛痕kt``爰わ1と.

(4,&)虎と.同昶い､今一之∂)式,Eなる｡

　　ゐ?K託(s)-ゐJ{[SSiL(s)]･E%○(s)ミ1之1

　　　　　　　キ句が2(s)そ旬丿灸(s)

　　　　　　　申2.{向丿沁)々々j咎(対　　(与心り

丿畏(s)は痢希lこよ.紅ば(与-2?)雀,ぞ麦わされる｡

-734-



　また､孔おぶダoの励5攻々1乙平樟T丈数∠ゾk､∠ご｡,c剥して､

を沈童祇数の遥を代入レて計蜜巾･tlt喝粕払μ心夜頷維砂

の孚葎i関括､を迪,庫jるこい･ぐでi!る.　Fり･4-々申ら嫁,維ぞ

取し牝タイラ･fンはこうして柔め紅ものぞある｡　斥一交2政冶

疸におけるS£の囮丿良平雌T冷猷ル巳は､痢斎にふ政ぼ､j良詞捗1

の&j康度が∂~∂才%においてはムざ£-∂,7Q~∂.72て゛`あ

ゐのに女才し､咄核､皮∂2平瀕忖え態､にある戸e-な-Q系では循

のように£心は約∂.&にまで`4犬し､5則吏釧i巣をよぐSt13貝

嗜るこどカくぞさる｡[S&(s)1=∂,oど)2における渉1弘埴14､

計衷躇カヽらカヽなりはずれているように免tゐカく､乳の今新頼

痰乞寿えれば`両渚にそれほビ戈きな差があるわけではない｡

　F･:J･　4　-　4　のぶうl゛ヽE%SL(s)3がおふそ゜.゜ヽ3%までは齢濠の脊

配比は戈きくなゐのであるが､ヂ蔓の丸のj私加によ･リ良加々

の紘表濠痕カiヽ悳5牝にJ1､念くなる化めに､喝粕申の扇紅黍渫痕は

j片ケてる.　しヵヽレ[%次(5)]がこれ乞こえゐと･､訥こ詞々のS浪

素渫良があまリ曳化しなくなる参め､匍粕々の結濠潭洙は差

,引釈々に楯'カロしてくる｡　　そのj汝､[M;£岬]が`と).7%をこえ

る乙､j子(s)の粟･イヒが`ほどんどヽ`なくなる化め匹面虻泰の寿耐b6

がほぱ一定漣乙な･八ji詞申の面嵐妻5嵐嵐りj咸少にしたカらて

朝畑申の葡隻豪丿庫度は粂びj片少しはじめる｡

4.4.､3　参馮曳a一反-o系差をy疑援]通冰1における

　　　　月t西隻挙彰について

　llで14　Fり･4-4の槌粟乞刻吊してヽ薗3礼孚ルi5盛曳tこぢいて

福メ本SJぇ乙年撞jlる盾柘ヽ奴八一支-a系合厦がJ緩癩-4るf聚
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の晩西良今彰について諮その練ン討を加える｡

　まず4是癩遼紆ヤっね,4芋雌丿玖態ヵ伺象乍れてぃる璃きにつ

いて考粟jる｡この備居にはっぎの旅晶反必が`μこり､

　　∠-今.ふ9.→δ`一公｡.･十sa)2(s｡太y)(4-､μ)

J趾園tl僻にはヽFり･4'り冲の自相組蔵`t瓦す貧素摯ヽ並の糸a

威ヽのぶ一赦に劉速吋る｡この徽排維域ヽは､漓IL固秀&にあヽ

いて哨｡洵々へ徊K出､される乳ヒ.0によるS,ズ)2の生政反むを念

えれぼお庫でさる｡　オなわち､(4-∂3)攻が収此し､

　　[xs乙h-[xs£]　　Mれ
〃

㎜

(々-33)
CXO瓦-[XO] 2M,

　　　　　M以､Mo:ぞ飢ぞ`飢ぢ£お&び○の魚子層L

この勧翔糸旦収TZ5Ji､E幻)]£としてF卵.4-々のj抜オg肩L

成`t乙り､朝回の薗粕組匁を尽ヤM漱しの友瓦tボめ軋ば`よ

しへa　　　　またその燎豺出､乍るぢ泣z曼は､:ね籾組綬と｡巌糾系色

殺と.の隻から誉ヤ刄できゐ｡

　Fり.4-9　1゛　示jようにヽj抜湘今の泗lgSに衆求が゜./X臥k

の璃かに･4ヽ計｢ぶ､する心0ぇ童は参匁7寸くな之なゐ｡ま化､

誠オ召l柏議ヽがヽQ.z)々.%皮以下｡嶋な白如柘陶ヽ々の恭良巌庫良

が`増如の方尚に､ク.a今μ次以よ､の場なにはざ£j鳶良4カa

の者如に､そ気ぞれ誰､相他L版力ら絃固疸打吟に衆北｡するが､

∂.と)ダ%心､a.o　/j　x　O　緬､成ヽの迪4支には転収t化が4<､そ

の維旬のままaoぇをが｢血レて潅t園が祀1才ろ｡　この44矢

組成`は､(4-7)式力ヽら戈`lる哨旅早障U盆嵐(1なわか槌疲1蘭

始浚席/)が最もふぃ(/ぷ､EEμ,7°(!)徊1収でヽもあ私

一/3乙-
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a
a
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100

0

(0.0021)
'oヽq(0.0072)

(0.0033)

0.01

(0.0310)

(0.0134)

ぐ01F5)
(0.0310)

--o--　Equilibrium　maintained

　　　　　　　　　　　　at　aU　times

---x---　No　diffusion　in　solid

　　　　　　&complete　mixin9　in　Uquid

(

|　　　|

1(0.0422)

(0.144)

) Concentration　of　Si　in　solid

　　　　　　　　formed　at　fina1

(0.0957)

ド≒
(0.318)

(0.197)

ゝ
(0,298)
--

(0.498)
(0.498)

ao5　o゛1[‰s巾　o°5　1

Fig゛4‾9　　Amount　of　SiO2　formed　during　the　solidification　of　liquid

　　　　　　　　Fe‾Si‾O　alloy　equilibrated　with　Si02'
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　与e吻'む'-ぷMJ6りQ差`9°ハt　Fe･　-　な‾Q3叔冷寡状豚姻

にっいて熱･カ孝的に糾紬な減:舎4をカロえているヵぐ､才象らにJzれ

ば､端為い==e-ぢ£-∂系屠金t湊却したj希為:に熹｡ネ刀に(4-J2)

£の共晶反良ヽがおこる組践`は､∂.Z)∂Z公､∂.Q/な%∂である｡

こ札に忖して､戸or4･a�μJj/ハい).坤･%完､∂,o/3　S　Oで

あると.針庫しtおり､上､に浮､したか曳､肺l齢策はa,wむヽyμ'以

の針薦値ヒ.一靫1る｡

　つきヽ`K､F･~･4.�e芯Jj/)が靫り振っ牝のと.哨穐の臓凋

榔曹､につい叉省十峯してみゐ｡　嗜なわち､固相内核､黄虻.がな

く､誠丿匍凛お4兜座消=奇状態tヽヽあり､之らに岐軸L匁取吻(

sU)2)は錬生政などの靖雙が`なく咀3捉鴬痴において包

由K析l､-4ること.がぞきる場赴を為える｡

　洛融､居産の一膏恂4瓦朝IQ蘭吋る､SsCム心£の故32)

　　C£=C･O-ゴj)(∠'べ)　　　　　　　　(¥一34)

　　　　js　:　)随箇々李

　　　　C･:瀋ヽ嘆の昶渫束

　　　　a;jいこおける立測申の參噴浚良

　　　　ム　:　渚嘆･薗浚早層でr奏配,比

包朔いて､おを0.7ずっ増如さt､その間ムは釦ヒしないもり

乙レい眺哨偏折1心る浪箱冲のs,lおふジ肘家衆の4カoUヤ

聳レ､そののちむこ)ぇ折叙による心､∂の泊責量を袖`正jる｡

この倖詐£ムカヽ･ヽ∂.夕になるまぞくりかλし､浹相組収司Ub

t對庫々る｡そしマ､最攻グ)(け方j)=乙･,/の凍粕14隼衡

癩一困才るものどして埓られた齢巣は7吻.4-9の石良維のよう
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になリヽ孚禰p腿噸の塙会と比軸ゾするど､sび2.の系魁ヽ柏淮董

にはめまり戈きな息lt槌ヽめられ.ない｡　　化だし､∂,Q3%心肉

冰でおヽよダと).之ss乙(幻攻tの璃をには､幻ずかなカぐらぢ£○刈弁

良董のj肖少心ゆ恂が`認ヽめら紅､4是唄兜刻kに鉢紅鏝､をお

こなうこビ.･こより､瓜○之{が槽加寸る笥鎔.枚､の為ゐことが`鳥

tられゐ｡4お､洵1薗進行申の匍訥｡外面における朝漁両畑

の知一敢はヽ平4p腿癩の4庖叱同キtヽ芦侈4-仰゛爪レ化4瓦魚`

ヱを.そkぞ奴tイヒ1るのぞあゐヵ孔　Fり･与-?呻に省£し孔数糾ヽ灘-

禍榔の&潭嵐カヽらわかる&う,

そのt化t14ヵヽなリ戈きい,

Q､茅葎D腿園の嶋迦･にくらべ

　j剱愈威D)j疑匍鱒匹.おける岐葡t反むに哨してj4､緩牡まぞり

ところほ乙んど`角恥3月されていない状怒にある乙いっても&い｡

しかし､海雇哨が･匁ず4瓦癩1る以jl､この刄沿はさけることが

tきない糎.象であり､々辣､のl｡か野における面軋･迪幕かs

望ま敗る｡

　　μ.ぎ　緬･吉

　偉差峯嫡に略為曳汰の呼μ､乞必掲して朝4ぷズ)2戈匁板豚に

おけゐ‘Fe.-S乙-Q系參洽漉の頌議､判對蘭･係.を3則更月'るこ乙

により､ぶ-4吹｡々の皮どoの平尋i蘭祷､乞式tし化｡

　屏雁冲のn脱翁jり齢釘れLは､朝5良竿瀕i湛｡良におぃて

　　.無戸く以(幻-J7沈s£凶･心(j戸=一ぶ,/1

　　　　　　　　　(LS公(幻1<∂,ぷり)

となり､4吏吏の5則良繕しよく一励こ寸る｡
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　哨或早樟討簒良におけるs‘一旅､呼の皮賤.西t平顛i蘭.孫は､

収万の武で蓑わ吋こどがぞきる｡

　　和戸λsびs)･,えQ(s?==-7,/9　　(ESSL(s)〕!a.ご)

　　　　ゑ:J　j;2(s)=a,oね[sぢいs)j

　　　　joJヂsいs)=-/タ.?[%○(s)でl

　　　　j･Jj訃(`s)=-7.∂伺:%5'乙(s)]十∂吋%宸(s)?

　　　　　　　　　　　([Z乳(s月盛乙).7)

　　　　和回=`§(s)≒∂
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享5隼　M-sいA見株を既a軋平樟iに

　　　　およぼ`す徊のJ妓福の影偕

　　5.7　糸1省

　･鯛遍冲,りt娼し柴品の&賓乞雪j'る氷屡馬々在吻の圭な

もの£して､月t酉楡=4ヽ1の44岡へのjか加,c起S才る酋釦ヒ吻寿在

向が`ある｡

　5略4哨乞M,･し､a､AIによヽ戸匯か月t葡t娠∫tし良璃后には､

拓1禽ぞ述べヽ化ように､敗面隻t匁吻か州U9隻反必時に為tを､

吋襄に好遠1ななシリ斤一ト緬.鎧丿焉を通.過-すゐこビ.によリ鴻LI昧

か限が如j11≒るためヽこれらのf次月t嚇l色政吻のほ乙ん1ど`は4岡

恣外にか禽1セれてしまうぞあろう｡　こ紅に対して､海1ご廊過

妊.すなわちjU剔匯.£葡相桐い)闘におぃては､瀋-4哨｡温皮楕

万およジj疑匍に琲ない発主才るぃわゆる2.吹咲酉友主叙吻は､扉

准哨の妬･ぼの堵欠に加t､晶血した昶丿陪晶の対､にネ省tさ飢る

可脈性､が欠きくなる化り､その4t冷軸1は氷奪IQ困靭1k.ねゐ｡

しヵ`し一膏では､海是.集作相もまた起,こりにくくなり､マクロ妁な

戈き-きへの政長も桐7制されゐものど篤えられる｡　し刄がって､

舶嘔剱吟にjぢ妬吋ゐ月む酸主政･吻乙しては､比車釧内素14左のか

さなL攻生お吻どλ,攻主政豹μぐ主なものとなろう｡

　これらの勅L4tの,1ヽさなか在咽yは比表茄f顎､が火きいため､海鳶

匍の速灯による平倖i蘭イ私の曳比の豪多耀をうけそjい｡一

敏にあ浪t4ど化呻瓜必ヽ迷度ヤ広勣こが速いこど乞鳥え后jっせ紅凪

刄型加抄幄の剌ロ柳のよう心疑哨後ヵヽなリ晨鴫開嵩温縦鯵がつ

　　　　　　　　　　　　-μ柳-



っスようた象埓でぞは､これを脈視すらこと.はぞきない｡

　このような)鉦廊による敗齢､生成吻･析&{､およy吏の組成ヽ､

斟徳肩しビを知る化めには､覗赦生政物k看岡の竿漣i関係に4哨り

潅1圖が`い力ヽなる影響tおよ.ぼjかを知ること力ぐ･沁參て゛`あゐ.

寮7奇およが享λ鼻ぞ14､匹一支-μ権心･液透良i靫ヽ吻と｡j‰如4

乙り冷葎哨a係について迷べヽ化｡寥3庫ぞはs‘-.奴申における鴎.､

炭の料吻栄妁ノぐラメーターを明らかにし化｡また寥与庫ぞは､

本ヽ液酉t反必の基本系のかとフtヽある良一皮-∂系における噸

泊､平坤1関羽ミ､を渉丿吏レ､s`-4支申における泥-と)｡牟峰r蘭尿t

攻支し化齢粟にっいて迷べ良｡が恥こおいては､これら訥奪ま

ぞり塀られ化如免をも口こしt､/ヘーぬ-μ冰簑尨液函t判鮑

におふぼす4岡のj蹊厠の影響について城丿才レ､4哨の)綬固l(ど

もなう暖att肘吻分化吻の4枇か､あヽよダ知｡於釦ヒ,について劣

象t力oえた｡

　　ぎ.2　M,､.一宸-A見様な膜葡隻t政内乙芋璋ijる湊両り

　　　　　固支早樟でr関.イ長

　まずM,t一瓜-μ複を膜齢､した4閣の歯雄.斗撞i蘭孫について

被討･る｡

　才ぞに逐べヽたふうに､寥/命におぃて､Fe-/4-乳-A1-○系奴

なを(Mい-SレトAえ≒/S)｡渚喬に昌友,妁/､タj､rら･こおけ

ゐj剱高斂舷吾者乙膜i抜主鮫吻tの平葎i胡孫､｡冽支系昔莱t示､レ

た｡この姑采から､廊捗ÅねC)36恢尋辰剱にあゐMJ-､5‘Jf

Ah03系丿參高私翁北物1平槽T才る5蜘圃にっいて､一吏･Mり宸

一叫5゛-



衆のも乙における瀋4凩々の5レQの乎41閣･係が貳めら政ゐ｡

この関抜は､喫馬気ゑ件から4て喝決浄葎竹良度におかる妓旬娘

収乙みるこどが`でtる｡　そこぞこの5友加･乙芋葎口≒る咄相妨L

収の才趾庫包こころみる｡

　M､､次の朝λ如恥果捗T関孫に開レては寥3庫の紗蒙t剌

痢レ､○のそ乱匹蘭しては寥4庫｡齢巣を俐いる｡吋なわち､

　　ム戸jM･ヽ.゜･匈淀4メs)/必4ヽ.淘゜‾∠).ノ妨　　　　(ぶ-1)
　　j守応乙=･　今戸2J,(X)/応､5･£ほ)=-∂./ぢ2　　　(S`-2)

　　心Jど｡=･　右μむ｡,s)/必｡μ)=一a,　92y　　　　ぱ-3)

ここにおいて､ど心､ムk､ど｡,4それぞ綬扉冶矢どざ-j良開のM九､

s乙､　こ)の冷@乙に関1る竿摩沈jkであり､沈むs)およダふツ)

･4､導痕t童董バ･-tソトで表わした折､椎秀噂ヽ端ヽ体を業導

にしっ牝ぶ一雁1およ心`奥4矢キのえ政奇の41Fら沁ゐ｡

　これらカヽら吸餉維哉を豺崔-4るには､沸3粂毎4び寥4庫々に

1ぞに紀し化1ヽ政か瓦黍闇の詞互加明伍数以外に､勿沖のAえ

乙杷94嘔孔黍いり闇の瀬互加剛ならびにMJズ)との問･朝

互作哨の欠tさを如る叔季が`ある｡　レカヽし廊1奉で爪し化よう

に､雄兼呻のμ〕4:辱沸Iり盾.准度で`･あゐと.名£られるのぞ､こ

こぞは奴の影響は楓刺Lする｡5良掴々のM,ヒ∂ヒの間の相

互詐哨に闇しても､それぞれ

句774)≒Q　　向jλ(幻≒Q (ぶ`一幻

と.吏加

詐哨に関しては､馮渇はj則吏包おこなっていないのぞ面日lら之)

の乖』吏紐巣を哨ぃる｡才なわちJさに)は牡細々･Mべ胤度L

一叫6-



によ,リ攻£で条幻之れる｡

1

.ムJjl`(s)゛‾ふjj乙[%M`(s)j子ぶ゛゜引ぶM`(s)j(タ‾タ)

　　　　　　　　　(Ezトノk(s)]這∂｡2ダ)

梢J2`(sjこ一乙).2砧

　　　　　　　　　([%MJ幻1ン∂.2夕)

(t-O

4た(ぷ--n丈の/皮の項の径数パ?.?(s)よリ己k(s)を菜め､

　　尤cl　jユぴ)=一7.　?δ[zo(s月　　　　　　　　　　　　(ター7)

乙進加､オる｡　之らに咄5攻早尋U墓度は､奏3命の(∂-n式じ

寓与庫の(4-7)式/を一緬-かわせ牝(シ幻式によリ惟鴬-すゐ｡

　　丁(K)==　/ぶ//-4.73r%M以幻]一//･与[%S'£陶]

　　　　　一　乙2.ぢE%○山j　　　　　　　　　　　　　　(ぷ一タ)

　　　　　LX心)]:識詞中･7成か､准嵐

　姑莱包7句.5'-n゛jiヽ吋.1なわちヽ回のt側のλ本‘7)戈`･`

曳娘が第1粂の紗莱カヽら計聳したMJ-SJぇ-Ah恥丿以.

叉乃フ`七令樟ljる消､裔1樋L応ヽであり､M4濠度が∂.∂%ならジ

に∂.ぷZのj葛舎を爪j｡順｡下々jのえ乖グ)が､い唆4虻14､これ

らの滅胡剌1坂から計庫され托順こ粕船L収包牙､し､糸S釧い4平

璋H≒る固-5在｡舶1咸ヽ乞示1刈ラ･{ンである.　脆詞々Mc粛

虔カぐ一忿誦ヒ.ならない｡は､共荏兎素･於そQの畑互作凧勧果に

よリM九の肱或早撞iふ造乙t七ム4.ニ〔刻4(s)]/[訓ヽ私り)]が吏

払吋るため亡ある｡

　R一公-0蔽'(.ついて示し松寥今章のFり･4-4ど比奉虻する乙ヽ

Fり.ぢづぞは自相-5抜相関の葡軋表護胤の泉が非弟に典`少レ

ているこk.がjっかる｡　鴫に因粍1々のS£j鳶虚が`およそz)./%八

　　　　　　　　　　　　　一叫7-



(゜/.)

a05
(
E
a
a

W

O

500

10

50

10

Gatax　ite　sat　.

　　Liquid

°/.Mn(/)0.3　0.5

7･Mn(s)0.22423　0.37-Oj8

1001,　　　　0.005　0.01

Solid

参
ー

S

0.1 0.5　　1

Fig.5-1　　ComPosition　of　both　liquid　and　solid　iron　alloys　in
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　　　　　　　　　solid-1iquid　equilibrium　temperature.
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よになるど.､その査はほと.んどなくなる｡こ礼は､ネtを朕猷効

巣によリ脱鏃生政恟申のSJ2の治量がj以下にイ色下jるため

4測申哨醸貳渫水が`j鴻ヤするこ乙､ならびにM,と-£)の刺互作

珀によリ回粕申の･s)の活量.イ系獅こがふさくなゐために固粕寺り醸

載5粛庫が増加才る､このふたっの相舶勧栗の柏'莱である｡

　湊4闇の癩池過採におい･祈此寸る岐頂松.生ぢ吻童に蘭レて

は､威まにはa抜比物の桔生匁デロセズ､渚4哨の海是匍勅肱､

J鎚咄偏才忙によるずンド`乍イトフーム闇における迪一嘆の5象昨叱

象､さらには早雌i才るJ4t酉嵐生政恟の匈Lぢなど楕丿匯なや,くの

凶手を湾息したうえで攻香4吋ゐ'y零があゐ･　しかしFり･

ぷ-nこ閉享る堆リ､函畑一雄詞闇の齢L素5策束の差からみて､

M,一皮-A見楕な液i豚処丿瓊の,綺慄､､端一蚕恥r)乖1咽5鼠胤に

おいてj参徊4吟のMe東度カぐ∂,3~a,ぷ%て`l　託カり).7%以t共

各-するならば､潅吏閲通乗呈における雇a嵐生応`杓の肘r良{をか

なリ少`量におさえるこどヵぐぞさるものど権載で`きる｡

　この4､うに､･ヽ･ln｡-SレA見ネ笈き賤.ぬ軋の璃后には､a単4曳月t

6SLの備右にくらべヽ哨一焼.｡紡臓丿農戻の差t更にj､さ之して､)映

庖時における2次月虻酵生蔵ヽ物の折紅董を迪5片1るこzが1.゛

きる｡この無カヽらもネ笈か膜酉礼が逸岡申のれ浪妁量の抑制に

為蝕でめるこどがわ力ヽる｡

　5.3　1議｡平浄Lラ菰良においてMd)-sJ2-A右03sJ

　　　　叉ラゲと平槽LIるS-4矢右を糸11な

寡λ隼においては､薗体Ah03衣右､我昧のM以)一弘02-

一叫9-



Ah03(-FeO)系久ラワ``申のMd)およぴ`ぢLOzの泳量り5則侃

締粟から､このスラゲと判對する/ぎμ)゜ごのj彊身岡について､-

史のMrし渫度りも乙におけるS,L-∂の薯葎i関孫を菜めた｡　ま化

参禽の痢㈲においむ4い圃の匍或斗璋r護雀における瀋4哨に

ついて同精､の聞援色永めた｡4ヽ皆においtは､これらど同繕､

の方泳により､梱雄竿雄i湿良におけるF初治逢･こついて閑橿､

り哨径t権肇レ､M,･､.一皮-μ楕な岐皺t哉吻り岡乙の早

雌1闇捨､におヽよぼ吋雇岡の･緩固の晋似響についズ芳歎オる｡

　s-4良な登におい1も溥加徊)嶋など朔方tつ=1!``の4ピな剛陥ML

謬1が殷り立つ･

　　Md)乙M,u十〇
　　　　　　一　一

　　　　K匹(S)2&M,t.(s,),必｡(s)/,えM,U)　　　　　　(ド?)

　　S乙Oz-S',1十え○
　　　　　　一　　-

Kぢいs)こ此お収)･洗び子/沈成心 (ダー/o)

ここで匹o､&らの造tは堆準括態を哩μ糾吃相噴にピ.リ､唯

S､Qの迪董はF択を金々の琳猿參5牽を奮導にと-る.

(ぷづ)､(ぷ-/o)えよリ晩着軋生成吻ヒ.S`一赦右産系良域ヽ｡蘭イ系を

乗める牝め5は､履翁､生政絢申のふ収奇の廸量の蘭孫£如る

,沁泰がある｡　享1奪の=劇丈劫-栗1リMJ-&∂2-μJn£z.

叉jゲ冲の心づJとa､s四2乙の関孫J`縦まゐ｡　こ紅は前斟で

も逐べヽた1うに､如い自5良早倖ロ昌庫における暖西支t孜杓

政冷の始{の関係を爪していゐものと聊るこビ.ができる｡

レ友がってF政中rおけるMcお↓び灰の脱酋良早屡打椚孫､

(ター9)､汀-/Q)式がわかれば`､M,､.､皮ぢよびこ)の凛孝.の

一限∂-



関係カ哨キ聳可舷である｡

　痢奪において万､し炎ように､(ぷ-//)えで表わ込れる凶誠.早

衡･逼庫におけるぶ一雇良申の脱鵜､ヲL禾Rい⊃とり芋蹟f蘭屎は､

　　尺tO,t.=s匹尺十to
　　　　　　　　　‾　　　‾　　　　　　　　　　　(ぷ-11)

　　　　KR(s)=ご久R(s)゛･淀o(s戸/淀尺｡0,t

溶加4申の尺の賤徊L早漣i史数Jくg(幻と｡､R､0の回議永葡乙

孚璋1吏恥Lどg､乙に4リ(タづぇ)差で友わ-さ散る｡

　　Kg(s)=　Kμ幻･ぐどg)讐(∠ゐ)`　　　　　　　　　(ターノ2)

この闇.イ裁4:リKs£(s)を束めたヒころ妬庫･ピ.おリ

　　和yxぢいs)==-7./?　　　　　　　　　　　　　　　　(ぷ-/3)

ヒ.なっ牝｡　そこでM,tについても同妓､に戈めておゐ｡　審3庫､

察与東のj則更M¬果よリ希フムアt4,,,､｡--a,/4¥､我戸ご｡=

-o.　?2ぎであり､ま牝塊4岡申の/ヽ乱の月tit竿樟1変赦jら4Jり

は単二脈丿症漿.値3)に1れぼ

　　ゑリμ~(£).一一/,タぷμ　　(/9ジで)　　　(J-ノ4)

と-なる.レたがって､哨誠､早樟i5乱胤におけるざ-4大中･Mt

の晩翁杖斗葎淀数LK｡(幻14､

　　今戸仙-(s)゜ム戸く4d幻十今∠ブk十句どa

　　　　　　　　=　一之.£23　　　　　　　　　　　　　(ぶ-/y)

　このようにしス塀られ化M,む濠度がり.3‘沁の場赴･り計聳綺

莱をF匂.y-2に示忖.　比勅L(7)ため､/ざy�(ゴお4:び周5良

早樟i温良の扉者岡に耀トする捻莱も角咽に示才｡この結熹1

リ､各ぢ£渫衆について､/ぷ訂)･ご乙固或斗樟1温岸.の洛永岡間の

酸{感解嵐の差ビー､哨波早樟i5乱胤に.おけゐ湊ぶ恥汀一赦洽亙

-7引-
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‾‾　　　　　　Solid-liquid　equilibrium　temperature

　　　……･……Liquid　iron　altoy

　　　　l　　　155o°C　,　j
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0.5 1

Fig.5'2　　Silicon　-　oxygen　equilibrium　inO.3啄Mn　containing　iron

　　　　　　　　alloys　under　MnO‾SiO2`A1203　sat.slags'
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間の紋載崖解良の差と一乞比赦寸るどF々.ぶ-3の1う‘゛なる.

海･蛸･遠嵐梅下に1る1隻奮湊･鮮匁のj咸ケ{･4､玩凍曳が

畑いy吋るにっ礼廸千の逓加t爪吋ものの､∂,∂QJべ/∂.aぷ%ざ乙

の範咄で`は之£)ぺμ)俘"t.の遠循でほぼ一祀している･こkに

剱しえ､j延症Iによゐ秘.奮屡鮮度の滅少量は､成渫衆め成

タすいごっ軋力`なリ危ヽj軟な贈加t尽し､Zぬ<a.りでは､

･廷1によゐ醸素者鮮嵐りj/4少量が刄4町ブ)温泉楕-下によ

ゐそれtよ､まわっていゐ｡

　ま化Fり.ぎ-2.によれば7ヽAね03どM以&な(ヽ3AhQ3･2sa)之)､

ならがlこAね03　k　G-Ja.x馮.(M以),Aねの)の==唯素､のぢa粟良

はと.もに､j鮭准呵にぢいて･4j良胤1寿でによリ花ぢa東庫凍1ヘ

幼忖すゐが､こ虻に対して､4岡の乖t朝によって,4差に亀肌

う鳶庫メ則へ妁4牙-1る｡このこ乙から､M,t.､､5‘乙導嵐が`同じ`奏

柘トtヽ`も､茅琲Tする哨4,Aね03柘侭一攻鯵の沸ヽ勘､yラゲ`の勿§L

政は､抱丿蛋ほどヽよりぢび)2濠戻が`あい剱L収であゐこどが

才佳L載-さ紅ゐ｡　ま化噛5良早樟竹象束の渚4閣と.F叔治･差1.``･4､

ぢ一勿治一亙の者が`浹4圈の嶋居よ､リ孚尋1オる久ラグ`･4皮£)z5良

胤が`徳く寿ゐ･　このような早樟Tスラゲ`お1政の喪化のj頃仙は､

j參昶り`)5盆束1降下ならびに凍是癩にふりやヽきおこさ軋る咲匍Llt

政吻肝札吻の紬烏`痕メヒの方朗乞尽才ものであるとJォるこことが`

でさゐ.牝乍`しな哨々の肌丿象度がかなリ連い=場吾には､F弓.

ド3に気したように､j蛋嵐1肴下およダ凍吏唄によリ適創ビ.な

る麟凄Jtがやい松め､こ軋乙反をレ1:脈酋隻生一戒吻t柝出､才

布こ乙に4:る雇哨呼の暁翁戈気丿束良の漓ン片tが欠きく､こ

-/S3-
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軸心-W- ｡｡｡｡∧
へ,

ゝ

　　　　ゝ

　　ゝwwゝ-
a005　a01

Si(‰)
O£)5　0.1

Fig.5゛3　Difference　of　oxygen　solubilities　in　iron　alloys

　　　　　　　　calculated　from　Fig｡5-2　.
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紅らの咀の蘭イ靫のみから直ちにス巧ワヽヽ知｡成の象化1.子3則jる

こい4できない.通剰西孜素量が比車矢妁ケない柘ぢ4乱成に

おい7,4､lt雖玄4吻の=叫出､によゐ永哨々･膜西隻瓦表潭胤

(r)刃収タもタな(ヱ迷のような肝を吻の掴.政東北Jの･磯伺が

ほ｡ぼそのまま迪剛できるも9と沸えられゐ｡

　っぎにヽ汽∂才-λ゛)蘭･イ系から早雌iA見5嵐良t瓦めてみる.

歯訥､芋樟lj島.嵐にお吋るざ-.奴冲のAえの刎.循隻薯4和吏香虹K超(s)

にっいても､MrLやsしの=鴎きど闇オ朱(ぷ-/2)式tAIに逢俐し矢

(ぷ-/乙)式｡蘭イ私を痢いれば准出､が`可舷であゐ｡

KAI(s)==KM(ぇ)ぺ∠ゴμダペ応)3 (y-μ)

しカヽしぷ珊吼においては斥中のμり喝或平希i喝イ虻を濯ヽ1軋

して.いたい｡

　A1の匍5攻孚諦哺剛私は吹式で豪Jさkる｡

　　Zj4£=　淀舵(s)/淀M.(幻　　　　　　　　　　　　　(j-/7)

A見濠良が`胤索に希噂`な場なには､必μ14　E　SA幻で近加､

でき､(ぶ-/7)式は(ぷ-/社ね｡なり､平衝叟軟LなはAIの画

54'1手4軋か配比ム4乙肯しぐなゐ｡

　　ム;t≒[沁叙(s)j/[%叙(え〉]--ム超

そこで良-A乏系早厚i我感哨からムμを亙りる｡

(ぷ-/り

　希也のFe-μ系我牡咀仏Qよれぼ､Fe側の浪糾織と匍粕

昧の閑イ釦4､ハ愉のパgJ9尹)の辰態回いUヽなリ裏なって

おり､朝淑

涙唸回からムμを正石tに叉めるこ乙は吸X勧1であゐ｡そこぞ

乙μの灰ち詞からの複章はつきヽ`の1うにし松｡

-155-



,£丁

ぐ j

/QO　MA乏･0`
　MFe･尺･石゛

(､r-2り
〃
-

　　　　£丁=Toー丁

乙迦加､でき､/ヽ､/M(s)､/､/Mjま)乞童量げ一セーントで表わし飢

丿厘吋れぼ､

1なゐ｡　ここにおいてMμ､M　Fe.　はそれぞKA見および`Feの屎

-/5ぶ-

斗董であゐ｡(乙丁/〔Z城(j)DはA見,こよるFeり)疑廬D乱

良埓万李に詞当し､Md以s洸肖y&｡麦4見1れば`(乙丁/

以M(1)1)≒乙).7∂ぞあり､

　　乙Aえ≒　ど).?y3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ジ22)

となゐ｡

μ城(紅]
ム鼓- 1- (r-2り

　多3鼻に爪したFe.の匍5良芋樟iに蘭するo-2.)弐λ刄-A£

瓦に逢痢吋ゐ乙(ぷ-/?)弐k.なゐ｡

ムバフ｡一丁)

　R･了｡･T

〃

- 八
(/一/VM(s))

O一ハ/,Q(j))
(ぷ-/?)

ムf:　jlも政のj參晶私許　33匹cJみt･jo

T｡:　糸屯4軋の渚､高虹,■ノ隻　/a'//　K

八/岐(s):　5盈瓶丁(K)における朝粕沖のAλ(7)

　　　　　　==a,レを李

A/4(1):　温度丁(K)における卓.粕キのなの

　　　　　　モ.Jレを卓

A支遭胤力句俤に壽噂ヽな璃危には(ぷ-/?)喪は

ムj'ム丁

R･7i゛
へ/Aが幻一ハ/以戌〉



　一丿頼ら7)は､ワ又-ビンゼ}レ噴曼瀞柳法によソ良一或なを

の廸{推､数冲よびその5乱曳冰各,庄乞測叟した｡珠らによ

虻ば`､脈推寿濤ヽ溶体におけるAIの汰{径敷らい4､哨抹

Ft一A見な孜に封しぺ

　　ム.らい･)==-ねタa/丁子ダ･､タZ

奏馮丞､伐-Aえ吾亙に冊して

　　ムりい幻==-お･い)/丁子/.タタ

(か-2j)

(ターjμ)

tなる｡ここにおいて､泳量の刈t導涙態はいオ瓦の塙春も

訥｡漆の純丿吟A見包ビ.っていゐ｡　A戈の頂]浪永飢,早倖咳弟こ

昌tはこれらの泳董メ系数､ヵヽらも反めるltができゐ｡jなわ

ち､審3鼻のo-2な.ヨ)､(3-26',　3　)=瓦乙吼嫉の(ぷ-おうえ,n

　　和フム為一我戸低(1)一希戸仙m

t杷の-j穀ら7)の芳l史去ぎ巣を代λ吋るど

　　L瓜-･/.,)秘(/0ぴO

(t-.ど)

(ター公)

乙なる｡　こ紅によ札ば､以カりk弗に喬噂ヽなj東泉寿蚕或い7おい

tはムMカヽリよリ犬念くなるた幻､(ター2/)葡の閣径から5象良.

句函乙が`正乙なヽ)､5友相釧じ&束がjk匁乙なゐ刹1鴬が存在オ

るこい乙4る｡攻-μ逝金t軒寿計姑､乃&ヽD則妬した

ム4゛)の戻憾咽tり4最ぷj攻粕疎､沼､嵐掴､政り雇泉力吋芯ヽめ

ら軋ゐド､扱丿吉こ耗は鎬丿吋中の西飢裁の影噂tヽあゐビ満丸て

おり､攻在のどころこのが､に閣レては朗石暖にはなっていない｡

したがって､ここぞは/叫ズa力りむd6･｡麦幻の涙態削から雀斜､

レ化(ぎ-22)近の功乞4=采朔寸る16,こし良｡なお一丿良らクj)

の刺良逓カヽら亙め忙遥､け一心)近乞朔いtもぷ4､｡秀凰

-757-



蛉栗に火き4影響は永jっ気ない･

　渚叔いヤのA戈のM虻覇隻平樟T吏参Uく4(幻乙レて学捧抜奨磁`゛)

(ジ之7)丈乞哨いて折寡し化剱果tF4夕･ヽター4‘゛牙ヽ吋.

ムJKμ(£)゜‾乙々?∂Q/丁子2Q.紹 (S-27)

咀のようにMJ-ao2-Aho3　sa.　スラゲと.平層予才るんむ隻

漸はヽ漆.4咽､F4丸飢鉦のぃずkの備なにも船り'?t攻万と

なる｡(ぷ-27)追｡偕徊し堆萱4は香同iL　l　i4　るも｡ぞあり､曳

蛸り粂集tはもちろん､飢島參t的丿奮鮮でヽも貪Sにこの廸が

岬られない備&が今いこど14よく知ら紅llいゐ｡尺｡£ゐ.

e尤Jパ)14､Atの鯉丿抜に1啄レてスラツ``の潮斧･ヵヽQ刄きな零因

とレてれ哨し､スラゲ`｡柵い4赴に4劃一庫功ふりか鴎にぶい

菌:奮濯求匹なろ乙昶尨=している.このように･刄ずしも韻支象

凍良が折庫墟まぞ.廸くならない雁相として､&λa浸:,μJ,/○

14Åむ03の表葡工湊)しギーが`ぶぐ乙折1玖｡乍り･過4包如岸が旅

季であり､喊孚棲f攻鯵にあるものと.して叙.祁している｡

　熊==吽ら″)･4､J4延用イを炭素佃｡連槌糾造における膜函h研

軋において､火略董り変徊奮冶痢の賎1隻規象を対恥と.しズい

る礼め､凡洸迄吹Jパ)のヌ､ラッ``り衿い場をの条枠にほぼ゛良

しtいゐものと.鳶え､抜らのヂーターよリμ-Qづね恥系の平

衡埴乞戈め､こ飢£褐ぃて餅片tおこなった｡その鈴栗､

愛1･靴･垠象をよ<省吏哨できる乙報告していゐ｡また川如ら゛)

14､差餌スラづ゛の･jヽ整加汪妁におよぼ吋M,｡一孔-μ雇后暁酉虻

の影響の研胞におい-t､方､研吼における寥7庫の7=な｡ダー2およ

びらJ,　1-3をもど.にして參カ吋的沸載乞おこなっていゐが`ヽそ

一巧a-



(
~
)
一
の

1

0.1

0.01

0.001

AI(7.)from　eq.(5-28)

At(゜1.)from　eq.(5-27)

Fig.5゛4　　Relation　be七ween　aluminum　content　in　iron　alloy

andoxide　phases｡ (Mn=0.3宅　)
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の1靴にも嘸将らピ｡硝埓､､R･も4ぶJ.グ)久ラツヽ`｡楓ぃ嶋なの

デージーよリA見の月t西良早凌r祀右ことして(ぷりぶ)丈t反め､こ軋

t哨いて斟油-t-す1めている｡(ただし､この場ノ昏一印7oo/T

は孝柳､の値をぞのま4扱凧していゐ｡)

向KんUt)=-μリao/丁+λダ.ダ? (ぶ-2幻

KAぇ(1)ど.して(ぶ゛-.27)此のかわりに(ター21)£を｡珊いた場缶に

もヽFり.ぷ-4゛)関径･はヽ掃軸のAむ庫一衆が乎灯妨舶)゛する忙`

けぞ､各曲乖虻粕互の蘭.係には影耀を｡お4ぼさない｡ぴ-J)え

乞俐ぃた4赴のμ喋皮を参鳥｡ため匈.､5･-4.と柳樺軸に

1も吋｡

　Fり･ぎ-4t゛t叙ぼヽ/ヽタぷ0°と゛薗Ξ良平樟りSL胤のj娑4吸ではほ

ヽ乙んど差が吉1ヽめら紅ない｡　ま気5峡咀のめ4､包くらべ`てもそれ

ほど火きな差がみられな゛`.　しかし穿7奪のFり･プーZから9月ら

カヽなよ.うに､/心ヽおよび`ぢd輩床が`一虻の璃吾､4潅岡において･4

･4Q-ぢa),-んむ匈s以.ズラダ乙早葎i-すゐ/ぱ凍求14　4.皮カぐ埓

ギ1る心咸夕吋ゐ｡-すなわち､j亀胤躊･下1こよリ咽体んね乙)3

衣疼涙略七なゐ硝伺が佩く4る･とべ.ろカぐペヌ.ぶ-4rわか

るように､淮鋼ヵヽらF放合金への詞t愁により平衝μ潭嵐

の差恥､がおこる｡オなわち､∂.3%M,､.･瑞准､SZ,凛度が

a.之Z吐下であると.､固漬ご恥挿i4凍Lのぷ-おしな嵐に右いて

MJ-s`a)2-んむ匈､s･μT.スラゲ玉早拶i才るA尤5東jLが`､池-

雇哨々のそ気よリ叉きくなっていゐ｡

　これ47バ緩癩に盆ゐ4角呻の追如ヒ吻か左吻の舶.ぬ7むしり方向

を塊報1ゐと､浅t朝政｡追4畔寺においては､竿葎堵似ヒ物彪L

-/6Q-



成である衣tAねo3の単;岫であっ乍々杞吻が､壕是喝にふり平諦i

掴｡政が溥･高吼､葡貧化物にtわるこz,Qよって､鴻ヽ為t紬L化吻あ

るいはその申問段y喘の〔Ah03キj妬晶咆､遥釦ヒ,吻3の2翔抜

落我昧tなる尽緋洵Lが湛えられる｡迷公凍皮組政におい

tはヽ)蹊哨によリ逓剰となる西隻素董が今く(戸怯ター3舟照)､

この逓創ak素によリカヽなりの量の皮そμが`消看1さ軋るlと乞

鳥えかわせれぶ､之｡々在勿｡湘凌態のj吻恂4さらに狼いむ

の･乙なる｡レカヽし玄が比噂t的ふ渫皮･如､収においtは､逢

1!象ヽ1雖ゴ恥乙レる泣も4£の消嚢奇がわずカヽでj)るこど､ならが`に

孚雌iμ潭皮の迪敵が`ないことに↓リ､こりような々在吻の

匈曳態はおこりにくい｡

　刄瀾捨姻のjt胤が`カヽなリ持下してくゐと､妨､影こならダに化

酔反必ヽ速衆がおそスなり､4岡と々在吻間の反必は事喫上､衿視

しうる冠魅､になゐ｡　この涙糖では､々荻吻に右よぼ`才温衆

俸下の影零zしtは､もはや6似ヒ物系灰略悒で豪幻される潟

t態の妙乞潟えればよい｡jなわちこの嶋,な､M以)-s`£o2-

Aho3系攻態回のAわ03の波.刺面tの紹戈け)膜酸.生亥吻

か紅吻は､温痕持下にしたがって続丿志の乞島k､しなが`ら

伐丿瓦･7)組ぢをし忙`ぃに低丿恥､漑､4浪匁のシリ坪一トに灸えてい

く｡このようなか在吻包唐肩-11る4町乞熱順加工吋kばl､桟涙

ぞあっ牝と.ころの迪高幻IT､剱｡ぢ俳かが教化あるいは剔丿孵し､

C　Ah03　十渚Jli西如ヒ吻丁のえ相衣右-妖鮭ピ｡なり､加エの勤

響tうけが･松吻は東斟を右こ1.5鬼勘､葡糾ヒ吻･量がM2こ)3

のお寿に比してかすれば冶ぃほど､々在吻はμy)3剌Lが5略

-/祠-



為u§釦ヒ,物にふ.リつなドっズ岑ボに焦在-4る句に塑･tt舛をお

こし冲吋くなる｡　このタ.イデり冷ヽ在物も､いわゆるA型々在､

物(M,t-シリケートなど`がこれに詞当吋る)と同4集､冶岡打

晶嘆のj､からみて女3-さしいものヒはいえない｡　これに勣して､

有岡のjほ固鴎に才でにAね03庫4gであっ化万在物は､湛.嵐

隋ヴによってt　Aho3　のま4ぞあり､t紀のような才g喪絡そ

恕栓凌杓はおごさない｡し牝がって､この&うなか狂.吻の組厦

麦化tさけるためには､j略4癩の湛.良痛一万およy≒緩咄によリ通舶

と.なる績{量に斟あう寺かなtのA見のj私加を&乖ど才るが､

これが`今才ざるビー､月t纒良遠づ隆においてネtを月虻a虻知栗がな<

なり､μ単他､月t酉良叫にみら紅ゐようなμ2o3クラ叉ターが私

生1≒る恐kが`ある｡　Aho3ワラ叉ターの今発･は､4岡魂凍沙(､

4膚辺みノ叉`･レの閉審､さらには加む板の豪面4レ)庫S乙ななだ

め豺ましくなく､尚奪量の下殺を翁LってAむれカロを打なうこど

カぐ矢零である｡

　八j=lの烏參糾巣にふれば､如い)J鑓福時rおけるλ次月虻紬主

聡物の漸咄､董を･折量におさえるこkによリ4是咀壮､も准岡中りX

留-する々在吻竜t抱丿応させ､カヽつそ｡々在物かヽ渚哨｡品悛に悪ヽ

影耀をあまソお4ばさない組奴およダ邱態乙1るためには､

M,､.の5粟度が∂,3Zのj4合､[Zぢ司こ∂,え~∂,3とjるのが浹

当であゐこkがわ力ヽゐ｡さらにAむ東痕に闇していえば`､犬咎

竜の曳俐渚､凄岡にっいては尺･も4JJパ)に1る(､ター2ぶ)瓦

が遡俐できゐものどjるど､[ZAU≒Q,り超.摩七吋るの力ぐ

逢当ビ｡潟えられる｡

　　　　　　　　　　　　-/a-



　　S.仔槌窓

　M,.-ぢ£-μ4な膜追虻早禄訓Qお1ぼす4哨｡4是喝の影耀

についてオ爽釧･し化｡

　Mt一完-A戈滝な晩翁.t琉吻乙早衡jる加けっいて､その垢或

斗擾i蘭侠を友め牝鈴栗によ紅ば､j匁函恥))賦同違度において､

j客者閲寺のM心衆度かり.3~心りいリiる嶋吾､Sしカヽ心).7°4臥

t=笑訟1るならぼ､J疑痢通丿釦こおけゐ2吹既赦生政哨ドは片ね､

量をかなリ少量におさえゐ之どが`できゐもの乙権脊され良｡

　さらに､砧奇までの研免徊r集をもどにしt､唖D亙芋稜T5蚤良

におぃてM以)-&恥-μ公)3　sa.　叉ラワ兄孚諦iすH`-4吏右

を租取について熱カ単的計匁包おこなった｡この辞巣と-､

湊准恥こ関する同攻の関征どの比庫支より､渚匍恥)5釦虻碑

ギおよが)疑喝1心る4岡々･膜,西虻生折鯛弁在勿の相烏ヽ和ヒ

にっぃて旅れし良｡
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2)aヽ‘|蜜､筆對･戚彦､伊藤公t､拒郷寺吉:4欠4岡,

　　　s`£`oり?),7='.//タj　　およが私冶k

3)　確株智ノ鯛/9乖賓晨:髪勿抹支ヽの雄.漿平瀕iJバ/9a),

　　　ァ.1ら　7リ3[日刊工業知‘聞牡コ

4)　ASM　泳kλ£g菱　ご｡｡｡ぶ在e.;　Md£右沁l,,｡�釦池

　　　&必e必7　y･)j.aぐ/?7j)z八2μEAsM]

t)　M.　H゛゛`゛4:　C°゛μd沁乙ふ7むy&λ4･?　ん絨yj‘

　　　之7ty　ey･,　(/?ヽタs'),,尽?/f/咆Jr心4ノ`-Hjμ]
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　ぶ貨記は､智参爾温危の遭一参哨カヽ如疑朝後の&-4矢を七にい矢

ゐ､M,t.一孔-AI恥匯含液丿軋ま収吻d閣gの早撞iに喘･る知

免を埓るこどを自的と.し化｡

　審7斎および諦λ鼻におぃズヽ4､匹一皮-A見系椎な脱赦良

成勿乙5剱4鴎ピ.の早雌i関イ系について石竹記し化｡

　まイ掌7鼻では､M,.-a-μ系ネ賢合月兎赦.による生ぢ恂･基

あ狐ぞあゐM以)-sJ之-Aもら3成加系i匯化吻のふ縮岳り

池董綿､回t熱･カ栄的鴬簑1心lリ姫まし､この締粟にもどづ゛

き､遭参岡柚襄と.酉釦じ判組4り孚検i蘭孫､を計寥した｡　あ

わせ七阿なっ牝喫馬気の剱:粟は上枇の針聳糾-粟ピ.カヽなリ在い一

奮曳L乞ふし､命r力喀妁考奪丿陳粟の塊丿練ノ吃がかなS垢いことが

ヌ准‘謎ヽさ紅化.　ま化､吸酋t哨におけゐ通膏り或14岡呻りAわ粛

庫のも乙ぞは､5俗4岡申の既葡良瓦豪乙竿雌11る酵{j粟胤は､

2心j+3Q-Ah03の反必･早層iぞ坂tされ馴直ビ｡なり､ネl

な脱西釦こよる叱紡棺胤｡斗檜r倆哺勺奪明にもピ.っ``く改4劾菓

は省芯められず､むしろその扁友餅生は､J延i脈生親絢力臼脈痴JL

応時lりk合､成ヽ晨に々}名F右なシリ斤-ト疸L政=端ンを通通吋るこ

ど.によソかなえられる淘り欽表/吐の向上によるものであるこ1乙を

瓜した｡

　そこで寥λ秦においズは､/収一交-Aえ振楕治丿祉酋拠において査

も垂奪ピ.光えられる､砥lメ永Ah∂3共4屎粘のMd)一皮∂ぇ-

Ah恥―斥○系久ラヂ乙丿参永岡どり芋葎f闇.イ系を/砧'∂゜ごにお

一昂ぎ-



いて乖1包し化｡　この結渠より､匹○-　Si02-Ab03　3　脚奏系

におけゐ7ぎぶ∂゜(ニのA石Q3､/心尨心なおよびG一以ぇx政の迪粕

碑､をj吏史し､ざらに享1豪において斬カ単的考朕によリ埓られ

たMd)､SJ2の岑池董維回を｡修正した｡4た参冷nt紗栗

匹も乙づ`き､ケ.イS机堪スづデ政奇の活董のi哩柚け樋滴ン知こ関レ

て錬l徊しゑが､技象僕血されていゐJ蛍省剱では満瓦t糸舌莱は

埓られなかっ化｡

　一方､者閣の)賦圀遥緩におけゐ2攻晩1匯t旬吻の新出､壌載

そ､堰瓦圓時お↓が匍λねら鯛申における脱a飢t咸`吻肝在絢り

今勧t明石lに1ゐ化めには､海是薗放の看鴫申に含潮される晩循隻

釆.棄など話瓦棄ヽならダに々ヽ在吻の許カ砥妁往噴1史董妁に知

ゐこと.力ぐ似季である｡

　寥1膏およ.ダ琳λ庫において得らKたMa.一支-A見ネ知忿月舶隻

ま.ぢ勿の軒力栄妁姓貧に関-する扨粟は､産岡m妓固技における

々在吻に奴しても迪用ぞ老る嘆刑のひどつである｡

　寥3東におぃむ4､溶4痢の雇西友.瓦素ビルて瓜く喝いら軋tい

ゐMむじ&,£しりあげ`､戸e-Mh.,-&きtについて固湘と雄才自

の間の悉賓のか配,利針を斧4tし､これカ､らぶ一鉄合友々のM,､.

およジSいこ関寸る熱カ単的ノ巧メ､一ター乞式史し化｡

　ま札嵩4隼においては､Mt一皮一減楕.な収齢l反た｡基本系の

ひとつである良-ざ£-OEの哨冰｡竿稽了関イ長を5則吏し､因液早

4斬遣康におけゐi一教女亙申り次-○の平禎i関孫､をま文した｡

この縁巣によれば`､s‘-お洽厦申では乳いつの粕互.作肝が奉学

に式さ仁孫雁で`きないこ乙が哨かKなった｡

一以乙-



　寥ぢ奇においては､始秦まゼに糾1らkた糸き栗をもどにして､

心一乳-A見沢攻合膜翁斗蹄iに右よ11゛`す参司のJ疑因の影響に

つい七錬オ=1し九｡　M,一支-A,e湊tかM虻西貧生成ヽ向と一平換ij

る411にっい叉､その因誠｡早履i関係､£亙めた糸右栗によれば､4岡

寺のM･･しj粟攻が`∂.3~a.ぶZり士葛右ヽ､ぢ乙カぐ,:),7‘沁以上共在j

ゐならば`､謙え咄盛4tにおけるλ次Mt鳶良生成身吻の4:忙叙量をヵヽなリ

ケ量･(おさえるこど力ぐぞきるものど柚1祭t紅た｡　また､飢減多

摸15鼠良においてM以)-S£02-Aねo3aオ.スヲツ``ど.平厚iヽjる

ざ一看矢な4:柚.或到昨カ挙的計育によリ友め化｡この糾莱ピ.､

j略雇抑こ蘭jる岡穐｡の関石R､と.･比執､より､端ヽ加抑)51曳降下お

よが勺疑薗による雇哨申の限痴､t咸`物々振恂の船Lぢヽ煮ルについて

練?討レ､か在物童が少ヽなくかつその冷在物が4岡の品噴に兎ヽ

彩曜tあまりおよlt辻ない知｡収おぷび榔恕と.吋るこどにより､

よりぶ品噴な徊4乞製差才る可能,医にっぃて1唱べ`た.

　牡乙瀋ヽ函qをMt､泣､A見によリ詞し幻従a変虹援.するこいこ

ふソ､6軋化物系々在吻量を拒派し､よリ高品喚な叔ぽ製遠1

るうえ心刄黍と.なる加け砂奇元象およが膜函貧ま.政絢の許カ厚妁

柱嘆､ならび`にこ紅らの聞の茅律i関係匹ついて今くり童參な知

叱乞碍るこ乙がてヽ`きた｡

-/£7-



　私石升変の遠竹ならびに方､偏支の作智にあたって､抜姑御指

樟鶴わっ化ゐ名屋欠拳敗廸工牟偉ま斌尾弘礼tに濯く細息､

乞豪しまj｡また石竹免申､漬倖関体に伶御更連をぃ化だきま

し礼奮萬ならダに敏4哨工栄駄室｡儲光宝､ならタ･に日頌穐々

御偏カ釧印ぎました刄右采欠昿工喀獅者属ェ.李納凍冶議洙り

鎮折に卑ぐ脚札の省棄左.申しおヂまも

一砧g-
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4)　癩誠.旱樟U乱胤にもヽけるF雁冲･Mcおヽよジな･佳量

　　　　　落濯敏l治､奇岡如も､城応弘:4気ヒ.λ同

μ(1979),め之 (掲載ヽ攻吏)

ぎ)匍浹早衝這良におけるs`-4支呻の佳妻乙醵瀋グ)坪尋i

　　　　藤溥敏｡冷､獅対潅､=唆尾弘､:メ陳乙4岡
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